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開会宣告（午前１０時００分） 
──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 
○議長（方川一郎君） ただいまから、平成２８年第４回本別町議会定例会を開会します。 
──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 
○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 
○議長（方川一郎君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫君、高橋利勝君、及

び矢部隆之君を指名します。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 
○議長（方川一郎君） 日程第２ 議会運営委員長から報告を行います。 

 議会運営委員長高橋利勝君、御登壇ください。 

○議会運営委員長（高橋利勝君）〔登壇〕 報告いたします。 
 平成２８年９月１５日第３回定例会において閉会中の調査付託を受けた議会の会期、日

程等の議会運営に関する事項について報告いたします。 

 まず、会期について申し上げます。 

 本定例会の会期は、本日、１２月６日から１２月１５日までの１０日間とするよう予定

をいたしました。 

 次に、一般質問の締め切りについて申し上げます。 

 一般質問の通告は、１２月８日正午をもって締め切ることといたしました。 

 次に、陳情文書の取り扱いについて申し上げます。 

 本日までに、７件の提出がありました。 

 国による子ども医療費無料制度創設を求める意見書採択の陳情、国民健康保険療養費国

庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書採択を求める要請書、「高額療養費」「後期高

齢者の窓口負担」の見直しにあたり、現行制度の継続を求める意見書の採択を求める要請

書、アイヌ政策に関する意見書提出の陳情、地方議会議員の厚生年金制度への加入を求め

る意見書採択の陳情書、大雨災害に関する意見書採択の陳情書、ＪＲ北海道への経営支援

を求める意見書採択の陳情書。 

 以上、７件については、議会運営基準１３８運用例５によることとし、後刻、回覧に供

することといたします。 

 以上、報告いたします。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 
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──────────────────────────────────────────── 
◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（方川一郎君） 日程第３ 会期決定の件を議題とします。 
 お諮りします。 
 本定例会の会期は、１２月６日から１２月１５日までの１０日間とすることにしたいと

思います。御異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、会期は、本日１２月６日から１２月１５日までの１０日間とすることに決

定いたしました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎休会の議決 
○議長（方川一郎君） お諮りします。 
 議事の都合により、１２月７日から１２日までの６日間を休会にしたいと思います。御

異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、１２月７日から１２日までの６日間は休会とすることに決定いたしました。 
 暫時休憩します。 

午前１０時０５分  休憩 
午前１０時０６分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 認定第１号ないし認定第９号 
○議長（方川一郎君） 日程第４ 認定第１号平成２７年度本別町一般会計歳入歳出決算

認定について、ないし、認定第９号平成２７年度本別町国民健康保険病院事業会計決算認

定について、以上９件を一括議題とします。 
 以上、９件について、委員長の報告を求めます。 
 平成２７年度各会計決算審査特別委員長山西二三夫君、御登壇ください。 
○平成２７年度各会計決算審査特別委員会委員長（山西二三夫君）〔登壇〕 報告いたしま

す。 
 本委員会は、平成２８年９月１４日、第３回定例会において付託を受けた下記の事件に

ついて、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報告いた

します。 
 記、１、事件、①認定第１号平成２７年度本別町一般会計歳入歳出決算認定について、

②認定第２号平成２７年度本別町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、③認
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定第３号平成２７年度本別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、④認定

第４号平成２７年度本別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、⑤認定第５

号平成２７年度本別町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について、⑥認定第６

号平成２７年度本別町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、⑦認定第７号平成２

７年度本別町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について、⑧認定第８号平成２７年度

本別町水道事業会計決算認定について、⑨認定第９号平成２７年度本別町国民健康保険病

院事業会計決算認定について。 
 ２、決算審査特別委員会開催日、平成２８年９月２９日、３０日。 
 ３、審査の結果、認定第１号平成２７年度本別町一般会計歳入歳出決算認定について、

ないし、認定第９号平成２７年度本別町国民健康保険病院事業会計決算認定について、い

ずれも認定であります。 
 ４、意見、①違法と認める事項、特に認められなかった。②不当と認める事項、特に認

められなかった。③特に留意すべき事項、特に認められなかった。④監査委員の意見に対

する意見、なし。⑤その他、なし。 
 以上で、委員会審査報告といたします。 
○議長（方川一郎君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで、討論を終わります。 
 これから、認定第１号平成２７年度本別町一般会計歳入歳出決算認定について、ないし、

認定第９号平成２７年度本別町国民健康保険病院事業会計決算認定について、以上９件を

一括して採決します。 
 この採決は起立によって行います。 
 本件に対する委員長報告は認定するものであります。 
 委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（方川一郎君） 起立者１０人。 
 よって起立多数です。 
 お座りください。 
 したがって、認定第１号平成２７年度本別町一般会計歳入歳出決算認定について、ない

し、認定第９号平成２７年度本別町国民健康保険病院事業会計決算認定について、以上９

件については、全会一致で認定することに決定いたしました。 
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──────────────────────────────────────────── 
◎日程第５ 諸般の報告 

○議長（方川一郎君） 日程第５ 諸般の報告を行います。 
 監査委員から平成２８年度定期監査の結果報告の提出がありました。 
 その写しをお手元に配布しておきましたので御了承願います。 
 これで報告済みとします。 
 次に、監査委員から平成２８年１０月分に関する例月出納検査結果報告書の提出があり

ました。 
 その写しをお手元に配布しておきましたので御了承願います。 
 これで、報告済みとします。 
 次に所管事務調査結果報告書が、産業厚生常任委員長から提出がありました。 
 その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 
 これで報告済みとします。 
 次に、行政視察調査結果報告書について、産業厚生常任委員長より提出がありました。

その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 
 これで、報告済みといたします。 
 次に、十勝圏複合事務組合議会の平成２８年第３回定例会以降における主な審議内容に

ついて、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 
 これで報告済みとします。 
 次に、十勝環境複合事務組合議会の平成２８年第３回定例会以降における主な審議内容

について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 
 これで報告済みとします。 
 次に、とかち広域消防事務組合議会の平成２８年第３回定例会以降における主な審議内

容について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 
 これで報告済みとします。 
 次に、議長の動静について、平成２８年第３回定例会以降における議長の主な動静につ

いて、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 
 これで諸般の報告を終わります。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 行政報告 
○議長（方川一郎君） 日程第６ 行政報告を行います。 

 髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 平成２８年度各会計の予算執行状況について報告をいたし

ます。 

 １１月末現在の一般会計の執行状況につきましては、予算額７３億７,２０１万４,００

０円に対しまして、歳入の収入済額は４５億４,１１５万９,０００円で６１.６パーセント
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の執行率となっております。歳出の支出済額は３７億３,８７４万９,０００円で５０.７パ

ーセントの執行率となっております。 

 次に、地方交付税の状況でありますが、普通交付税は前年度比で２.４パーセント減の額

に対して、６,８５１万４,０００円減の２８億１,０４３万円になる見込みであります。 

 交付税財源の不足分を、地方が直接借り入れをしております、臨時財政対策債は、前年

度比で２３.３パーセント、５,３１１万８,０００円減の１億７,５１９万３,０００円で、

普通交付税を加えました総額では前年度を３.９パーセント下回る結果となっております。 

 特別交付税につきましては、現時点では未確定でありますが、平成２７年度では３億４,

０４８万９,０００円で、前年度比で５.６パーセントの減となりました。 

 平成２８年度につきましては、現時点では、前年度比２６.７パーセント減の２億４,９

４３万６,０００円を見込んでいるところであります。 

 次に、国民健康保険特別会計でありますが、予算額１４億２,５１２万８,０００円に対

しまして、歳入の収入済額は８億５５０万２,０００円で５６.５パーセントの執行率とな

っておりまして、歳出の支出済額は８億１,２０７万２,０００円で、５７.０パーセントの

執行率となっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でありますが、予算額１億１,４９８万６,０００円に対

しまして、歳入の収入済額は６,０１６万円で５２.３パーセントの執行率となっておりま

す。歳出の支出済額は４,７２４万１,０００円で、４１.１パーセントの執行率となってお

ります。 

 次に、介護保険事業特別会計でありますが、予算額９億６,９６１万９,０００円に対し

まして、歳入の収入済額は４億８,１９７万６,０００円で４９.７パーセントの執行率とな

っており、歳出の支出済額は４億８,５３０万５,０００円で５０.１パーセントの執行率と

なっております。 

 次に介護サービス事業特別会計でありますが、予算額が２億７,３８２万８,０００円に

対しまして、歳入の収入済額は９,９３５万円で、３６.３パーセントの執行率となってお

り、このうちサービス収入につきましては、調定額９,９７９万１,０００円に対しまして、

収入済額は９,９１２万６,０００円で９９.３パーセントの収納率となっております。歳出

の支出済額は１億３,９４２万８,０００円で、５０.９パーセントの執行率となっておりま

す。 

 次に簡易水道特別会計でありますが、予算額１億４,６２３万９,０００円に対しまして、

歳入の収入済額は４,４８７万円で、３０.７パーセントの執行率となっており、歳出の支

出済額は５,６１０万２,０００円で、３８.４パーセントの執行率となっております。 

 次に公共下水道特別会計でありますが、予算額５億６,７５４万４,０００円に対しまし

て、歳入の収入済額は１億９,８３９万９,０００円で、３５.０パーセントの執行率となっ

ており、歳出の支出済額は２億１,３０４万９,０００円で、３７.５パーセントの執行率と

なっております。 
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 次に水道事業会計の上期の決算状況でありますが、収益的収支につきましては、予算額

１億６,２５２万９,０００円に対しまして、水道事業収益の決算額は６,８４４万２,００

０円で、前年度対比で２９８万７,０００円、４.２パーセント減となり、予算に対する執

行率は４２.１パーセントとなっております。水道事業費用の決算額は７,６２０万６,００

０円で、前年度対比で１２万２,０００円、０.２パーセント減となり、予算に対する執行

率は４６.９パーセントとなっております。 

 資本的収支につきましては、資本的収入の予算額７,７５０万円に対しまして、決算額は

０円となっておりまして、資本的支出の予算額１億５,６９０万５,０００円に対しまして、

決算額は２,６２７万３,０００円で、１６.７パーセントの執行率となっております。 

 次に病院事業会計の上期の決算状況でありますが、まず、収益的収入及び支出につきま

しては、病院事業収益の予算額１２億１,１０７万９,０００円に対しまして、決算額５億

８,６６１万８,０００円、前年度比で２,４００万１,０００円、３.９パーセントの減とな

り、４８.４パーセントの執行率となっております。このうち入院の収益は１億８,４５０

万５,０００円、前年度比２,５５５万８,０００円、１２.２パーセントの減、外来収益は

１億６,４７７万７,０００円で、前年度比で９５１万５,０００円、５.５パーセントの減

となっております。 

 病院事業費用につきましては、予算額１２億６,６４６万２,０００円に対しまして、決

算額は５億９９６万９,０００円で、前年度比で３,６６７万３,０００円、６.７パーセン

トの減で、執行率は４０.３パーセントとなっております。 

 事業収益から事業費用を差し引きました上期の純利益は７,６６４万９,０００円となっ

たところであります。 

 医業収益における入院収益の減につきましては、内科収益の減が主なものであります。 

 次に、資本的収入及び支出につきまして、資本的収入の予算額９,３４８万８,０００円

に対しまして、決算額５,３６６万４,０００円で執行率３７.４パーセントとなっており、

資本的支出の予算額１億２,０５９万５,０００円に対しまして、決算額４,５９１万６,０

００円で執行率３８.１パーセントとなっております。 

 次に、患者数の動向でありますが、４月から９月までの上期の入院患者数は、７,２９３

人で、１日平均３９.９人となりまして、前年同期と比較すると１,３６２人、１日平均で

７.４人の減、外来患者数は２万３,９９０人で、１日平均で１９５人、前年同期と比較し

ますと２,２９１人、１日平均で１８.７人の減となっておりまして、患者数の減は内科入

院と外科の外来が主なものであります。 

 以上、平成２８年度各会計の予算執行状況の報告とさせていただきます。 

 次に、平成２９年度予算編成方針について報告をいたします。 

 平成２９年度の予算編成方針につきましては、１１月２４日に職員によります予算編成

会議を開催をし、方針を示したところであります。 

 国の平成２９年度予算編成につきましては、政府の経済財政諮問会議の議論を経て、１
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１月２９日に予算編成の基本方針が閣議決定されたところでありますが、６月２日に閣議

決定された経済財政運営と改革の基本方針で示す経済財政再生計画において、本格的な歳

出改革に取り組み、施策の優先順位を洗い直し、無駄を徹底して排除しつつ、予算の中身

を大胆に重点化するとしております。 

 また、一億総活躍社会を実現する上で最も緊急度の高い取り組みの一つであります地方

創生の本格展開に向け、まち・ひと・しごと創生総合戦略及び創生基本方針に基づき、地

方創生の深化を実現する政策の推進、地方における地域特性に応じた戦略の推進、多様な

地方支援の推進に取り組み、地方で人々が安心して生活を営める社会環境をつくり出すと

しております。 

 ８月に公表されました総務省の概算要求では、経済財政再生計画を踏まえ、地方の一般

財源総額を平成２８年度と同水準確保し、また、地方交付税についても、本来の役割であ

る財源調整機能と財源保護機能が発揮されるよう総額を適切に確保するとされましたが、

出口ベースでは前年度比で４.４パーセント減の１５兆９,５８８億円の要求となり、５年

連続の減額となっております。 

 財務省は、地方財政につきましては、リーマンショック後の臨時異例の対応として措置

されてきました歳出特別枠の廃止、税収の上触れの分の地方財政計画への反映などを求め

ております。 

 このような状況の中、本町にとっても歳入に見合った歳出をどう組み立てていくか、非

常に厳しい予算編成になると考えております。 

 財政試算の歳入ですが、予算編成に大きな影響を与えます地方交付税は、このような厳

しい状況を踏まえ、また、平成２８年度から段階的に導入をされておりますトップランナ

ー方式の影響も考慮して、普通交付税を前年度決算見込額に対し５.６パーセント減で試算

をしているところであります。 

 町税につきましては、景気の回復は未だ厳しい状況にありますことから、前年度決算見

込額と同額を見込んでいるところです。 

 また、基金からの繰り入れにつきましても、引き続き依存度を下げる体制を目標にして

います。 

 次に、歳出でありますが、人件費、扶助費、公債費の義務的経費は、人件費の減少によ

り前年度決算見込額に対しまして１.６パーセントの減、物件費、維持補修費は１９.４パ

ーセントの減、補助費等は１３.５パーセントの増、繰出金は３.７パーセントの減、投資

的経費は７.８パーセントの増と見込んでおりますが、引き続き行政改革推進計画、事務事

業評価の確実な実施及び前倒しを指示しているところであります。 

 一般会計の予算規模といたしましては７３億円程度を見込んでおりますが、現時点では

不確定な要素が多く、１月以降に示されます地方財政計画を踏まえて、最終的な調整が必

要になるものと考えております。 

 以上のように、平成２９年度の予算編成につきましても、相当厳しい状況となり、更な
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る行政改革に取り組みますとともに、第６次本別町総合計画に掲げる主要課題につきまし

て、戦略的な視点と行動力をもって、町民生活に密着した事業の確保と町民が夢を持てる

施策の展開を推進するとしたところであります。さらに、私の５期目のまちづくりの基軸

であります６つの柱と４８の施策実現に向けて、ともに学び、支え合い、活力あるまちづ

くりを進めていくものとしております。また、本別町まち・ひと・しごと創生人口ビジョ

ン総合戦略において定めました基本目標の実現に向けた施策展開を行うものとしておりま

す。 

 地方分権時代にふさわしい、自主、自立の精神にあふれる新時代の新しいまちづくりを

推進するため、本別町の個性と元気が発揮、発信できるよう創造力と知恵を結集し、最大

限の行政効果が得られるよう町民と協働したまちづくりを展開してまいりたいと考えてお

りますので、議員各位の御理解御支援をよろしくお願いいたします。 

 次に、個性あるふるさとづくり寄付金事業について、これまでの実施状況についての報

告をいたします。 

 これまで、本町の魅力発信により、本町を応援していただける寄付者を増やしますとと

もに、本町と本町特産品等をＰＲし、地域経済の活性化を図ることを目的として、様々な

取り組みを行ってきました。 

 また、全国的にふるさと寄付金制度による寄付額が増加している状況をとらえて、平成

２８年度より更なる寄付の拡大に向けました新規業務の導入を進めてまいりました。 

 具体的には、全国のふるさと納税を専門に取り扱うホームページからの申込開始、クレ

ジットカード決済の導入など、寄付される方が簡単に申込みできる仕組みを本年６月より

順次導入、開始をしたところです。また、年度当初１１品目でスタートしました返礼用の

特産品につきましては、９月１日より順次種類をふやしまして、現在６０品目を町内及び

町にゆかりのある企業からの提供を受けております。 

 平成２８年度の寄付の件数及び金額につきましては、１１月３０日現在におきまして、

１,６５３件１,８９７万円となりまして、平成２７年度の実績が３８７件、５３２万円で

すので、現在までは昨年度実績のおよそ３倍、年度末の寄付総額は３,０００万円と見込ん

でいるところであります。 

 寄付の状況としましては、東京や大阪、愛知などの大都市圏からの寄付が全体の５０パ

ーセントを超える件数となっております。またクレジットカード決済によります寄付件数

は、９月１日からのサービス利用開始であるものの寄付実績全体の６３.５パーセントとな

っております。 

 今後も、寄付者の要望や傾向などを常に意識した返礼用特産品の提供をはじめ、より寄

付者にわかりやすい寄付の使い道などの検討など、引き続きふるさと寄付金制度の本来の

意義や目的を逸脱することなく、庁内や町内の関係する機関と協力し、さらなる拡大に努

めてまいります。 

 なお、本定例会に関係予算を提案しておりますので、よろしく御審議をいただきたいと
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思います。 

 次に、第５次本別町行財政改革大綱・推進計画の策定について報告いたします。 

 本町では、平成１１年４月に策定いたしました、本別町行政改革大綱以来、４次にわた

ります大綱の策定によりまして、行政組織の簡素化や効率化、また、健全財政の確立等に

重点を置き、職員の配置数の見直しや、起債発行額の抑制等、町民に分かりやすい行財政

改革に取り組んできたところであります。 

 今回、前期の行革大綱で理念といたしました、新しい公共の発展と、未解消、未解決課

題を進展させること、また、第６次本別町総合計画の将来像との関連付け、１０年、２０

年先の将来に効果が現れる取り組みとすると同時に、地方創生の円滑な推進に資すること

を基本的な考え方とする、第５次本別町行財政改革大綱を策定いたしました。 

 計画期間は、総合計画や地方版総合戦略との整合性を図り、平成２８年度から平成３２

年度までとしておりまして、平成２９年度の予算編成から第５次行財政改革の理念が反映

されることになります。 

 具体的な取り組みの内容といたしましては、推進計画を同時に定めており、その内容の

柱として、組織体制の強化、持続可能な財政の確立、多様な主体との協働の３本を掲げ、

これに沿った項目立てにより進めることとしております。 

 今後、自律による自己評価と同時に、町民の代表からなります本別町行政改革推進委員

会による検証、評価をいただき、改善する等して、的確かつ適切に大綱及び推進計画に取

り組んでいくこととしております。 

 なお、町民への内容周知につきましては町広報の１２月１日号に概要を掲載していきま

すほか、大綱と推進計画の全容につきましては、町ホームページにも掲載の予定でありま

す。 

 次に、この度の台風７号等によります災害復旧状況と今後の防災への取り組みについて

報告いたします。 

 はじめに、農林業においての復旧状況につきましては、農地災害復旧事業の東本別地区

の２圃場は１１月１８日に工事を完了しております。農業用排水路の補修、修繕につきま

しては、農業施設災害復旧事業の西勇足地区の明渠排水補修工事年度内完了予定を残し、

修繕等を終了しているところであります。 

 林道の復旧につきましては、通行止めが続いていました２路線のうち１路線が開通をし、

残る１路線の新生林道についても年内に通行が出来る見込みとなっております。 

 また、この台風等の災害における農業経営、営農支援といたしまして、ＪＡ本別町など

関係機関と連携し、資金対応の手続き、申請を進めますと共に、営農指導対策協議会に対

策委員会を設置をして、今後の農業支援策の検討と畑作におきましては、来年の耕作にお

ける技術指導、助言の実施と畜産におきましても、飼料給与と飼料設計、家畜健康状態の

監視等の取り組みを関係機関一丸となって取り組んでいくこととしています。 

 次に、町道の通行止め路線ですが、災害を受けました２３路線のうち現在３路線が通行
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止めとなっております。災害復旧事業により早期復旧に努めてまいります。 

 義経の里本別公園内の災害復旧につきましては、流木処理や土砂撤去は概ね完了してお

りますが、ステージ横の土砂崩れにつきましては、平成２９年度中に復旧する予定となっ

ておりまして、今後も公園周辺の治山工事につきましては、東部森林管理署と協議を行い

早期復旧に努めてまいります。 

 また、水道施設として被災を受けました取水施設を水道施設災害復旧事業によりまして

年度内に復旧を行ないます。 

 次に、本町の防災体制につきましては、今回の台風被害に対し災害対策本部の対応につ

きまして、１０月に各対策部から課題や問題点の洗い出しを行っておりまして、今後の災

害対策に生かすために、防災マニュアル等の見直しを図ってまいりたいと考えております。 

 土砂災害特別警戒区域等の指定につきましては、平成２４年度に１４カ所、平成２６年

度に７カ所を指定してきております。 

 現在、危険箇所が２６カ所残っておりますが、北海道による基礎調査が今年３月に全て

完了しておりますので、年度内の指定に向けた業務を進めてまいります。 

 以上、台風７号等によります災害復旧状況と今後の防災への取り組みについての行政報

告とさせていただきます。 

 次に、本町における地域包括ケアシステムの推進について報告をいたします。 

 日本は、諸外国に例をみないスピードで高齢化が進行しています。 

 ６５歳以上の人口は、現在３,０００万人を超えておりまして、団塊の世代が７５歳以上

となる平成３７年以降は、国民の医療や介護の需要が、さらに増加することが見込まれて

います。  

 このため、厚生労働省におきましては、住み慣れた地域で、医療介護、介護予防、住ま

い及び生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を推進しています。 

 本町といたしましても、第６期銀河福祉タウン計画の基本理念を本別ならではの町民力

を結集し、まちぐるみの支え合いの仕組みをつくるとして、本別型地域包括ケアシステム

の構築に努め、推進を図っています。 

 また、現在、取り組みを進めております地方創生の観点からも、超少子高齢化を乗り切

るため、あらゆる政策の柱に、地域の特性に応じた地域包括ケアシステムの推進が重要と

されています。 

 現在、本町におきましては、庁内関係部局によります本別町地域包括ケア推進プロジェ

クトチームを立ち上げ、医療と介護の連携の検討を進めております。 

 本町の地域包括ケアシステムの推進にあたりましては、平成１０年より介護保険制度を

円滑にスタートさせる仕組みづくりのアドバイザーを務めていただいております、これま

でも保健、医療、福祉に関する多様な事業に助言をいただいております鷹野和美先生をは

じめ、鷹野先生との御縁から、かねてから地域包括ケアシステムを先駆的に実践されてお

りました諏訪中央病院名誉院長の鎌田實先生にも御協力をいただけることとなりました。 
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 具体的には、鎌田先生、鷹野先生を中心に、地域医療に関心のある医師や地域活性化、

人材育成などに精通された方々により地域包括ケア研究所が本年１０月に創設され、地域

における課題に取り組まれておりまして、本別町においても、本別町を地域包括ケアで元

気な町にしたいと、本町の医療、福祉関係者による本別らしい地域包括ケアを考える研修

会の開催など、鎌田先生を中心に精力的に御協力をいただいております。 

 地域包括ケアシステムを浸透させるためには多様な手段が必要でありまして、今後も地

域の実情に合った地域医療介護ビジョンを念頭に、鎌田先生をはじめ、地域包括ケア研究

所とも連携をしながら、引き続き地域包括ケアシステムの構築、推進に努力をしてまいり

たいと考えておりますので、議員各位の御理解をよろしくお願いをするところです。 

 次に、平成２８年度に実施をいたしました高齢者向けの給付金、臨時福祉給付金及び障

害・遺族年金受給者向けの給付金の実施状況、及び国の平成２８年度補正予算において、

国が経済対策の一環として実施をします臨時福祉給付金（経済対策分）についての報告を

いたします。 

 国が実施をします一億総活躍社会の実現に向けた施策の一環として、低所得の高齢者、

障害・遺族基礎年金受給者向けの年金生活者等支援臨時給付金が実施をされ、また、昨年

度に引き続きまして、平成２６年４月からの消費税引き上げに伴う負担の影響を緩和する

ための暫定的、臨時的な措置として臨時福祉給付金が実施されたところです。 

 これら給付金制度の周知につきましては、案内チラシの全戸配付、申請受付期間中は、

くらしの情報紙かけはしに申請案内を繰り返し掲載するなど取り進めてまいりました。 

 支給状況といたしましては、高齢者向け給付金につきましては、申請を４月１５日から

７月１５日まで受け付けて、１,１４８名、総額３,４４０万円の支給決定を行い、障害・

遺族基礎年金受給者向けの給付金につきましては、申請を８月１日から１１月１日まで受

け付け、３３名、総額９９万円の支給決定を行い、平成２８年度臨時福祉給付金につきま

しては、申請を８月１日から１１月１日まで受け付け、１,４７９名、総額４４３万７,０

００円の支給決定を行い、それぞれの支給を終えております。 

 また、国の平成２８年度補正予算におきましては、国が実施をする経済対策の一環とし

て臨時福祉給付金（経済対策分）が実施されることとなりました。 

 今回の臨時福祉給付金は、平成２９年４月から平成３１年９月までの２年半分を一括給

付するもので、対象者１人につき１万５,０００円が支給されます。 

 対象となられる方は、平成２８年１月１日現在において本町の住民基本台帳に登録され

ている方で、平成２８年度分の町民税が課税されていないなどの、平成２８年度臨時福祉

給付金と同じ支給要件となります。 

 なお、２８年度の臨時福祉給付金の支給要件を満たしていれば、申請をされていない方

や、辞退をされた方も対象となります。 

 申請の受付は、総合ケアセンター内保健福祉課、子ども未来課、役場の勇足、仙美里両

出張所の各窓口で行いまして、申請期間は３月１日から６月１日までを予定しております。 
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 周知に際しましては、給付金に関するチラシを広報ほんべつ３月１日号に折り込むほか、

申請期間中は繰り返し周知を図りますとともに、給付対象者からの申請に対し早急に対応

できる体制を整えてまいります。 

 なお、本定例会に関係予算を提案しておりますので、よろしく御審議をいただきたいと

思います。 

 次に、北海道日本ハムファイターズによります１７９市町村応援大使２０１７の決定に

ついての報告をさせていただきます。 

 北海道の球団として多くの道民から愛されている北海道日本ハムファイターズ球団が、

２０１３年より取り組んでおります北海道全力応援プロジェクト、ファイターズ選手によ

ります市町村応援大使につきましては、この度、２０１７年度の応援市町村として本町が

選定をされました。 

 この取り組みは、北海道日本ハムファイターズの選手が市町村のＰＲなどを含む、まち

づくりやまちおこしを行う応援大使を１年間、務めていただくもので、道内１８の市町村

を指定いただくものであります。 

 過日開催されましたファンフェスティバルにおきまして、本町の応援大使は、有原航平

投手と大累進内野手に決定をしたところです。 

 応援大使となります両選手につきましては、来年の１月から１２月までの 1 年間、町の

ポスター、広報紙、ホームページ掲載に起用したり、球団と相互にアイデアを持ち寄りな

がら特産品等のプロモーションやイベント、行事に協力していただけることとなります。 

 本町といたしましては、この取り組みを通じ、まちづくり、まちおこしが発展的かつ永

続的に繋がるよう、北海道日本ハムファイターズほんべつ後援会をはじめ、関係団体の御

協力をいただきながら、有意義な事業を進めてまいりたいと思います。 

 以上、第４回本別町議会定例会行政報告とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○議長（方川一郎君） これで行政報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 
◎散会宣告 

○議長（方川一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
 念のため申し上げます。 
 明日、１２月７日から１２日までの６日間は休会であり、 
 １２月１３日午前１０時再開であります。 
 これをもって、通知済みとします。 
 なお、一般質問の通告は１２月８日正午をもって締め切ります。 
 質問のある方は締め切り時間厳守の上、提出願います。 
 本日は、これで散会します。 
 御苦労さまでした。 



 - 15 -

散会宣告（午前１０時４５分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議会運営委員長報告 

○議長（方川一郎君） 日程第１ 議会運営委員長から報告を行います。 

 議会運営委員長高橋利勝君、御登壇ください。 

○議会運営委員長（高橋利勝君）〔登壇〕 報告いたします。 

 議会の運営に関する事項、陳情文書の取り扱いについて申し上げます。 

 １２月２日の議会運営委員会以降、本日までに１件の提出がありました。 

 商工会に対する平成２９年度市町村補助金についての要望、以上１件については、

後刻、回覧に供することといたしました。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） これで、報告済みといたします。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 一般質問を行います。 

 ９番高橋利勝君。 

○９番（高橋利勝君） 議長の許可を得ましたので、通告いたしました２問について

質問させていただきます。 

 初めに、冬期における除雪、排雪の取り組みについてです。 

 ことしは例年になく冬の到来が早く、既に市町村では除雪等が始まっているところ

があります。本町においても、積雪は少ないものの寒さが厳しく、今冬期は厳しくな

るのではないかという声も聞かれます。 

 申し上げるまでもありませんが、冬期の降雪は交通の妨げや積雪による生活への支

障によって、町民の皆さんの安全を脅かします。したがって、降雪後の除雪、排雪は

速やかに、また、丁寧に取り組むべきと思いますが、以下２点について考え方を伺い

ます。 

 １点目でありますけれども、道路の除雪に当たっては、車のすれ違いに支障のない

ような車道の確保、高齢者や子供たちが安全に歩ける歩道の確保、見通しやすれ違い

に支障のない交差点への配慮が住民の要望として根強くあります。これらの要望に対

してどのように対処する考えか、まずお伺いします。 

 ２点目でありますけれども、除雪によって道路両側に雪が寄せられますが、そのた

め、道路沿いにある消火栓や循環バスのバス停などの施設も埋もれることがあります。

速やかな除雪を望む声がありますが、この点についても考え方をお伺いします。 
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 以上２点について、お伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 高橋利勝議員の１問目の冬期における除雪、排雪の

取り組みについての答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の道路除雪に当たっての車のすれ違いに支障のない車道の確保につい

てでありますが、現在、歩道のある幅員の広い道路は、車道の脇の部分と歩道の車道

側のところにあります堆雪幅を利用して、すれ違いのできる車道の確保をしていると

ころであります。 

 しかし、歩道もなく幅員の狭い道路につきましては、雪の降る量にもよりますけれ

ども、幾度かの除雪により道路沿いの堆雪スペースがなくなりまして、車両のすれ違

いができなく、通行に支障が出る状況になれば、排雪を優先させていただいて、車線

の確保をしていきたいというふうに思います。 

 次に、安全に歩ける歩道の確保についてですが、現在、歩道の除雪は、最初に子供

たちの安全な通学のために、通学路を通学時間までに優先して行っていますが、その

後、残りの歩道を除雪してきておりまして、広い歩道は機械で、また、狭い歩道は小

型の機械と手作業も含めて除雪をさせていただいています。極力早く歩けるように、

これも実施していくということに引き続き努力していきたいというふうに思います。 

 また、除雪時に寄せられる交差点の雪により、車や歩行者からも見通しが悪く、車

同士の通行に支障が出る状況になれば、これも最優先で排雪を行っていくということ

であります。 

 ２点目の除雪時に道路枠に寄せられる雪による、消火栓や循環バスのバス停などの

施設が埋もれることについての御質問ですが、やはり降雪時の道路の除雪は、一般車

両や緊急車両、また、歩行者の走行を確保するために、できるだけ速やかに行うこと

としておりまして、作業車も大型機械でありまして、どうしても除雪時には道路沿い

にあります附帯施設周りの除雪はできていないのが実態であります。 

 このために、消火栓の除雪につきましては、消防職員によりまして、通常の降雪１

０センチから３０センチ程度の通常の雪質では、道路の除雪の終了後、状況を見なが

ら職員で施設の周りの除雪をしているということであります。また、大雪の場合であ

りますが、職員だけでは対応し切れない部分は、消防団員の皆さんにも協力いただい

ての対応をしているということでもあります。 

 また、循環バスのバス停の除雪については、建設水道課でバス停のあるところの歩

道は除雪を行っていますが、歩道と車道の幅の間は、このバス停の部分は、健康管理

センターの職員で除雪を実施しています。 

 しかし、大雪によりまして消火活動に支障が出る消火栓や、循環バスの運行に支障

が出るバス停の除排雪は、今までどおり両機関と連絡を取り合いながら、建設水道課

の機械作業で実施していくということにさせていただきたいと思います。 
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 御質問ありますように、今冬期も早目の雪でありますから、また除雪、排雪含めて、

住民生活に支障のないように鋭意取り組んでいきたいというふうに思います。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○９番（高橋利勝君） 再質問させていただきます。 

 １点目、２点目も共通することが何点かあるのですが、一つは、今も答弁の中で出

ていましたけれども、雪が軽かったり、降雪量が少なければ、意外とこういう指摘の

ところも地域の住民含めて行うということで取り組んでいるところも私は少なくない

と思います。ただ、これは十勝特有というか、また近年もそうですが、どうしても大

雪が降るときはべた雪になるということで、そのべた雪を、例えば除雪機械で除雪を

すると、今度それが固まって大変重い、要するに除雪をするにしても排雪をするにし

ても大変困難な状況になるというのがあるわけでありますけれども、特にそういう意

味では、例えば交差点ですが、交差点の除雪のあり方として言われているのは、町道

から国道へとか、また、町道から道道へという丁字路もありますし、十字路の中では、

除雪をして側に寄せた雪がそのまましばらく置かれるということになると、先ほども

言いましたように、どうしても見通しが悪い状況が現実としてあると。もう一つは、

交差点で、例えば左折、右折をするときに大変厳しい状況になるということで、それ

は交差点の除雪のあり方として、クロスして直線に除雪を最初にしていくわけですが、

交差するときには、当然カーブしていますというか、交差しやすいようにもっと交差

点が広くなっているわけですが、なかなかその残ったところの除雪がされていないと

いうことで、今言いましたように見通しが悪いし、車が左折、右折するにしても、左

折方向とか右折方向から車が来ているときには、すれ違うときにひやっとするという

ような、そういうことがあるわけでありまして、そういう意味では、大雪がべた雪と

かになると、先ほど言われていますように、除雪だけでなくて排雪をするということ

も大事なわけですが、先ほどその辺の答弁もありましたけれども、ただ、これは私の

私感ですが、排雪については、過去でいいますと町の職員の要員もあったし、除雪機

械もあったということで、意外と、スムーズということは言えないかもしれませんけ

れども、早期に排雪作業というのがやられていたような気がします。ただ、現在では、

要員や除雪機械も少ないということもあるのでしょうが、なかなかそういう意味では

排雪も大変だということがありますけれども、今言いましたように、大雪でべた雪に

なると、なかなか地域の住民がそれを処置するということも大変だということで指摘

をされていますので、その点も含めて、今後、除雪、特に排雪ということになるでしょ

うか、そういうことについて、もう一度考え方をお伺いしたいと思います。 

 これは２点目のところも同じなのですけれども、消火栓にしてもバス停や何かにし

ても、これも雪の少ないときは近所の地域住民の人たちが除雪をしてくれるわけです

が、先ほど言ったように、べた雪になって、除雪をしてかたくなって、なかなかそう
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いう人たちが排雪するのには困難だということもあって、そういう一般の町民もあり

ますけれども、そういう人たちの中からもそういう声が出ているので、やっぱりある

程度その辺については考えていくべきでないかと思うのですが。 

 あと場合によっては、先ほども出ていましたけれども、手でやらなければならない

というようなことがあるのですが、そういう意味では、大雪がいつでも降るというわ

けではありませんから、その大雪の降った時期に、例えば、冬期の要員として、本別

町の中では冬期の季節雇用の対策などやっていますけれども、前にお話ししたことも

あるかもしれませんが、そういった人たちを一定の時期に活用して、手作業でもいい

ので、そういった細かいところの除雪というのは活用できないのかどうか、その点に

ついてお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 再質問の答弁をさせていただきますが、御指摘をいただいた

部分については、雪の量だとか質にもよりますけれども、ことしは早いうちに雪が降

りましたけれども、べた雪になって凍りつくということはまだないですから、非常に

まだ除雪もしやすいのかなというふうに思うのですが、近年、ここ数年でしたら、早

いうちに凍りつくような、また、みぞれまじりのような雪が降って、歩道なんか本当

になかなか小さな機械では削れないような、そんなことにもなりましたけれども、通

常の雪であれば、それほど支障を来すというのは余りないですけれども、先ほど御質

問ありましたように、本当にべたついた重たい雪が降ると、大型機械でやるとかはま

だ何とか力で押せるのですけれども、小型機械だとか手作業になるとこれまた労力が

いるということで、非常に苦戦しているというような状況でありますが、いずれにし

ても、交差点付近もそうですけれども、北海道だ、また国だということで、国道、道

道を含め、なるべく早く、交差点の見通しは特に大事なところですから、これは旧土

木現業所を含めて、また開発も含めて、これは早期に除排雪、特に排雪していただく

ようにお願いをしているところですが、これをさらにまた連携をとりながらしっかり

と、その支障が出るようなことのないように引き続き対応していきたいなというふう

に思います。 

 また、施設周りもそうですけれども、御質問ありましたように、本当に手作業でや

るのですけれども、除雪全体、町内全体、業界の皆さん方にもお手伝いいただいて出

動していただいて、それぞれ地域の割り振りをしながら協力していただいているので

すが、人手でやるということについては、今御質問あったようなことも私ども実はずっ

と考えているのですが、また、人材センターにそれぞれお願いしているのですが、最

近は社会福祉協議会がやっている除排雪もそうですけれども、まず人材がとにかく確

保できない、ここが一番の悩みなのですね。ですから、手作業でやらなければならな

いぐらいの雪が降ったときには、かなり仕事の量としてはやっぱりあるのですけれど

も、なかなかそういう部分では、人材を確保するということは大変困難な状況になっ
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ているということもぜひ御理解いただきたいなと思いますが、それでも何とか、先ほ

ど申し上げましたように、職員で頑張っていただいているということを、さらにまた、

消防団員の皆さんにも協力していただくとか、それぞれ関係する施設周りについては

そんなことで努力させていただいていますが、何とかそういう部分では、御質問あり

ましたように、雪質にもよりますけれども、とにかく支障のない歩行、車はもちろん

ですけれども、施設周りを含めてしっかりと対応していきたいなというふうに思いま

す。 

 また、現場の状況なんかを含めて、担当のほうから、今までの経過を含めてまた、

ちょっと中の改善点も少し見えてきましたので、それを含めて担当のほうから説明さ

せていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 高橋議員さんのほうから、今までも早目に排雪をし

ていただいているということでお話をいただきまして、昨年も５回ほどの降雪があり

まして、それを見ながら、交差点の付近だとか早目の対応をさせていただいてきてお

ります。 

 また、今、町長からお話がありましたように、質問の中にも丁寧で早くということ

の御質問もありましたので、ちょっと改善点というか、そういうものを含めまして報

告させていただきたいと思います。 

 まず、１点目なのですけれども、以前もちょっと議員さんのほうからお話がありま

した、除雪前のミーティングがどうなのだろうねということで以前からもありました

ので、以前からこのことについてはやっておりましたが、直営作業と委託作業者が皆

さん集まりまして、除雪区域の確認というか、区域ごとの確認をしまして、雪の多く

たまりやすい場所だとか、そういうところの注意箇所や交差点に雪を置かないことな

ど、また、国道や道道との交差点の取付の段差の解消の対応とか、ほかに除雪の途中

で経過報告、何回かどのぐらい進んでいるのだとか、そういう状況を細かく入れるよ

う会議を進めて、事前の会議を開いております。 

 もう１点は、スムーズな除雪ということでちょっと検討させていただきましたが、

本年度より各機械ごとの除雪範囲の見直しを行っております。今まで割と時間のか

かっていた委託業者の部分の範囲が、ちょっと時間がかかっておりましたので、若干

その範囲を縮小しまして、ほかの区域で早く終わっている直営機械のほうでの範囲を

少し広げまして、全体的な除雪が同じ時間帯に終わるよう、時間帯が偏らないように、

少しでも早く丁寧な除雪を心がけていきたいなということに改善点を少し考えており

ます。 

 大きな点は以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○９番（高橋利勝君） 速やかに丁寧にということで、相手は雪ですから、そして、
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除雪範囲も広いということですから、そういう意味では、一定程度理解するものはあ

るのですが、例えば、ちょっとこれは町でやったのかどうかというのを私確認をした

いのですけれども、今回、例えば私の住んでいるところの近くの道路で、ある程度国

道に出るところの一部、スリップしたりしないようにということで、除雪をして砂を

まいているところがあるわけですけれども、ちょっとわからないのは、それは開発で

やったのか町でやったのかということがわからないので確定的なことは言えませんけ

れども、これは従来、そういうことがなかなか見られなかったといいますか、除雪と

いうのは、例えば１０センチ以上とか、そういう基準があって、そうでないとなかな

か発動、これは全体的にはそういうことかもしれませんけれども、先ほど来言われて

いるように、町民の皆さんの要望というのは、全体という問題もあるけれども、そう

いう危険性のあるところに対して、やっぱり速やかにというか丁寧にしてほしいとい

うようなことが言われていますので、今改善点もありましたけれども、そういう意味

では努力をしていただきたいと思いますが。 

 ミーティングなどをやるということですが、これも私の私感になるかもしれません

けれども、過去、ほとんど直営でやっていたときは、職員の皆さんも町民の方から結

構言われるということもあったのかもしれませんけれども、除雪というのは、今より

は丁寧にいうか、きれいにというか、きちっとやっていたような気がするのですね。

そういう意味では、それは職員の皆さんが努力するということもあると思うのですけ

れども、ただ、先ほど言いましたように、そのときから見たら、職員にしても、除雪

機械にしても、ダンプにしても少ないわけですから、結果としてそこまでどれだけで

きるかということもありますが、もう一度お伺いしますけれども、機械でやるところ

は別にしても、手でやるところについては、季節労働者雇用対策というのがあって、

企業組合が受け皿なのですか、そこでいろいろな事業をやっていますけれども、この

対策の一部として、こういった雇用対策で仕事をする人たちを一部、例えば大雪のと

きとか活用して、人力なら人力の部分でもできないのかなというのが、そういう思い

があるのですけれども、その点についてもう一度お伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 質問いただいた砂まきですけれども、危険箇所は早目早目に

砂をまいてやっていますから、中身については担当のほうから答弁させていただきま

す。 

 雇用対策ですが、先ほど少し申し上げましたけれども、非常にありがたいのですね、

こういうことで手伝っていただくとなれば。なかなか現実は、雪が降ったから、さあ

お願いしますといってもなかなか人が集まらないというのが現状でありまして、何と

かそういう雇用対策も含めてなのですけれども、そういうような御協力をいただける

とすれば、本当に大変ありがたいことでありますから、再度、ほかの部分で解体だと

か、また、せり出した木の枝払いとか、そういう雇用対策をやっていますので、それ
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は本当に多くは企業のそれぞれの職員の皆さん方が出動していただいているというこ

とでありますから、そういう雇用形態もいろいろあるのですけれども、そこも含めて、

こういう除雪のときなんかも、今御質問にありますように協力いただけるとすれば、

私どもも本当にそういう雇用の場を含めて対応させていただきたいなというふうに思

いますが、また、業界含めて、企業組合含め、ぜひまた呼びかけをさせていただきな

がら、いざというときに出動できるような人員の確保を含め、お願いしていきたいな

というふうに思います。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 砂まきの件でございますけれども、高橋議員さん言

われますように、雪のかたさや、あと路面のかたさとか、いろいろ状況がありますけ

れども、基本的には坂道、交差点の付近は、砂の散布は常にしております。 

 また、もう一つあれなのですけれども、開発さん、道道さんとの交差点付近に、今、

議員さんが言われたその部分なのですけれども、その部分につきましては、雪の降る

前、１０月に開発、土現、あと消防さん、警察、あと３町も入りまして、豪雪ワーキ

ングという会議をやっておりまして、そういう中で交差点、国道、道道との交差点だ

とか、そういう部分の除排雪に関しての打ち合わせをしておりまして、そういう部分

も打ち合わせしながら、砂まきだとか、そういうのを安全面だとかを気をつけながら

やりましょうねということで対応しております。 

○９番（高橋利勝君） 終わります。次。 

 それでは、２点目の本町におけるアスベストの、石綿というのですが、対策につい

てお伺いします。 

 札幌市の施設で、煙突内でアスベストの断熱材が落下したことが発端となり、今、

全道の各地でも、学校でも同様なことが起こっているという新聞発表などがあります。

十勝管内でも、アスベスト使用の断熱材の落下や飛散、健康被害は報告されていませ

んが、本別町を含め、多くの学校でアスベストを含む建材が使われていると言われて

います。 

 本町の学校でも、新聞の報道によりますと４校がアスベストを使用しているとのこ

とでありますけれども、そこで、本町におけるアスベスト対策についてお伺いいたし

ます。 

 １点目でありますが、札幌市では、文部科学省から指示されていた学校関係施設の

煙突用断熱材のアスベスト点検を実はやっていなかった、怠っていたということで、

是正指導を受けている。先ほど言いましたように、断熱材の落下を通してそういった

ことが問題になっているわけですが、これにつきましては、２０１４年６月に国の石

綿障害予防規則が改正され、文部科学省は同年４月とことし８月に煙突用断熱材など

の点検を各自治体に指示したと言われていますが、本町としてはどのように対応した

のか、まず、お伺いします。 
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 ２点目でありますけれども、新聞によりますと、先ほど言いましたように、本町の

学校関係ですが、４校のうち小学校１校については、来年４月から始まる大規模改修

時に処理する予定として載っておりましたが、残りの３校についても速やかに処理す

べきと思いますが、考え方を伺います。また、４校の学校名について公表できないの

か、これもお伺いします。 

 ３点目でありますけれども、自治体によっては、今回のことで他施設の調査にも踏

み込んでいるところがあります。本町においても学校のほかにアスベストが使用され

ている公共施設がないのか、あるとすれば速やかに処理すべきと思いますが、考え方

を以上３点お伺いいたします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 高橋利勝議員、２問目のアスベスト（石綿）対策に

ついての答弁をさせていただきます。 

 まず、このアスベスト対策でありますけれども、平成１７年に、実は今御質問あり

ましたように、石綿障害予防規則が制定されまして、吹きつけ石綿及び石綿含有吹き

つけロックウールが損傷だとか、また劣化によって飛散などのおそれがあるときは、

それを除去、また封じ込め、あるいは囲い込みの措置を講じなければならないことと

いう通達がありました。 

 本町におきましては、学校教育施設や社会教育施設を初め、全公共施設につきまし

て設計図書による確認を行いながら、吹きつけアスベストの可能性がある施設として、

本別中央公民館のボイラー室、ステージの上部、空調機械室、本別中央小学校の第２

体育館のボイラー室、さらに、本別中学校の体育館の物入れ、勇足中学校のボイラー

室を特定して、専門業者による分析とサンプルの摂取をしていただいて、含有検査を

実施してきたところであります。 

 本別中央公民館の空調機械室におきましては、微量の含有があることが確認され、

この空調機械室につきましては、平成１８年２月にアスベストの除去、改修工事を終

えているところであります。 

 なお、御質問のとおり、平成２６年６月１日に、さらに石綿障害予防規則が改正さ

れまして、これまでの吹きつけアスベストの規制に加えて、石綿を含有する張りつけ

られた保温材、また耐火被覆材などが規制対象となったところであります。 

 １点目の本町の対応についてでありますけれども、平成２６年８月１日に文部科学

省からの通知による指示を受け、直ちに学校施設及び公民館施設の暖房用配管に使用

されている保温材等などの確認を行いました。結果、これら全てがグラスウール素材

であるということで、石綿ではないということで確認をさせていただきました。 

 また、煙突につきましては、専門業者による設計図書での石綿使用状況及び現地で

の目視の調査を平成２６年１２月に実施して、アスベストが使用されている可能性が

ある煙突として、平成２７年８月に勇足小学校、仙美里小学校、本別中学校体育館、
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勇足中学校、本別中央公民館、美里別公民館のそれぞれのボイラー室の煙突において

分析サンプルの採取及び煙突の劣化調査をしたところです。結果として、全６施設と

もアスベストを含んだ建材を使用しておりますけれども、除去を講じるような剝がれ

落ちがないため、継続的な観察により必要な時期に除去すべきとの診断をいただいた

ところであります。 

 なお、美里別地区の公民館につきましては、ボイラーの使用をしておりませんので、

平成２８年６月７日に煙突の封じ込め作業を完了させていただきました。 

 また、歴史民俗資料館、図書館におきましても、平成２８年９月に同様の調査を実

施した結果、経過観察により必要な時期に除去との診断を受けているところでありま

す。町体育館につきましては、設計図書上、アスベストを含む建材を使用しておりま

せんが、念のため分析サンプルの採取及び劣化状況を調査すべく、今定例会に補正予

算を計上させていただきましたので、今年度中に調査を実施する予定としております

ので、御審議をいただきますようによろしくお願いするところです。 

 ２点目のアスベスト建材の除去についての御質問でありますけれども、新年度にお

きまして、御質問にありますように、勇足小学校の大規模改修を実施する計画として

おりますので、教室ごとに使用する暖房機器へ切りかえるとともに、煙突に使われて

おりますこの石綿、アスベストを含む建材の除去及び封じ込め作業を行う予定として

います。 

 また、仙美里小学校、本別中学校体育館、勇足中学校のボイラー室の煙突の改修に

つきましては、新聞報道後の１１月４日に、北海道教育庁通知により、アスベストの

対策工事を実施するための学校施設環境改善交付金申請意向調査がありました。ここ

で実施要望の申し出をしているところであります。補助事業として認可をいただけれ

ば、新年度において、アスベストを含む建材の撤去及び煙突の改修工事を実施したい

と考えております。 

 ３点目の学校施設以外のアスベスト使用の公共施設についてですが、今後、設計図

書での確認を行いまして、アスベストが含まれているかどうか建材の実態調査をさせ

ていただいて、その調査の結果、アスベストが含まれている建材だということの判断

が出れば、目視によって剝離状態など確認して、御質問にありますように必要な措置

をしっかりととっていきたいと、こういうふうに今考えております。 

 以上申し上げて、答弁とします。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○９番（高橋利勝君） 今の答弁によりますと、新聞報道にも出ていますけれども、

結局、封じ込めをして措置をすれば、それでよしということなのでしょうが、それを

順次見守っていくという形ですが、ただ、札幌市の場合とかほかのところもそうです

が、いずれそこが老朽化するということは免れないということになるわけですから、

ある程度その落下しそうになるまでずっと見守っていくということですけれども、こ
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れは例えば、将来的にそういう可能性があるということだとすれば、ある程度、順次

その部分を撤去するようになるとか、そういう措置というのはできないのでしょうか。

その点についてお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 中野教育長。 

○教育長（中野博文君） 御質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 学校施設につきましては、ただいま町長から御答弁したとおりであります。学校の

現状の施設の中では、仙美里小学校、勇足小学校、勇足中学校、本別中学校の体育館

のボイラー室の煙突にアスベストを含有している建材を使用している、この４カ所の

みでございます。 

 これまた先ほど御答弁申し上げておりますが、勇足小学校については、大規模改修

にあわせて実施いたします。残る３カ所については、今、補助事業が出てまいりまし

たから、それに申請中であります。それが認可されれば、新年度において実施したい

というふうに考えています。 

 あと残るは文教施設としては図書館、資料館、中央公民館のボイラー室の煙突であ

ります。これは、診断した中では剝がれ落ちがない状況にありますから、今、早急に

対応しなければならないという状況ではございませんが、逐次調査していく必要があ

ります。それは目視で見ていく。剝がれ落ちがないかどうかを確認していくことが必

要であります。 

 御質問のとおり老朽化してまいります。劣化する可能性もありますから、それは注

意深く見ていきながら、もちろん危険なような状況になれば改修等を行う。また、計

画的に実施していくことも必要かなと思いますが、今のところ、補助メニューが学校

施設のみになっていますので、そういったこともにらみながら実施してまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

○９番（高橋利勝君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） 次、６番黒山久男君。 

○６番（黒山久男君） 議長のお許しを得ましたので、通告しております１問につい

て、町長にお伺いいたします。 

 本町のまちおこし、地域おこしについてでございます。 

 全国的に地方は少子化、高齢化が進んでいます。人口減少も進んでいます。地方の

まちの存続が危ぶまれています。各町村はさまざまなまちづくりを行っています。本

町のまちおこし、地域おこしについて伺います。 

 １点目でございますけれども、本町も福祉でまちづくりを進めています。多くの取

り組みが進められていると思っています。各種取り組みが本町の人口増や雇用増、商

工業の活性化に結びつくことが重要と思います。本町の取り組みが具体的にまちおこ

しにどのように結びついているか、どのように評価されているか、町長にお伺いいた

します。 
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 ２点目でございますけれども、イベントとして大きなきらめきタウンフェスティバ

ルやつつじ祭りでのイベントでは、町職員、商工会、農協、観光協会、自治会連合会

と多くの団体の協力で実施されています。大変な取り組みであることは私も承知して

おります。町民が気楽に参加、協力するボランティア組織、仮称でございますけれど

も、まちづくり協力隊とかまちづくりボランティア隊を結成して、町民全体でイベン

トを盛り上げていくような格好にしてはどうかと思いますけれども、その考え方をお

伺いします。 

 ３点目、総務省や道が進めております、地域おこし協力隊の導入でありますけれど

も、本町は導入しておりません。さまざまな要件があろうかと思いますけれども、本

町においても導入すべきと思いますが、町長の考え方をお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 黒山議員の本町のまちおこし、地域おこしについて

の質問の答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の本町の取り組みが具体的にまちおこしにどのように結びついている

かということでありますけれども、人が動くことや物の消費、そして、これらにつな

がることを誘発するさまざまな取り組みの全てがまちこしの原点であるというふうに

考えておりますし、現在、第６次の本別町総合計画に基づきまして、この施策と同時

に地方創生の総合戦略に掲げる施策を鋭意進めているところであります。 

 住民に身近なまちおこし、地域おこしの具体例を挙げますと、御質問ありましたよ

うにイベントの開催だとか、さらにまた特産品の開発、販売促進、また、ゆるキャラ

などの取り組みを進めるのは、住民の地元愛の醸成やコミュニティーの増加、また、

地産地消の推進、さらには、本別町の名前を外部へ発信することで知名度の向上を狙

うものでもありまして、ひいては、交流人口増加の機会の創設から、外部からの購買

額の確保や移住・定住のきっかけづくりなどにより、地域経済の維持、発展を目指す

ものでもあります。こうした一連の取り組みが増加に至らずとも、雇用の維持と安定

から、人口減少に少しでも歯どめをかける、このような間接的な効果としてあらわれ

ているものというところであります。手法などにつきましては、さまざまな方法論が

あることは承知するところですけれども、雇用の促進、創出、地域経済の活性化によっ

て人口の維持、増加を図ることも重要であります。住民福祉の向上と住みよい環境創

設を進め、いかに本町に住んでいる人々みんなが幸せ感を感じたり、さらに豊かな環

境の中で充実感を味わいながらしっかりと生活いただくと、こういうことにもさらに

力を入れていこうということであります。 

 ２点目でありますが、町民が参加、協力するボランティア、仮称でありますけれど

も、組織すべきとの御質問でありますが、御質問のとおり、イベント開催時の設営だ

とか撤去、また、一連の運営につきましては、それぞれのイベントにつきましては実

行委員会体制をつくらせていただいていますから、今、少子高齢化、また人口減の影
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響によりまして、かかわっていただける人材力ですね、マンパワーということでも言

われますけれども、この総量が減少しているということは本当に否めない事実であり

まして、この状況において、きらめきタウンフェスティバルでは、本年は２０回目を

迎えて開催を終えたところですが、初めての開催となります２０年前の人口と比べて、

その人口の規模が１万人から７ ,５００人ですから、本当にこのような状況の中でも、

これだけのイベントだとか、それぞれ多くの企画をしていただいて、本町はたくさん

のイベントを実施いただいていますが、まさにこれは町民力ですね、皆さんの御協力、

御支援のたまものでありまして、改めてこの取り組みに、この場をかりて敬意を表し

て、また、お礼を申し上げるところであります。 

 御提唱いただきましたボランティア組織の結成の関係でありますけれども、今申し

上げましたとおり、本当に残念ながら人材力が非常に少なくなっておりますので、さ

まざまな方法を講じながら、ボランティアもいろいろな形があろうかと思いますけれ

ども、趣旨に賛同されて、また、職場を退職した後も個人会員としてそれぞれの実行

委員として残っていただく方も実際におられますし、また、運営上の作業だけでなく

て、みずから楽しみながら自己実現を図るということなどを含めて、非常に積極的な、

また自発的に参加できるような、そういう実行委員会体制、運営をつくられているこ

とも事実でありますから、それらを含めて、この受け皿となるそれぞれのイベントの

実行委員会とか、また、関係機関団体とも協議の上、これらについてはしっかりと検

討させていただければと思います。 

 御質問いただいているとおり、そのような組織ができるとしたら、本当にこれはあ

りがたい話でありまして、ぜひ、そのような方向も含めて、十分にそれぞれ検討して

いきたいなというふうに思います。 

 ただ、ほとんど実行委員会体制をしっかり組んでいる体制ですから、そこにどのよ

うにかかわれるか含めて、それらもしっかりと実行委員会体制、先ほど言いましたけ

れども、関係機関とまた十分に協議をさせていただきながら、検討をさせていただき

たいなというふうに思います。 

 いずれにいたしましても、イベント運営につきましては、それぞれ所期の目的を再

確認しながら、作業の負担の見直しだとか軽減、弱いところは相互に補完しながら進

めていくという協働の原点に立ち返るとともに、町民の皆さんの力が発揮できるよう

な仕組みづくりにしっかりと対応していくことが重要と考えておりますので、御理解

いただきたいと思います。 

 次に、３点目の地域おこし協力隊の導入ですが、以前にも議会でも質問いただきま

した。その際には、地域で活躍を希望する隊員と受け入れる自治体の課題のマッチン

グが重要であるということで、慎重に検討を進める旨の答弁をさせていただいたとこ

ろであります。でき得れば、町内のそれぞれ経験豊かな人材の方々にしっかりと協力

隊として、それぞれ熟知している本町での協力をいただくというようなこともあわせ
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て答弁させていただいたところでありますけれども、また、御質問のとおり、地方創

生の取り組みとして、国、それから北海道もこれらの人材の派遣含めて力を入れて今

推進していただいているところでありまして、今後のまちづくりの課題の解決に向け

て、地元だけではできない部分を地方の活性化に志を持つ協力隊に補っていただくこ

とも想定しながら、しっかりと協力隊に何を期待して、何をやっていくのかというこ

とも、その課題をしっかり見つめながら、行政だけでなくて、地域の理解も得られる

ような受け入れ体制の整備も同時に進めていく必要があると考えております。引き続

き、適切な導入時期を検討しながら対応してまいりたいというふうに考えております

ので、今後とも、また特段の御理解と御支援をいただきながら進めていきたいと思い

ます。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 黒山久男君。 

○６番（黒山久男君） 再質問させていただきます。 

 まず、１点目の関係でございますけれども、私は、本別町は本当に住みやすい町だ

と自分では思っております。しかし、人口の町外転出が十勝でも一番多いというよう

な状況が続いています。これは高齢で病院に入院しなければならない、通院しなけれ

ばならないとか、または、さまざまな要因がありまして、帯広や札幌方面への子供の

ところに行ってしまうというようなことが見受けられると思います。 

 しかし、今、本別町が取り組んでおりますまちおこし、地域おこしが人口増や雇用

の場の確保、商工会の発展に結びついていないのではないかという町民の声も聞かれ

ております。私は、本別町が取り組んでいるさまざまなまちおこし事業が即人口増や

雇用増につながるとは思っておりません。公助・共助・自助の取り組みが一体となっ

て継続的に取り組まれることが重要と思われますので、改めて町長の考えを伺いたい

と思っております。 

 ２点目のそれぞれのイベントの関係でございますけれども、帯広で行われておりま

す大きな花火大会が毎年開催されております。私もここ何年か継続して花火を見に

行っているのですけれども、一昨年までは、翌朝、会場を見ましたらごみの山でした。

それがことし、後片づけのボランティア組織を呼びかけて、それが結成されまして、

翌朝、ことし行ってきました。朝６時ごろ行ってきましたら、ごみ一つ落ちていませ

ん。 

 したがって、そういうことから、何かそういうイベントの後片づけだとか、お手伝

いできる町民の方々がいれば、非常に高齢化が進んでいますから大変ですけれども、

気楽にそういうイベントにみずからが参加して、みずからが協力しているというよう

な方向にできないかなというのが私の発想でございます。町長の答弁の中でも実行委

員会でということがありますから、その実行委員会の中にそういった組織を進めてい

くような形がとれないのかどうか、これも改めてお伺いしたいと思っています。 
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 ３点目に、地域おこし協力隊の導入について、総務省や北海道地域政策課でも積極

的に進めています。２７年度では、北海道では１０４市町村で導入されていますし、

会員数は３４８人となっております。２８年度の集計がまだ定かではありませんけれ

ども、かなりふえているのかなと思っています。 

 ここ半月ぐらいでは、オホーツク管内の雄武町、置戸町、檜山管内八雲町で導入に

向けた募集広告がありました。また、池田町の地域おこし協力隊の取り組みも新聞で

紹介されています。 

 また、長くそこに住んでいると当たり前の風景が都会や町外の人が見るとすばらし

い景色と感じるものがありまして、新しい発見もございます。この典型的なのが日本

の棚田の問題だと思っています。すばらしい光景であることから、農林水産省は、１

９９９年に日本の棚田百選を選定し、全国１１７市町村、１３４地区で棚田百選を選

んでおります。また、棚田風景を見るため多くの観光客が各町村に訪れていますし、

この風景がすばらしいということで、移住にもつながっているという昨日の新聞でも

報道されております。 

 このように、地域おこし協力隊による新しい発見、新しい取り組みが考えられるこ

とから、ぜひとも本別町に早急に導入を図っていただきたいと思っています。 

 また、総務省から、隊員１人５００万円を上限にして地方交付税措置がされるわけ

でございますので、そういった面も含めまして、ぜひとも早急に導入をすべきと思い

ますので、再度、町長の考え方をお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 再質問の答弁をさせていただきますが、もし抜けていたら、

また御質問いただきたいなというふうに思いますが。 

 まず、住みやすい町ということでありますが、本当に私どももこの間、人口減少と

いうのは、自然減でも、広報を毎月見ていただければ一番わかると思うのですが、亡

くなる方が残念ながら十数名おられて、生まれる方が２名とか、そういうことですか

ら、非常に人口減少ですが、さらにまた、官公庁の、特に統廃合なんかそうでしたけ

れども、最近はさらに単身赴任の方が非常に多くなって、また、通勤される人も多く

なっているということで、非常にやっぱりこういう直接の家族がなかなか移動しない

ということも含めてあるのですが、その弊害としては、町内のそれぞれ職場の中で雇

用できる人数が限られているとか、さらにまた臨時、パートの方で支えていただいて

いる部分もかなり人材不足ということなども起きています。 

 反面、その中で、起業家支援だとか、また企業誘致だとかを含めて、これは家族も

含めての移住、定住をしていただけるとか、そういうことにもつながっていくことも

事実でありますから、とにかく今なし得る地方創生、さらにまた、それぞれの第６次

の総合計画の実施を含めて、的確に少しでも人口増につなげて、また、人口減少に歯

どめをかける、このような施策をさらにまた実行していきたいなというふうに思って
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います。 

 その中に、御質問のようにイベントだとか各種、こういう取り組みがさらに町民の

皆さんの町民力によって開催されるということは非常に大事なことでありますから、

先ほどの質問にも答弁させていただきましたけれども、まさに御質問にありますよう

に自助・公助・共助というのは本当に大事なところでありますから、この意識もさら

に持っていただきながら、それぞれのイベントに含めて協力隊という形の中は、なか

なか役場のほうからというか、こっちのほうからお願いしますということではなかな

か組織的にうまく機能しないかもしれませんので、しっかり実行委員会のそれぞれの

イベント体制の中で、その実行委員会の皆さん方から、そういう協力隊のような要請

をしっかりと声かけをしていただくと。そんなようなことを含めてしっかりと連携を

とりながら、それぞれの大事な部分を支えていただくその人材になるべく、仮称であ

りますけれども、協力隊のような人をしっかり組織できればというふうに思っていま

すので、それぞれ連携して頑張っていきたいなというふうに思っています。 

 今、お話しいただきましたように、花火大会のごみ拾いということで、非常にきれ

いな会場になっていたりすると、私どももネットだとか、またそれぞれ多くの人たち

がそういう評価をしていたことも私も承知していました。これだけの取り組みができ

るということを含めて、また、都会のほうでもそれぞれハロウィンの後の散乱してい

るごみを拾いに行ったら、集めている時間にその協力隊が行ったら、既にほかの団体

がいてきれいに片付けていたとか、そのような輪もあちこちで広がっていることも事

実でありますので、それらも十分参考にしながら、これらの今御質問の部分について

は取り組んでいきたいなというふうに思っています。 

 また、協力隊の関係でありますけれども、先ほど答弁させていただきましたけれど

も、何を目的にして、どういう取り組みをする、そこにどういう人材をということも

含めて、実は今、御質問ありましたように北海道の政策部から直接そういう連絡をい

ただいて、国の総務省のほうは４００万円上限で人材の特別交付税措置ですけれども、

しっかりとそういう資金対応もできるということでありますから、それらはしっかり

と念頭には入れているのですが、どういう人材を求めて協力いただくかということは、

今まさに私どもが、これから地域包括ケアの推進ということで、相当この部分につい

ては国も含めて力を入れていくということでありますので、これからの地域おこし、

まちおこしには地域包括ケアが欠かせないものだということでありますので、それら

のことも視野に入れながら、協力隊の人材にそれぞれ的を絞りながら行政をしていく、

そういう場面も直ちに実現できればなというふうに思っておりますので、それら必要

なものについてしっかりと協力隊の協力をいただく、そういう体制をつくっていきた

いなと思います。 

 以上申し上げて、答弁とします。 

○議長（方川一郎君） 黒山久男君。 
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○６番（黒山久男君） まちおこし、地域おこしは、即人口増やそういうものに結び

つかないと思いますので、継続した取り組みが重要になってくるのかなと思っていま

す。 

 今までかなりイベントもやってきておりますけれども、体育協会が中心となって行

われておりました雪中運動会、これなんかはかなり続いたのですけれども、これもな

くなったと。それから、玉入れも、これも結構続いたのですけれども、これもなくなっ

てしまったと。それから、去年までありました雪あかりナイト、これが実行委員会で

は取り組めなくて、新たな方向に向かっているという状況がございます。こういった

取り組みがやっぱり私は継続的に行われるべきだと思っています。 

 また、今回、行政報告の中で、日本ハムファイターズの後援会ができて、大使も決

まり、まちおこしに生かしていくという報告がございました。これらも大使は１年で

ありますから、１年過ぎるとなかなか活動しないという町村があるということを聞か

されておりますので、これらも含めて、今後とも継続的にやっていくべきだと思って

いますけれども、町長の考え方を再度お聞きしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 御質問の、今まで本当に長い間頑張っていただいたイベント

が衣がえするだとか、また、なくなるということも非常に残念ですけれども、反面、

それを何とかなくさないようにということが今少しずつ広がっていっているのが、実

は迷路だとか、さらにまた、今御質問ありましたように雪あかりナイトも、実行委員

会としては今までの実行委員会の体制はないけれども、銀河通りだとか、また、道の

駅を中心にしてまた継続していくということでありますし、さらにまた、新しく商工

会の若い人たちとか農村の若い人たちが、また、役場の青年たちもそうですけれども、

一体となってまちおこしのいろいろな企画をすると。まさに豆まかナイトなんていう

のは大変な取り組みでありまして、さらにまた、若者同士が交流するはしご酒ナイト

もそうですし、また、若者プロジェクトチームもそうですが、こういう芽が非常によ

く出てきているということも本当に私どもにしては大変うれしい話でありまして、そ

ういう継続も含めて、必要なものについて取り組んでいこうと。 

 実は、昨日も、町長がおじゃましますの一環で少し若い世代の人方とその話をさせ

ていただきました。実は、ひまわり迷路も１１回やって、１２回を来年またやってい

ただけるということなのですが、今御質問ありましたように、だんだんだんだん実行

委員の皆さん方も、その有志の方々もかなり年齢が高くなったり、また、仕事を持ち

ながら大変な努力をされているのですが、そろそろというような話も聞かれるのです

が、何とかそこに今御質問のあるような、協力隊のような、１日でもいいし、また、

何時間でもいいから、そこに協力していただいて、たくさんの人がかかわっていただ

くことによって、そのイベントが継続できると、こういうことにもつながるなという

ことで、きのう実はそんな話をさせていただいて、少しの時間でもということで、そ
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れぞれみんながかかわっていこうということの話をさせていただきました。そういう

場面になると、ぜひそれは自分たちもしっかり応援しますよということの話につな

がっていくのですね。また、そういうことは本当に非常に大事なことでありまして、

誰かがやっているやつを見るのが当たり前ではなくて、それぞれ自分でも少しでもい

いからかかわっていこうという、そういう気概を持っていただけるような方々に、先

ほども言いましたけれども、それぞれの実行委員会やそれぞれのイベントを企画する

体制の中にしっかりと声をかけて、そういう応援団的な協力をしていただける人たち

を、しっかりとこの人材を確保させていただきながら、継続につながる、そういう体

制にしていきたいなというふうに思っています。 

 日本ハムファイターズも大変ありがたい話でありまして、町民の皆さんの中でも大

変好評、好評と言ったら本当に努力した皆さん方には申しわけないかもしれませんが、

その大使も有原投手と大累選手が大使になったということで、非常に好感を持って、

これからのいろいろなイベントについても非常に期待を持っているところであります

から、これも大きな大きな、本町の発信の大きな力にもなるということでありますか

ら、さらにこれらの新しく起きている、そういういろいろな団体や、またイベントの

そういう面をしっかりと私どもも勉強しながら、しっかり育てていくというか、一緒

になって努力させていただきたいなというふうに思います。大変御努力いただいた皆

さん方には感謝申し上げながら、その決意も申し上げさせていただいて、答弁とさせ

ていただきます。 

○６番（黒山久男君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） ここで、暫時休憩します。 

午前１１時０９分  休憩 

午前１１時２５分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ３番篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 議長の許可をいただきましたので、質問させていただきます。 

 ことしの農業生産について。 

 ことしは春からの異常気象、日照不足、台風による被害、また、取り巻く環境の厳

しい中での１年でございましたけれども、本町の基幹産業である農業を生産者が安心

して営農できる施策、対策が必要と思います。 

 ことしの生産量は、小麦は平年作に近い収穫で終わりました。ビート、豆類につい

ては平年作の５０パーセント以下ぐらいと思っております。飼料作物については、牧

草の栄養価の減少はあるものの、収量的には平年並みと。デントコーンの収量は平年

の７割であります。 

 年末に向けて今、組勘整理が始まっておりますけれども、次の３点について、町長
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の考え方を伺います。 

 まず一つ目に、年末に向けての資金対策などで今いろいろな対策が講じられており

ますけれども、町としての支援策があればお伺いしたいと思います。 

 二つ目に、来年に向けての基幹作物などの支援、作付反別の確保だとか、そういう

ものについて、支援策があればお伺いしたいと思います。 

 三つ目に、ことしは非常に雨の多い年で、湿害等がございました。緊急を要する明

渠、暗渠等の基盤整備の対応について質問したいと思います。 

 以上３点について、町長の考え方を伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 篠原議員のことしの農業生産についての質問に答弁

をさせていただきます。 

 御質問にありましたように、６月以降、天候不順が続いて、７月、本当に線を引い

たように６月１日から７月３１日ですかね、ここまで大変な気候でありました。８月

にやっと少し晴れ間が見えて、その間に小麦の収穫ということですね、何とか間に合っ

たような状況ですが、１年通じて、その後には台風ですから、ことしは農業に与える

影響というのは、非常に大きな影響を与えたなというふうに思っています。 

 その中で作物の生産については、豆類とかてん菜ですね、ビートの被害がかなり大

きくて、反収では平年に比べますと、金時で約６割、そして小豆でも５割に近い減収

となっているところでありまして、てん菜も３割を超える減収となって、工場の操業

も大体１月の１０日ぐらいで終わるのではないかというような、そのような期間設定

にもなっているようでありますから、非常に原料も少なくて厳しいなという状況であ

りました。このような現状を関係機関とともに共通認識を持ちながら、課題や情報の

共有を図って、また、御質問ありますように支援や、また、工夫する対策に当たらな

ければならないというふうに考えております。 

 １点目の年末に向けての資金対応の支援についてですが、既にＪＡ本別町、関係機

関と連携、協議を図りながら、今後の営農再建に必要な資金対応として、制度資金で

あります農林漁業セーフティーネット資金の活用を図りますとともに、手続や申請を

今完了しているところであります。 

 なお、セーフティーネットの資金の貸付限度額が６００万円でありますことから、

限度額以上の貸し付けが必要となった場合には、信連の資金でありますＪＡ農業経営

緊急支援資金による追加貸し付けなどをＪＡ本別町で取り組むこととしています。 

 いずれの資金も市町村長、また農協組合長の罹災証明、さらに被災証明によって、

当初５年間無利息での貸し付けとなっていることでもあります。 

 また、台風被害対策として、制度資金では対象とならない施設の小修繕費用や排水

ポンプなどの機械、器具、資材などの購入費、借り上げ料などを対象として、農協の

災害対策農業用施設等導入資金で利息の１ .５パーセントを町と農協で利子補給して、
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農業者は５年間無利息という貸し付け実施を行っています。 

 ２点目の来年に向けての基幹作物の支援についてですが、国の支援事業の実施にお

いて、畑作では、台風対応産地緊急支援事業で、次期作に必要な資材の共同購入支援

として共済対象外の作物とバレイショ、秋まき小麦から転換した作物の種苗費への補

助、さらに、栽培環境整備支援として作物残渣の撤去、追加防除や施肥に係る薬剤ま

たは肥料の購入費に対する補助、畜産におきましては、粗飼料確保緊急対策事業で、

サイレージ品質向上対策として添加剤、発酵促進剤の購入費補助、不足飼料の確保対

策として粗飼料を調達、購入する場合の経費などの補助についての取りまとめと申請

を進めているところです。 

 また、営農指導対策協議会に湿害等農業被害対策委員会を設置して、今後の農業支

援策などの検討と対策に向けた関係機関によります情報の収集、さらには、来年の畑

作経営における技術対策の指導や助言、各作業段階における情報提供の実施、畜産経

営におきましても、飼料給与や飼料設計、家畜健康状態の監視などの取り組みを関係

機関一丸となって取り組んでいくこととしております。 

 次に、３点目の緊急を要する明渠、暗渠等の基盤整備の実施についてでありますけ

れども、現在は３地区で取り組んでいます道営畑地帯総合整備事業、これが今年度で

２地区が完了して、残る１地区も来年度で完了することとなっております。今後の新

たな事業の実施に向けては、これまで北海道と協議を進めてきておりまして、現在の

ところ、平成２９年度、３０年度で調査、計画、平成３１年の事業実施を予定してい

るところであります。 

 今回の災害の中で、この明渠や暗渠の必要性がさらにまた強く望まれるということ

でありますから、今後も国、道に対して、基盤整備事業の必要性、重要性についての

予算の確保と増額、事業の創設につきまして強く要望してまいりたいというふうに思

います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 再質問させていただきます。 

 まず、農産物の収穫について、農林課長のほうに朝ほど聞きましたら、小計のほう

の数字がわからないということで、正確な数字はまだ出ないということでございまし

たけれども、９月２９日の営対協の作況調査において、各作物が牧草以外、不良、著

しく不良、かなり不良という判定が出ているのですけれども、秋の収穫になったとき

にどの程度の不良で終わったのか、町長の考え方を聞きたいと思います。 

 それにもう一つ、資金対応に向けてでございますけれども、行政報告の中で、減免

措置を講ずるという大きなくくりがございました。これは大きな支援策に見えるので

すけれども、どれだけの方が恩恵を受けて、町に対してどれだけ影響額が生じるのか、

もしわかれば、そのこともお知らせいただきたいと思います。 
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○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 作物の不良状況ということですけれども、先ほど２種類ぐら

いしか言いませんでしたけれども、まず、ビート、てん菜ですね、てん菜は、反収で

お知らせしたいと思うのですが、平年でしたら５ .５トンということなのですが、こと

しは３ .７トンですね。加工用バレイショ、これが平年ですと、平均５０俵が４５俵と

いうことであります。澱原のバレイショ、これが平年７０俵のところが５６俵という

ことで約２０パーセントの減ですね。小豆、これは平年でしたら約４俵ですから、こ

としは２俵ということで５０パーセントの減。さらに金時、平年ですと３俵ですけれ

ども、ことしは１ .３俵、ですから５５パーセントの減。さらに大豆、これが、５俵の

ところがことしは３ .３俵ということで３４パーセントの減。てん菜は３３パーセント

の減、加工用のバレイショが１０パーセント、澱原バレイショ２０パーセント。あと

は小豆が５０、金時が５５、大豆が３４ということでありまして、特にてん菜は、糖

度が、国に基準糖度を下げていただいて、この制度が１６ .３パーセントだったのです

が、ことしは残念ながら平均で１５ .９パーセントの糖度しか上がらなかったというこ

とで、非常に収量も少ないですし、糖度も少ないと、こういうことでありまして、デ

ントコーンについては、約３割減ぐらい。さらに、３割減でも、デントコーンの栄養

価が非常に低いということで、乳量がかなり今、きのうも酪農家の皆さん方、ちょっ

とお話があったのですけれども、やっぱりどこの酪農家も乳量がかなり下がってきて

いるということでありまして、これらも先ほども答弁したように、それぞれ飼料の品

質向上に向けてしっかりと対策を講じなければ、来年からまた受胎にも影響しますし、

もちろん乳量にも影響するということで、非常に現場では苦慮しているというような

状況であります。 

 以上、現在の反収の減収について答弁しました。 

○議長（方川一郎君） 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） お答えいたします。 

 減免条例の関係の影響額ということでございますけれども、これにつきまして、１

９日に農業者の方に対して説明会を行いまして、それ以降、申請をいただくような形

になっておりますので、今のところ、何件で幾らということはわかってございません

けれども、参考までに平成５年分ですけれども、平成５年度に減免した際には、全体

で５件について減免を行っております。国保税が５件、住民税がちょっと定かではな

いのですけれども、所得割がかかっていない場合は減免に当然なりませんので、その

ような方もおりましたので、２件か、ちょっとはっきり言えませんけれども、だった

と思います。金額にしても、ちょっと定かではありませんが、そんなに大きい額では

ございませんでした。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 再度質問させていただきたいと思いますけれども、反収等、
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今町長のほうから御報告ございました。非常にビート等悪うございますけれども、来

年度に向けてビートの作付反別が減るのではないかと予想されますけれども、ある程

度のビート面積を確保しなければ、北糖との関係もございますし、今、移植について

は、担当農協と町で２ ,０００円ですか、補助金、ふえた分についての補助金が出てい

ますけれども、この補助金の出し方、金額についても見直し等が考えられないか、そ

の辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） ビートの作付というか、総量確保ですね、いろいろな手だて

をしてきた経過がありますが、今質問されるものについては、具体的にはまだ関係機

関、ＪＡだとか製糖工場も含めてまだ協議をしておりません。これからそれぞれ農協

も営農設計に入ると思うのですが、これらも含めて必要な措置はそれぞれ、ビートに

限ったことでありませんけれども、総体でやっていくということにしておりますから、

それぞれまた提案なり、また要請がきっとあるかなと思うのですが。ただ、ことしは

こういう天気でしたから、小麦が３００町ぐらい減るということで、既に秋まきが終

わっていますから、３００町は間違いなく減るみたいですから、この後の作付をどう

するかというと、でき得れば、ビートも少し多く作付願いたいと、こういうこともお

願いをしているところですが、またさらに、やっぱり総体的に豆がふえるのでないの

かなということでありますから、それらを含めて、どちらにしても大事な作物ですか

ら、その作付含めてどのような方法がとれるのか、しっかりまた関係機関とも協議し

ながら、また、生産者の意向も含めて、また、特に今御質問ありますように、製糖工

場を持っている地元ですから、しっかりとそれらも含め、対応できるものについては

対応していきたい、こう思っています。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 先般の行政報告の中で、営農対策協議会、先ほども町長、説

明ございましたけれども、対策委員会を設置して、畑作、畜産に対していろいろな技

術指導とか助言などを行っていくということでございましたけれども、今、ビートの

関係についてはわかりましたけれども、畜産関係がもう既に、１１月の乳量を見ます

と前年対比を割り込んでいるのが現状です。ことしの収穫したデントコーン、牧草等

がちょうど給与の段階に今入ってきていますので、さらに乳量が減るのかなと。それ

に対していろいろな添加物等を与えることによって負担が大きくなるし、また、乳牛

の事故もふえて、来年に後継牛の確保も大変だと思いますけれども、搾乳牛の助成金

等もございますけれども、来年の予算に向けて、この辺も少し見直ししていただけれ

ばと思いますけれども、町長の考え方をお伺いしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 総体的にこういうような状況になりましたから、何が必要な
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のかというと、もう既に農協との政策懇談も実施して、また、今御質問ありましたよ

うに、営対協の中に湿害等の農業被害対策委員会も設けて、どういうような手だても

含めて、ここでは技術指導から、また助言だとか情報の提供だとか、畜産における飼

料の給与だとか、また、その飼料対策などを含めてもあるのですが、その中で直接ど

のような対策が必要なのかということはしっかりと、先ほど申し上げましたけれども、

それぞれ関係機関との協議の中で必要な措置をとっていくということにしております

ので、それらを含めて、まだまだこれからいろいろな具体的なものが出てくるだろう

というふうに思いますから、そういうことで、今、関係機関との調整をしているとこ

ろでありますので、そこは、それぞれ組勘の整理だとかいろいろやっていって、また

来年の営農設計も含めて入ってくるということでありますから、そういう中で、本当

にバランスのいいというのですかね、そういう営農のあり方も含めてしっかりと、技

術も、そしてまた情報も、また、そういう必要な資金対策を含めしっかりと対応して

いく、そういう協議を進めていくということにしておりますので、御理解いただきた

いと思います。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 最後の質問になりますけれども、３番目の緊急を要する明渠、

暗渠等の基盤整備でございますけれども、今現在、畑総事業、パワーアップ事業など

国、道の中で今実施されておりますけれども、ことしみたいな雨になると、平成１０

年から１５年にかけた、畑など部分的にぬかって大型機械が埋まるということがこと

し随分ありました。国、道のいろいろな縛りだとか条件がありますけれども、何とか、

現場を知っているのはやっぱり市町村でないかと思っておりますので、その縛りの中

でもできるような働きかけをしてほしいと思いますけれども、町長の考え方を伺いた

いと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 今まで取り組んできた畑総からパワーアップからありました

けれども、なかなかそこで乗り切れなかった人たちもいるということで、今回のこう

いう湿害の中では、やっぱりその重要性というのはさらにまた認知度というのですか

ね、必要性が高まったというふうに思っていますから。大体担当のほうから聞いてい

るのは、希望をとったらかなりの面積が出てくるだろうということでありますから、

そうなると制度にしっかりとのせるということについては、我々の努力でやらなけれ

ばなりませんが、ただ、言ったからといって、すぐまた来年できるとかということで

は、残念ながらないのですね。とりまとめて設計して、それからということですから、

準備が要るものですから。それでも最大限早くそういう基盤整備がしっかりできるよ

うに、それも取り組んでいくと、こういうことにしたいなというふうに思いますので、

それもまたあわせて、いろいろな関係機関も含めて、取りまとめしながら実施してい
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くということにしたいと思います。 

○３番（篠原義彦君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） 次に、４番大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 議長の許可をいただきましたので、通告いたしました１問に

ついて質問をいたします。 

 行政改革と自治会活動についてお伺いいたします。 

 本町の行政改革は鋭意進めていると思いますが、本年１０月に、町民の方々で構成

する行政改革推進委員会の方々から、第５次行政改革の大綱案と推進計画案が答申さ

れました。これを受け、どのような形で推進していくのか考え方をお伺いいたします。 

 １点目といたしまして、組織機構については、現行の課体制が統合などにより大き

くなり、管理職の皆さんなどによる職員の管理監督に支障が生じてきているのではな

いか。また、スタッフ制を導入したことにより、責任の所在が明確ではないと思いま

すが、考え方をお伺いいたします。 

 ２点目といたしまして、公共施設の使用料については、大胆な見直しが必要と認識

しております。特に、パークゴルフ場などの体育施設については、無料化を図り、町

民皆さんの健康増進を図るべきと思います。また、多くの町民の方々が利用している

文化施設などの使用料についても見直しが必要と思いますが、考え方をお伺いいたし

ます。 

 ３点目といたしまして、自治会との関係は、過去に街灯維持費自治会負担分やふれ

あいバスの廃止など、町民の皆さんに大きな御負担をいただいた経緯がございます。

今後、自治会との協力関係をどのように構築していくのか、少しでも町民の皆さんの

負担を軽減すべきでないかというふうに思っておりますが、町長の考え方をお伺いい

たします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 大住議員の行政改革と自治会活動についての質問に

答弁をさせていただきます。 

 まず、行政改革の関係でございますけれども、今回策定いたしました第５次の本別

町行財政改革大綱の基本的な考え方といたしまして、第４次の行革大綱にて理念とし

ていた新しい公共の発展と、未解消、未解決課題を進展させること、また、第６次の

本別町総合計画の将来像と関連づけて、１０年、２０年先の将来に効果があらわれる

取り組みとすると同時に、地方創生の円滑な推進に資することとしております。 

 まず、１点目の課・部局の統合により大きくなり、管理職などによる職員の管理監

督に支障があるのではないか、また、スタッフ制を導入したことにより、責任の所在

が明確ではないとの御質問ですが、御承知のとおり、現在の体制となったのは平成２

６年４月であります。２１課・部局で、病院専門職を除く課長職が１６名、課長補佐

が１７名となっております。 
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 課・部局の統合、分割の変遷において特徴的であったのが、平成１７年４月には、

建設課と水道課を統合し建設水道課へ改称しました。平成２１年４月には、税務課を

住民課へ統合、平成２６年４月には、保健福祉課から子ども未来課を分割するなどし

てきた経過となっております。 

 いずれも機構改革の目的と視点といたしましては、行財政改革の一環であり、厳し

さを増す財政状況をにらみつつ、一方で、地方分権に象徴されるような新しい行政課

題や行政ニーズに即し、簡素で効果的な、住民から見ても利用しやすく、住民サービ

スの向上につながることを目的とするものであります。 

 組織として大きくなったことにより、管理職の管理監督における支障を懸念されて

いる部分でありますけれども、課長補佐職の配置などによりまして組織力を補強する

措置を講じてきたところであります。さらに、職員個々の能力、資質向上のために職

員研修の充実を図ってきているところでありますし、今後においても、行財政サービ

スの向上と的確化とした視点を持ち、点検、見直しを加えながら、適切な行政施行を

可能とする組織機構としてまいりたいと思います。 

 次に、スタッフ制ですが、意思決定の迅速化、業務量の平準化、また、個々の業務

責任の明確化を図るために、平成１５年５月に導入したところです。制度導入後は、

職員に対する意識づけのもと、所属長を中心とした事務分掌の見直しや、また、事務

分担の決定など、重点施策や課題に応じて、柔軟な人員の配置を行うことを可能とし

て、責任所在の明確化とあわせて、担当職員が不在であっても複層的に補いながら住

民サービスに資する組織機構の改革とあわせて、一層簡素で効率の高い行政運営に努

めているところでもあります。 

 ２点目の公共施設の使用料の見直しについてですが、御質問にもありましたとおり、

公共施設につきましては、所期の設置目的、また、役割が明確でありまして、体育施

設、文化施設も同様、健康増進、文化の向上のために多くの皆さんにふんだんに使っ

ていただくことが第一であると考えております。 

 これに関しましても、庁内組織であります行政改革推進本部の使用料等検討部会に

おいて、毎年継続して施設の現状や課題について洗い出しをして、適正な使用料のあ

り方や減免区分のあり方について検討作業を行ってきているところであります。 

 御指摘のとおり、一層の使いやすさを考慮した場合、無料という手段も十分に理解

するところでありますが、御承知のとおり、厳しい財政を背景に、これまで町民の方々

の代表からなります行政改革推進委員会の皆様による慎重なる審議の経過を踏まえ、

協働のまちづくりの精神から、町民の皆様からも御負担をいただくに至った経過と、

この議論の過程で出されております一定の受益者負担は必要との意見も踏まえたもの

となっているところも御理解いただきたいと思います。 

 ただ、公共施設の管理上の課題や、新しい時代に即した住民ニーズもありますこと

から、これらを踏まえながら、引き続き検討作業を進めて、公共施設の使用料につき
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ましては、全ての皆様に理解が得られるように取り組みを進めてきていることで御理

解いただきたいと思います。 

 次に、３点目の自治会活動です。 

 街路灯の維持交付金については、補助率については、平成１５年度以前は９０パー

セントの補助率でしたけれども、行政改革によりまして、平成１６年度からは８５パー

セントに引き下げをしました。同じく行政改革による補助金の見直しによりまして、

平成２６年度からは９０パーセントにまた戻しております。このことは、自治会の街

路灯を平成２１年度から平成２５年度の５カ年で、全てＬＥＤ化にしたことによる電

気料が減額になったことであります。ＬＥＤ化する前と比較しますと、約１ ,２００万

円を超えていた街灯料ですが、平成２７年度の決算額では４５３万２ ,０００円と約３

分の１となったところでもあります。 

 今後の負担のあり方につきましては、自治会連合会とも連携、協議の上、理解をい

ただきながら対応してまいりたいと考えます。 

 次に、福祉バスの関係もありました。これも廃止に至ったのは、平成１８年のとき

の議論といたしまして、更新時期を迎えました、特に当時３ ,５００万円の購入費用が

必要であったバス、また、年間の維持管理に１ ,０００万円以上の経費が費やされると

いうことで、人件費の適正化を図るため、ほぼ専任となっていた運転技術員の確保が

困難になることなどを背景に、他市町村の例に倣い、民間バスの利用による助成制度

を導入してきたところでもあります。自治会、あるいは団体のコミュニティー醸成の

ため、一定の必要性は理解するところでありますが、今後も財政規模の縮小も想定さ

れますことから、自治会を初め、関係団体の意見を聴取をしながら、助成制度におけ

る利便性の向上や助成区分の見直しなどにより、町民の皆様にとって利用しやすい環

境を創設してまいりたいと考えています。 

 結びになりますけれども、地方自治の原点は、やはり暮らしの原点でありますから、

自治会にあるというふうに考えております。自治会の協力なしには、住民に身近な基

礎的自治体としての役割も十分に機能を発揮できないことであります。今後において

も協力関係をさらに強固にすることは重要な課題であると認識しております。 

 第５次の行財政改革においては、その具体的な取り組みといたしましては、推進計

画を同時に定めておりまして、その内容の柱といたしましては、組織体制の強化、持

続可能な財政の確立、多様な主体との協働の３本を掲げ、これに沿った項目立てによっ

て進めることとしております。 

 これまで御質問いただいたこと、全てに当てはまることでございますけれども、改

めまして、町民の皆さんの負担を軽減することを念頭に置きながらも、健全財政の確

立といった均衡を図りながら行財政運営に努めてまいりたいと思います。今後とも特

段の御理解、御支援を賜りますようにお願い申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） ここで、暫時休憩します。 
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午前１１時５８分  休憩 

午後 １時３０分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） それでは、休憩前に引き続きまして、再質問から入りたいと

思います。 

 休憩前に町長のほうから答弁をいただきましたが、非常に早口で、何を言っている

かさっぱりわかりませんでした。したがいまして、再質問以降、相当の部分で重なる

部分があると思いますが、それは御容赦いただきたいと思いますし、傍聴の方々にお

いても同じような考え方をしていると思いますので、その辺は御理解を賜りながら進

めてまいりたいと思っております。 

 それでは、順も不同になるかと思いますが、再質問をさせていただきます。 

 まず、取り組みについてということで、先ほど３本の柱ということでお話ありまし

た。１２月１日号広報にも載っておりますけれども、町長もお話しになっていますし、

行政報告でも出ております。一つは、組織体制の強化ということで、これは人材の育

成等々も含めてということでございます。それから、２点目といたしまして持続可能

な財政の確立、それから３点目でございますが、多様な主体との協働ということでご

ざいます。これは一般的な答弁でいただいている部分でございます。 

 それと、飛びますけれども、自治会活動についていろいろ御答弁いただきました。

それで私からの質問でございますけれども、今、高齢者の方々、各自治会においてい

ろいろな部分で見回りだとか、いろいろなサークルだとか、あらゆる活動をしている

かと思いますが、個人情報保護法ができて、非常に自治会等々の活動においても、こ

れは支障を来しているということは、個人情報のことですからそれ以上のことは申し

上げられませんが、できる限り、個人情報といいますか、例えばこの自治会には何人

いて、こういう方々がおられるので、行政としても当然しっかり見回りはするのだけ

れども、自治会においてどうのこうのということになってこようと思います。これは

いろいろなネットワークだとか、福祉ネットワークだとか、いろいろな部分で私もあ

る程度承知しているつもりでございますけれども、いろいろ災害だとかになってきた

ときに、個人情報保護法という大きな壁があるために、本当に一番大切な人命が損な

われるだとか、そういうことも近年の災害等々で出てきております。日常の高齢者の

方々との接点も含めて、この辺、町長はどのようにお考えになっているのか、個人情

報保護法ということがあるのは承知している中での質問でございますので、その辺の

部分も御答弁いただきたい。 

 それと自治会に加入していない方、これは今７０数個の自治会があろうかと思いま

すけれども、例えばアパートだとか、そういうところにお住まいの方々は自治会に加
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入しないのだと。したがいまして、広報も配布しない部分もあろうかと思います。た

だし、当然自治会費もいただいていないとなれば、やはり不平等さというのですか、

ほかの部分も出てきているということ、これはどういうことかといいますと、広報も

配布しないかわりに、行政のその周知する部分がその部分だけ欠けてくるのでないか

と、このような考え方も生じてくるわけでございまして、町がこの部分に対して深く

見解は出せないにしても、一般的な解釈でよろしいのですけれども、どのように行政

として考えておられるのか、この辺を伺いたいと思います。 

 この部分については、きょうお話しさせていただいてすぐ結論が出る部分ではござ

いませんので、自治会連合会等々もございますので、５月ぐらいの日程でしたか、そ

のときまでにある程度の方針を出して、町長、先ほど答弁の中でもおっしゃっていま

すように、住民の皆さんが一番生活していく上での基礎の部分でございますので、そ

の辺を自治会活動の代表の自治会長さんが集まる研修会等々でお知らせしていくのも

一つの方法でないかというふうに考えているところでございます。 

 それと、飛んで申しわけないのですが、組織の部分でございます。大課制、私のほ

うで質問させていただいていますが、メリット、デメリット、先ほど申したように答

弁のほうで相当早口だったものですから、メリットだったのかデメリットだったかと

いうのは全然わかりませんけれども、私なりにお話しさせていただきますと、今回、

６月の議会で出てきております税の不適切な処理の部分についても、ある意味、大課

制によりまして、課長さん方の管理職の立場で発するところによりますと、やはり管

理が行き届かなかった部分もなきにしもあらずなのかなと。この辺、どのようにお考

えになっているのか、その辺を、町長のお考えを示していただきたい。 

 それとバスの関係でございます。これは、先ほど平成１８年というか、そのレベル

で廃止してきたのだというようなお話です。年度が違えば申しわけないのですが、そ

のレベルでバスの廃止はしてきたと。今行っているのが、各団体で申し込んでくれれ

ば、一定の補助金は出すよという中身でございます。それの一定の中身というのが、

別表に示されています自治会だとか老人クラブの方だとか、その部分については何割

の負担だというようなことになっておりまして、去年の平成２７年度ですね、実績利

用をお示しいただきたい。それと加えて、２８年度におきます１１月末日までの利用

形態をお知らせいただきたい。その段階で、別表１にあります部分はどのようになっ

ているのか。全く利用していない団体もあろうかと思います。 

 それと、この要綱の中で、第２項に、町長が別途定めるものというようなことがご

ざいます。これは条例のつくり方として極めて合っていると思いますけれども、この

別表に定めた団体以外で町長が特に定めた団体があって、そこに補助金を出している

のか出していないのか、この辺も明確にお知らせいただきたい。 

 それから、飛んで申しわけないのですけれども、大きな課、これは先ほど年度も詳

しく町長のほうから出てきたので、聞き取れなかったのですが、名前で申し上げます
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と保健福祉課が合併によって大きな課になっている。これは今、ことしの４月に広報

に織り込んでございます機構図によりますと、大体２５人程度かなと。これは機構図

に載っている区分でございますから、準職員の方、嘱託職員の方以上かなという認識

はしてございますけれども、２５人ほどおられた。それから、建設水道課においては、

水道課と一緒になったということでございますが、これは車両センターも含めて、同

じ機構図で申しますと３２名程度おられる。それから、住民課については、税務課と

旧住民課が一緒になった。これについては１８名程度。これには、今３課については

臨時の方々は入っておられないという認識でございますけれども、やはり人間が人間

を管理する段階でございますから、ある程度の適正な人員というのですか、その辺も

私は必要でないかなと思ってございます。大きな課にすることによって、当然メリッ

トもあるのでしょうけれども、なかなかメリットばかりではいかない部分があるのか

なと思いますので、その辺を総体的にどのようにお考えになっているのか、お知らせ

いただきたい。 

 それから、私の先ほどの通告書の中で質問させていただいている使用料の関係でご

ざいます。特にパークゴルフ場でございますけれども、これは利用されている町民の

方々は相当の数になろうかと思いますが、一つの太陽の丘以外については、全部無料

になってきてございます。これについて、パークゴルフ場と称するものが１カ所だけ

有料になっているということでございますが、ほかの町村、十勝に１８の町村と帯広

市が１つあって１９の市町村がありますけれども、ほかの町村の動向がどのように

なっているのか。例えば、ある町では全部のパークゴルフ場を無料にしているとか、

その部分をお知らせいただきたい。 

 それから、組織機構の中で、非常に飛んで申しわけないのですけれども、再三、決

算委員会等々で申し上げているように、条例定数よりほぼ５０名ほど少ない定数で今

正職員は業務に当たっていただいていると思いますけれども、その中で、定数外職員

という方が８０名以上でしたか、９０名ほどおられると思いますけれども、これらの

方々については、どのようなお考えをしているのか。今回、町長の答弁でもあります

ように、行政改革推進委員会の方々からも答申が出ている部分にもありますように、

町民の皆さんとコミュニケーションをとるということになってきますと、非常に職員

の方々の負担のウエートが大きくなってくるということでございますので、条例定数

までもっていくということではなくて、もうちょっと定数の部分で職員化を図り、定

数外職員の軽量化を図っていくというのも一つの方法でないかと思っておりますので、

その辺をどのように考えているか。 

 スタッフ制については、責任の度合いというのは考え方でございますから、町長おっ

しゃったようにスムーズにいっているのだということであると思いますけれども、町

民の方々から見て、非常に敷居の高い役場に入ってきたときに、どこに何をどのよう

に相談したらいいのかということがなかなかわからないという部分を私は聞き及んで
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おります。その辺をどのように考えているのか、考え方があれば教えていただきたい。 

 それから、組織の中で、これは基本中の基本でございますけれども、いろいろ間違

いはあってはならないのですけれども、近年、非常に業務が多くなってきた部分もあ

りまして、他の町村でも非常に町民の方々に、村の方々に御迷惑をかけている部分が

あろうと思いますけれども、基本は、組織の中で上司に報告をし、連絡をし、相談を

していくということでございます。これはわかりやすく言うと、報連相という言葉で

例えられておりますけれども、その辺をどのように皆さんに周知していくのか。２５

０名を超える３００名近い職員の方々に基本中の基本を求めていくのが筋だろうと思

いますけれども、何点かにまたがりましたけれども、冒頭お話ししました、ちょっと

聞き取れなかった部分があるので非常にダブっていると思いますけれども、明確な御

答弁を求めるものでございます。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 再質問の答弁をさせていただきますが、まず、個人情報の関

係ですが、もちろん個人情報保護法はおっしゃるとおりでありまして、よく自治会長

さん方を中心に個人情報の扱いについて、いろいろ今までも御苦労なさっているもの

がありましたけれども、私どもの皆さん方にお伝えしている部分につきましては、個

人の不利益になるようなことについては、個人情報としては、これはやっぱり大事に

取り扱わなければなりませんから。ただ、その逆に、その人たちを守るとか、安全性

を確保するとか、そういうことについては積極的に自治会の会長さん方初め、担当し

ていただく方々にはしっかりと情報提供するということにさせていただいていますの

で、この辺については、引き続き、個人情報の保護の観点を逸脱しないようにしっか

りと対応していきたい、このように明確にしているところであります。 

 また、自治会に加入していない人の対応、またこれ不平等になるということであり

ますから、これは御質問のとおり、それぞれ各自治会の研修会、会長さんの研修会な

どでしっかりと、また、これらの実態を含めて、報告、見解をぜひ示していきたいと

いうふうに思います。 

 次の大課制の弊害でありますけれども、これは、私どもはそれぞれ行革含め、構造

改革で、こういう財政状況でありましたから、それをどう住民サービスを落とさない

ように、しっかりと住民のニーズに応えるような運営をしていくかということを含め

て、これは大きなくくりの中で、より利用しやすくて、そして、職員の中もその中に

スタッフ制を入れることによって、縦割りの今までの業務から横断して幅広く複数の

業務ができると、こういうことで、より明確に業務ができることと、さらにまた、住

民サービスがそこで完結できると、このようなことも含めて大課制をとってきたとこ

ろであります。 

 ただ、御質問にありますように、ただ大きくすればいいということでなくて、住民

課への統合もそうですし、さらに保健福祉課も非常に幅が広くて、現場も多かったで
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すから、これを子ども未来課を設置して、その子供の部分を独立させるとか、このよ

うな見直しも含めてやってきているところでありますので、今までの機構改革の見直

しの中で、課の統合だとか、また、分割ということも含めて、よりスピーディーな、

そして少数の中で行政効率が上がると、こういうことで、この大課制もスタッフ制も

導入してきたところであります。 

 また、さらに、バスの利用については、担当のほうからまた答弁をさせていただき

たいと思います。 

 あとは、それぞれスタッフ制での来客時の対応などを含めて、これはファイリング

システムを導入して、それぞれ来客の皆さん方がそこに座って窓口対応できるという

ことで、それは相談内容だとか手続内容が非常にスムーズにできるようになりました

し、職員もみずから来客の際には声をかけて、どのような用事か聞くということに努

めておりますので、この辺については、なかなか聞けない人も中にはいるかもしれま

せんが、そういう利便性も含めて、しっかりとこのスタッフ制の中で対応させていた

だいているのと、あと定数外の、９０名になっているということでありますが、これ

は財政の中もありますけれども、やっぱり少しでも町民の皆さんの利便性を高めるた

めに、適切な財政含めてしっかりと期待に応える行政運営のために、少人数で大きな

成果を集めるということも含めてこのような体制になっていて、そしてさらに、定数

外の臨時や、またパートの職員の皆さん方に御協力いただいて、行政の効率的な運営

をしているということであります。 

 さらに、報連相の関係ですが、これらは本当に言われるとおりでありますから、私

どもの意向も含めて全職員にしっかりと周知するためには、課長等会議も必ずその部

分についてはおろさせていただきながら、さらに職員の研修などを通じて、しっかり

とした形の中で、この行政運営については一体となって推し進めると、そういう報連

相を軸とした連絡体制、連携体制をしっかりととっていくということで努めさせてい

ただいています。 

 あと、それぞれもう一度お話ししますけれども、建設課と水道課を統合したのは平

成１７年の４月でありまして、その後、平成２１年の４月が税務課と住民課が統合し

たということであります。さらに、２６年の４月には、保健福祉課から子ども未来課

を分割してきたということでありまして、何人が適正規模かということの御質問はあ

りますけれども、やっぱりその課の中でどういう業務をどう遂行していくかと、それ

に対して必要な職員数が要るということでありまして、その職員数も、今まで、先ほ

ど言いましたけれど、それぞれ係単位に人員の配置をしておりましたけれども、それ

ではなかなか、この人員体制の中では、これからこの厳しい財政状況を含めて、これ

はなかなかそのとおり職員も含めて守っていくということにならないと、そういうこ

とで、そういうことで大課制、そしてスタッフ制を入れて、わかりやすく言えば、当

初は１ .何人分かの仕事をしてもらうと。いろいろな内容の中でそれぞれ縦割りから複
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層的な仕事ができる。例えば、誰かが１人休んでいても、担当がいないからわかりま

せんではなくて、その周りの人たちがしっかりとフォローしながら、それぞれの業務

をお互いに複層しながらこなしていくと、こういうような形の中で導入させて今日に

至っているということであります。 

 あと、まだ担当のほうで答弁させていただく部分ありますが、もし質問の中で漏れ

ているものがありましたら、また御質問いただければと思います。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） それでは、私のほうから貸し切りバスの補助金の関係に

ついて説明をさせていただきます。 

 まず、２７年度の実績について御報告させていただきます。 

 全体では２６件です。１１１万３ ,０００円を各団体に交付しております。管内の部

分９件です。十勝管外が１７件です。日帰りが１５件、１泊２日が１１件です。 

 御質問にありました、別表第１にある団体で使っているのかという部分でございま

すので、団体ごとに今御説明をしたいと思います。 

 本別町自衛隊協力会が１件、本別町市街地婦人会が１件、単位老人クラブが２件、

自治会連合会が１件、在宅福祉ネットワークが１件、遺族会が１件、身体障害者本別

町分会が２件です。老人クラブ連合会が５件です。赤十字奉仕団が１件、手をつなぐ

親の会が１件、社会福祉協議会が１件、単位自治会が９件となっております。 

 この制度につきましては、対前年より３件、２７万７ ,０００円ほどふえております。

２６年度から拡大をしたという部分で、自治会の部分をふやしたりしております。そ

の部分で拡大になって、２７年度、このような実績になっております。 

 ２８年度につきましては、１１月末現在で、ちょっと詳しい中身は数を数えており

ませんが、全体では２４件、１０９万７ ,０００円を今支出しております。 

 あともう１件、特に町長が認めた場合についての団体、貸し出ししているかという

部分なのですけれども、全てこの別表第１の１号団体、２号団体のみを対象として補

助金を交付しております。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 阿部社会教育課長。 

○社会教育課長（阿部秀幸君） 大住議員の御質問にあります、管内のパークゴルフ

場の使用料にかかわる内容、現在の状況ということで御質問ございました。それで、

本別町を除く１８町村についての内訳を述べさせてもらいます。 

 現在、１８町村のうち有料の町村、本別町を除きますと５町村ございます。中身と

いたしましては、音更町、施設６カ所中１カ所有料、更別村、１カ所しかありません。

１カ所有料。大樹町、２カ所中１カ所有料、浦幌町、２カ所中１カ所有料、新得町、

４カ所中１カ所有料となってございます。残りの１３市町村につきましては、無料と
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いう形になってございます。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 細かく答弁をいただきました。また何点か飛び飛びになるか

もしれません。御容赦いただきたいと思いますが、ふれあいバスの関係でございます。 

 先ほど課長のほうから答弁がございましたけれども、団体については、全部の、１

号団体の中で全部ではないということですね。したがって、私が言いたいのは、ここ

に何年か前に載せたこの団体の方々は補助金出しますというのは制度で進んでいると

思うのですが、使わない理由はいろいろあろうと思います。私が冒頭から質問させて

いただいているのは、昔のようにある程度無料でバスを出したらどうかという部分も

含めて言っているのですが、これは財政的に出費するということに伴うことであれば、

やはり町民の皆さんともっともっと協議をしていくのが筋でないのかなと思います。 

 皆さん御承知かと思うのですが、自治会で行こうと、こういう団体に登録されてい

る人でも、１泊で親睦を深めていきたいとなれば、わかりやすく言うと、そこの温泉

なりホテルの方々に迎えに来てもらって、乗っかっていって、１０人でも１５人でも

乗っかっていって、お風呂に入って帰ってきてということになろうかと思います。そ

れで、補助金をもらって云々ということをしていないのが結構あるのでないかなとい

うふうに私も聞こえてございますので、この辺は、町民の皆さんのいろいろな団体も

こうやってつくったぐらいですから、これを見直した中で、再度こういう縛りをつけ

るのかつけないのか、やはり町民の皆さんに少しでも心にゆとりを持ってもらうため

に、バスを提供しながら進めていくというようなことも考えたらいいのではないかと

いう趣旨で質問させていただいているわけでございます。 

 町長の答弁にもありましたように、財政的に大変だからというのは皆さん理解して

いるはずなのですね。財政が大変だからという１点だけで進めていくべきことではな

い部分も確かにあろうと思います。その辺をどのように考えているのか、再度質問さ

せていただきたい。 

 それと、飛び飛びで申しわけないのですが、パークゴルフについては今担当の教育

委員会のほうから答弁がありました。帯広を入れて１９ですか、市町村があった中で、

５町村のみが１カ所ずつ有料で進んでいるというような内容かと思いましたけれども、

違ったら後で言ってください。そのように聞こえたので、私の勘違いかもしれません

けれども、そういうことであれば、きちっと答弁を直していただきたい。質問の仕方

が悪かったかもしれませんが、先ほどでは、有料では５町村が進んでいるというふう

に聞こえたものですから、違うのであれば担当のほうから再度答弁を求めるものでご

ざいます。 

 何を言いたいかということになりますと、使用料をいただく最大の趣旨は、町民の

皆さんに、そこの維持費も含めて行政改革を進めてきた中でございますけれども、半
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分程度の負担をいただくというのが行政改革走り出しの大意でございます。なかなか

これは財政的にだとか人口の減、１回目の行政改革が平成１１年からですから、おお

むね１８年ぐらい過ぎてきてございますので、そのときの人口が１万人超えて、今７ ,

４００～７ ,５００ということになれば、使用料でいただくのがいいのか悪いのかとい

うことも含めて、大幅に見直していくべきでないかというふうに認識しているわけで

ございまして、その辺はどのようになっているのか、再度答弁を求めるものでござい

ます。 

 それと大きな課になった部分でございます。これは、町長も答弁の中で人件費の問

題でおっしゃっていると思うのですが、課長を少なくするから財政的に云々というふ

うに聞こえる部分あるのですが、財政的に、先ほども言ったように、職員の皆様が働

く気持ちになるかならないかということも含めて、それは当然町民の皆さんが役場に

来て、いろいろな部分で協力していただける云々という話にもなるものですから、そ

の辺だけ町民の皆さんに主眼を置いた行政の運営といいますか、そういうことができ

ないのか。私はできるのではないかなと思いますし、その辺は、再度、どのように考

えているのか、お伺いしたいと思っております。 

 行政改革全般でございますから、非常に多岐にわたって、答弁される側の人も大変

かと思いますけれども、今回１０月に、冒頭申しましたように、町民の方々から出て

いる行政改革推進委員会から答申が出て、いろいろなお話が出てございます。総合計

画ともマッチする部分でございますので、どのようにリンクさせていくのか、その辺

も町長の行政手腕が問われるところだと思いますので、ここは町民の皆様に、先ほど

の自治会連合会の総会だけでなくて、折に触れて町民の皆さんのほうに入っていって、

こういう大きな行政改革の転換期ということになれば、それを進めていくのが筋でな

いかと。 

 蛇足でございますけれども、十三、四年前にごみの有料化やら町村合併、行革の進

め方については、職員の皆さんは本当に汗をかいた中で、町民の皆さんに理解してい

ただくべく日夜説明会に臨んでいたというふうに私も認識してございますので、その

辺も踏まえて、町民の皆様に理解をいただきながら、負担をいただくものは負担をい

ただく、行政としてサービスしていくものはサービスしていくというような考え方が、

何回も申しわけないのですけれども、それがあるのかないのか、お話を賜りたい。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） バスの補助金の関係ですけれども、ふれあい号を廃止すると

いうことですね、議論もそうですけれども、ただ廃止して何も使いませんということ

では、これは本当に御質問のとおり、地域のコミュニティーも、その触れ合いも全部

なくなってしまいますから、こういう厳しいときだけれども、今までほとんど無料だっ

たものも、今御質問にありますようにごみも含めて一定の負担をしていただくという

ことが、やっぱり危機を乗り切るということで、大事なところで皆さんに理解をいた



－ 36 － 

だきながら、この行革の使命を含めて、町民の皆さんの御理解をいただきながら、各

種使用料、手数料を含めて有料化にしてきたという経過があります。 

 バスの部分については、そのときにもずっと本当に多くの議論をさせていただきま

したけれども、できる限り、今御質問もありましたけれども、団体の中で利用すると

きは、例えば宿泊するだとか日帰りだとか、ホテルだとかそういう宿泊施設を使うと

きは、そこのホテルや企業の持っている送迎のバスをなるべく使わせていただくだと

か、さらに、また目的が別なものについては、一定の範囲の中で、今定めている団体

に対する補助を出そうということで、その補助をしました。それも何回も議会でも質

問いただきながら、その都度、改正をさせていただいて、少しでも利用していただけ

るような部分について改正してきているところでもありますが、財政のみということ

でなくて、基本的には当時の財政の構造からは何も固定していることは全然まだない

ということでありますから、相変わらず交付税は１２年をピークに、これだけの厳し

い中で財政運営しているということは基本に据えて、これを何とか維持できるように

健全財政、そして、住民サービスを落とさないと、こういうことを含めて行革推進委

員会の中での答申もしっかり出されるということでありますから、この部分について

は、それぞれ調整をしながら、また見直しをしながらも、その基本的な部分をしっか

りと維持しながら努力していくということでありますので、ここも御理解いただきた

いなというふうに思っています。 

 さらに、大課制の問題でありますが、これは大課制、例えば住民の皆さんの一番は、

財政だけでなくて、一番は、住民の皆さんがよりわかりやすく、そして利用していた

だきやすいという、そういうことも含めて、住民サービスの向上のためにまず大課制

というか、さらにまた窓口の対応なんかも含めて、その１カ所に来ていただければ、

そこでほとんどの用事が済むと、こういうことを含めて、あのような形にさせていた

だきました。そして、職員側の体制は、情報公開もできないような、そのような書庫

のあり方なんかありましたから、書類のあり方もありました。それにファイリングシ

ステムを入れて、当時のファイリングシステム導入のときは、大住議員も一番担当し

てくれていましたからよくわかると思うのですが、今の情報、ことしの情報というの

ですかね、書類や何かが何分間の中でそれをすぐ引き出せると。３年以降のやつは、

また書庫に置いて、どこに書庫にというのを全部パソコンに入力して、書庫のどこに

行けばどういうものがあるということで、しっかりと書類の整理をして、より利便性

を高めて、業務もスムーズにできると。だから、例えば、私がほとんど業務を知らな

いというのは極端な例ですけれども、例えば日直さんがいなくても、どういうものを

お願いできますかという話になれば、すぐそこで、そういう書類の整理の仕方でお互

いに仕事がスムーズにいくと。このようなことを含めても、いろいろ工夫をしながら

大課制にもってきて、そして、住民の利便性を高めて、そして、効率のいい行政運営

をしていくと。こういうことを主眼としてやってきているところであります。 
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 その一環として、流れとして、スタッフ制も含めて、何回も言いますけれども、縦

割りの係でなくて、その中に入れた。大課制の中では、課長職を減らして財政を動か

すなんていうことでは決してありません。先ほども答弁しましたけれども、課長職の

人数も補佐の人数も、逆に補佐の人数は大課制の中でさらにふえているということで

すね、多く配置して、重厚な体制をとっていると、こういうことにさせていただいて

いますので、その辺も御理解をいただきたいなというふうに思っています。 

 全般については、このような工夫をしながら、職員の皆さんと知恵を絞って、より

一層の効率のいい健全財政を主眼として、今後も財政の切迫した状況にもしっかり耐

え得る、そのような財政運営をしている、その一環だということを含めて御理解をい

ただきたいというふうに思います。 

 以上申し上げて答弁とします。 

○議長（方川一郎君） 阿部社会教育課長。 

○社会教育課長（阿部秀幸君） 先ほどの私の説明の仕方が悪かったのでしょうか、

本別町を除く１８町村というふうにお話ししましたので、済みません、本別町を含め

ますと６町村ということになります。本別町を入れるとですね。さっき１８町村とい

うふうにお聞きしたものですから、申しわけございません。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 冒頭からも質問の量がかなり多くて、なかなか細かく御答弁

いただいていない部分もあろうかと思いますが、押しなべて行政改革という全体的な

枠を捉えますと、町長も再三おっしゃっていますように、再考する、考えてみる、検

討するようなお言葉だったと思います。議会での答弁でございますから、それはその

ように進めていただけると思いますけれども、何を言わんかということは、一度決め

たことだから立ち戻らないのだということでなくて、町長も先ほど自分の立場で例題

的にお話しいただいていますけれども、本当に行政改革を進めてきた時点と今とでは、

まず基本となる町民の皆さんの人口が全然、３ ,０００人近く違うということでござい

ます。これらを考えたときには、やはり一つ大きく立ちどまるのも必要でないかとい

うことで、私はこういう考え方のもとに質問させていただいているわけでございまし

て、ここをどうするこうするというのは、先ほど一例だけ申しましたけれども、大課

制を進めている現状がある中で、何回もくどいようでございますけれども、今回の不

適切な処理云々ということも一因としてあるのでないかなということで私も思うもの

ですから、やはり基本中の基本の報連相の話をさせていただきましたし、組織として、

やはりもう少し町民の皆さんサイドに立った形で行政の運営をしていくべきでないか

なというふうに認識しているところでございます。 

 町長に一言、長く町長をやっている方ですから、私ごとがどうのこうのということ

でございませんけれども、行政改革云々については、町民の皆さんに著しく御負担な

りかかってくる政策の一つかというふうに認識してございます。山に登る登山者の方
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が一番申すのは、頂上をきわめるだけが勇気でないと。天候だとかいろいろな条件の

中で引き返すことが一番の勇気なのだということでございます。ここは、先ほども私

もお話しさせていただいたように、使用料の話からいろいろございますけれども、一

度町民の皆さんからのそういう答申も出た中、また、総合計画とそんなに年数的にも

遜色がないということであれば、今、来年の予算編成真っ盛りかと思いますけれども、

その中で新年度に向けた予算編成にも大きく反映させていくべきでないかと思います

ので、その辺を含めて町長のお考えを伺いたい。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 大住議員の御質問のとおり、私どももそのとおり思っていま

す。これはそのときの状況、情勢、また背景によって、こういう施策、こういう課の

つくり方、こういう政策、制度の仕方というのはありますよね。当然、人口動態もそ

うですし、財政状況もあわせてそうですから、それに合わせて、どうやったら住民サー

ビスを下げないで、しっかりと効率よく行政運営ができるかと、これがやっぱり基本

だというふうに思うのですね。 

 ですから、一回決めたから絶対つくらないとか直さないではなく、常に見直しをし

ながら、必要なところの必要な体制だとか、必要な制度、仕組みについてはしっかり

やっていくと。だから、無料化についても、それぞれコストの面だとか、また維持管

理を含めて、本当にこれを有料化するために余計資金がかかっているとか、予算がか

かっているとか、こういう部分も中にはあるでしょうし、また、こういう団体で使え

ば減免になるのに、同じような団体が使うとここは減免がないとか、いろいろまたそ

ういう不均衡な部分も出てきたりなんかしますから、それは常に見直しさせていただ

きながら、しっかりと予算にも含めて反映できるようにもちろんしていきますし、無

理して有料だから有料を続けるとか、課がこうだからこのまま続くとか、そういうこ

とでは決してありませんので、あくまでも、何回も繰り返しになりますけれども、本

当に効率のいい、そして、また住民サービスをしっかりとこれからも持続、継続でき

る、そのことを念頭に置きながら、いかに住民の皆さん方の暮らしに寄り添った、そ

して密着した予算、行政運営ができるかということに気を配りながら対応していきた

いと思いますので、今御質問いただいたこともあわせて、これからの予算にも反映さ

せていただきながら、それぞれ見直しを含めて実施していきたい。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 町長から極めて、失礼な表現をしますと、前向きな御答弁い

ただいたと思います。 

 おおむね終盤に近づいてきたと思いますので、私のほうから最後の確認といいます

か、町長から大きな意味での今お考えを伺いました。細かく何点か質問させていただ

いていますが、細かく言いますと、パークゴルフ場だとか体育施設も含めてですが、
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使用料の問題。１点だけ言いますと、パークゴルフ場については無料化にしたらどう

かということ。それとバスについては、先ほどの１号団体等々は当然見直すというよ

うな考えでございますから、どのようになるのか。それから、個人情報等々について

は、自治会連合会の役員会等々に町民の皆さんのほうにお知らせするというふうに解

釈してございます。 

 ほか、るる多くの質問をさせていただいてございますけれども、今、町長の答弁の

中で私も理解したつもりでございますし、いろいろやりとりの中でございますから、

行き違い等々もございますけれども、行政改革全体として、町長も今踏み込んだ答弁

かと思いますので、予算に反映するということの言葉もいただきました。この辺を予

算委員会等々で確認はさせていただきますけれども、その辺を再度、使用料について

は、先ほど教育委員会サイドから答弁がございましたのですが、こっちの部局、あっ

ちの部局ということでなくて、どういうふうになるのかわかりませんけれども、その

辺も含めて御答弁をいただきたい。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 使用料も手数料もそれぞれ、町民の皆さんに組織をつくって

いただいて、そこで慎重な審議をして、大事なところを決定していただくということ

ですから、これを改正するためには、上げるも下げるも、無料も含めて、しっかりと

そういう手続を踏みながら、あくまでも使用料、手数料審議会の皆さん方の慎重な審

議をしっかりと私ども受けとめて、見直すところはちゃんと見直すと、こういうこと

で進めていきたいと思いますし、行政全般、まさに今御質問のとおりでありますから、

一度決めたらそのままずっと突っ走るということで決してありませんので、必要な範

囲の中で、また、当然として財政状況も含めて改善するところは改善して、見直すと

ころは見直して、しっかりと町民の皆さんの願いに沿って行政を運営していくと、こ

ういうことに努めていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上であります。 

○４番（大住啓一君） 終わります。 

───────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（方川一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。御苦労さまでした。 

散会宣告（午後 ２時１４分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 
──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 
○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第８６号 
○議長（方川一郎君） 日程第１ 議案第８６号平成２８年度本別町一般会計補正予算（第

１５回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） 議案第８６号平成２８年度本別町一般会計補正予算（第１５

回）について提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、臨時福祉給付事業の追加、認定こども園施設整備事業補助基準額の変更

及び補助要綱の見直しによる予算の組み替え、地方道路整備事業の施工箇所の見直しによ

る残、その他執行済み事務事業に係る計数整理が主な内容であります。 

 それでは予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、８,８９５万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億１００万１,０００円とするものでありま

す。 

それでは、事項別明細書により、補正の主なものについて説明をさせていただきます。 

１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 ２、歳出でございますが、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費８節報償費ふるさ

と納税３００万円及び、次の段、１２節役務費ふるさと寄付金業務手数料９５万円の補正

は、寄付者がふえることによる、返礼品の対応等によるものであります。 

 次の８目企画費１９節負担金補助及び交付金、地方バス路線運行維持対策費３０４万７,

０００円の補正は、帯広陸別線運行に係る経常収益の減及び経常費用等の増による補助金

の増額であります。 

 下段にあります１３目情報通信費１１節需用費１５０万円の補正は、電柱移設に伴う光

ケーブル移転件数の増加によるものであります。 

 次の段、１４目基金費２５節積立金財政調整積立金２,１７２万３,０００円の補正は、

歳入歳出調整分として、基金に積み立てるものであります。 

 なお、財政調整基金は、平成２８年度末で１４億５,１１８万７,０００円となる見込み

であります。 

 次の個性あるふるさとづくり基金６００万円の補正は、寄付者がふえることによるもの

で、なお、平成２８年度末で個性あるふるさとづくり基金は寄付金額３千万円を見込んで
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おります。 

 飛びまして、１６、１７ページをお願いいたします。 

 中段にあります３款民生費１項社会福祉費４目臨時福祉給付費２,７１５万７,０００円

の補正は、国の平成２８年度補正予算に係る経済対策といたしまして、実施されるもので

す。受付期間が平成２９年３月１日から６月１日まで、給付が４月から開始されることか

ら、平成２８年度執行分と平成２９年度繰越予定分となっております。 

 なお、下段にあります１９節負担金補助及び交付金２,４７５万円の補正は、給付額１人

１万５,０００円の１,６５０人を見込んでおります。 

 次のページをお願いいたします。 

 中段にあります３項児童福祉費１目児童福祉総務費１９節負担金補助及び交付金中、認

定こども園施設整備事業補助金１,２５５万２,０００円の補正は、国の補助基本額の変更

により増額するもので、次の学童保育所運営協議会３０万円の補正は、支援の必要な児童

の対応のため指導員の増員によるもの、次の病後児保育施設整備補助事業９３２万４,００

０円の補正は、認定こども園施設整備事業に対する国の補助要綱の確定によるもので、国、

道、町それぞれ１０分の３の負担となります。 

 ２段下、４目特別保育費７節賃金１２６万６,０００円の補正は、人事異動に伴う臨時職

員の減により、パート保育士の増員によるものであります。 

 下段の４款衛生費１項保健衛生費２目母子保健費１３節委託料妊婦健康診査４７万２,

０００円の補正は、受診者の増によるものであります。 

 次の段、３目予防費１３節委託料予防接種技術１３５万２,０００円の補正は、日本脳炎

ワクチン接種者の増によるものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

 下段にあります４項病院費１目病院公営企業費１９節負担金補助及び交付金３,５２４

万４,０００円の補正は、いずれも繰入基準に基づく収支決算見込みによるものであります

が、次のページをお願いいたします。上から６行目にあります、太陽の丘温泉水維持管理

経費９４万１,０００円の補正は、落雷により被害を受けました温水ポンプ自動制御装置修

繕を行うものであります。 

 中ほどにあります６款農林水産業費１項農業費４目畜産業費１９節負担金補助及び交付

金８０万円の補正は、農業経営力向上支援事業として、複数農家等の２法人設立に対する

補助金であります。全額、道からの補助金となります。 

 次の２４、２５ページをお願いいたします。 

 中段にあります８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１１節需用費２

１３万１,０００円の補正は、車両修繕の増によるもの。次の１８節備品購入費中除雪機５

６万６,０００円の補正は、歩道用除雪機１台が使用不能のため更新するものであります。 

 次の３目道路新設改良費１５節工事請負費２,８８５万円、次の２２節補償補填及び賠償

金１１５万円の減額は、地方道路整備事業の国庫補助金要望等に対する交付決定額の減に
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より、町道勇足元町５号通り歩道拡幅改良舗装工事の未実施によるものであります。 

 次の４目橋りょう維持費１３節委託料２３０万円の減額、次の１５節工事請負費２３０

万円の増額は、橋りょう長寿命化事業費の変更によるものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

 中段にあります５項住宅費１目住宅管理費１１節需用費、修繕料１０５万５,０００円の

補正は、公営住宅等の入居者退去に伴う修繕が増となったことによるものであります。 

 次の段、９款１項消防費２目非常備消防費８節報償費、消防団員退職報償金９７万１,０

００円の補正は、消防団員１名退職によるものであります。 

 次の９節旅費中、費用弁償１０９万７,０００円の減額は、消防団員の災害出動回数の減

によるものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

 １０款教育費１項教育総務費２目事務局費７節賃金中、学校臨時講師９１万３,０００円

の補正は、チームティーチングの業務数がふえたことによるものです。 

 次の段、２項小学校費１目学校管理費１１節需用費、修繕料４２万６,０００円の補正は、

スクールバス２台の修繕を行うものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費１３節委託料アスベスト含有量分析２０万円の補正

は、町体育館煙突用断熱材使用煙突状況調査によるものであります。 

 一番下段にあります４目学校給食費１８節備品購入費４９万６,０００円の補正は、学校

給食費収納管理システム用パソコンプリンター１台が使用不能により更新するものであり

ます。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入を説明いたします。 

 ６ページ、７ページにお戻りください。 

 上から２段目にあります１２款使用料及び手数料１項使用料６目土木使用料２節都市計

画使用料７６万８,０００円の減額は、この度の台風被害により、本別公園のゴーカート及

びボートの貸し出し日数が減になったことによるものであります。 

 次の１３款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金２,

７１５万７,０００円の補正は、歳出で説明いたしました臨時福祉給付事業に対するもので

あります。 

 次の３節児童福祉費補助金中、保育所等整備交付金１億３,８２４万円、次の認定こども

園施設整備交付金５,３３０万円の減額は、国の補助対象事業の見直しにより、北海道を経

由して交付されることになり減額するものであります。 

 次の子ども・子育て支援整備交付金３１０万８,０００円は、認定こども園施設整備内病

後児保育部分整備事業に係る補助金の確定によるものであります。 

 次の５目土木費国庫補助金１節道路橋りょう費補助金２,１５２万６,０００円の減額補

正は、歳出で説明しました事業の未実施によるものであります。 
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 次のページをお願いいたします。 

 ８ページ、９ページ中ほどにあります１４款道支出金２項道補助金２目民生費道補助金

４節児童福祉費補助金中、安心こども基金は、補助要綱の変更により、保育所緊急整備事

業１億４,１３１万円、認定こども園整備事業５,４５０万円として、歳出で説明しました

認定こども園整備事業に対する補助金であります。 

 次の子ども・子育て支援整備交付金３１０万８,０００円は、認定こども園施設整備内病

後児保育部分整備事業に係る道交付金であります。 

 次の４目農林水産業費道補助金１節農業費補助金８０万円の増額補正は、歳出で説明い

たしました農業経営力向上支援事業に対する補助金であります。 

 下から２段目、１６款１項１目寄付金１節総務費寄付金６００万円の補正は、個性ある

ふるさとづくり基金への寄付がふえることによるものであります。 

 次の段、１８款１項１目繰越金１節前年度繰越金６,９７５万７,０００円の増額は、平

成２７年度の繰越金確定による補正で、繰越金総額は１億４７５万７,０００円となります。 

 次のページをお願いいたします。 

 １０ページ、１１ページ、上段の１９款諸収入５項１目７節雑入中、町村有建物災害共

済共済金１９６万５,０００円の補正は、平成２７年１０月８日発生の強風で被害を受けま

した歴史民俗資料館の屋根修繕に対する共済金であります。 

 ５行下、災害被害見舞金１５１万５,０００円の補正は、この度の台風被害に対する見舞

金で、帯広市、中央コンピューターサービス株式会社十勝営業所様から５０万円、北海道

町村会様から６万５,０００円。この北海道町村会様の６万５,０００円なのですが、今回

の被害に対する災害見舞金で、宮城県、それから秋田県等、全国から１２都県町村会様か

らの災害見舞金３０５万円をいただいております。それを北海道町村会で、均等割４０パ

ーセント、家屋被害割３０パーセント、避難者数割３０パーセントの配分基準により、災

害救助法が適用された１９町村へ配分したものであります。 

 株式会社北海道日本ハムファイターズ様から４万７,０００円、北海道日本ハムファイタ

ーズ選手会様から４万７,０００円、ファイターズ台風災害義援金募金活動会様から５０万

６,０００円、日本共産党北海道委員会様から３５万円の見舞金であります。 

 次の池北三町行政事務組合消防負担金精算還付金２２５万４,０００円の補正は、池北三

町行政事務組合消防組合が本年３月末で解散したことによる精算金であります。 

 次の段、２０款１項町債５目土木債１節道路橋りょう債１,０４０万円の減額は、いずれ

も事業費の確定によるものであります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に４ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為補正は、１、変更、事項、学校法人釧路カトリック学園が金融機

関より借り入れる本別町幼保連携型認定こども園建設事業資金に係る元利償還の助成、限

度額中、８億１,１６８万２,０００円を８億４,００２万４,０００円に、本別町幼保連携

型認定こども園施設整備補助金を本別町幼保連携型認定こども園施設整備補助金及び病後
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児保育施設整備補助金に改めるもので、期間の変更はございません。 

 次の５ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債補正でありますが、１、変更、これは、事業量、事業費の変更等により

限度額を変更する内容であります。起債の目的、辺地対策事業、限度額８,２９０万円を８,

３７０万円に、過疎対策事業、限度額３億５,６９０万円を３億４,５７０万円に変更する

もので、起債の方法、利率、償還の方法は変更はありません。 

 以上、平成２８年度本別町一般会計補正予算（第１５回）の説明とさせていただきます。

よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は、歳入歳出、地方債補正など一括とします。 
 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） まず１３ページの上にある、ふるさと納税の関係なのですけれ

ども、行政報告で一定の数字等出されていますけれども、ちょっと初日いなかったもので、

もしだぶったら申し訳ないのですが、１つは差し引きですね。寄付額の総額と返礼品と、

あるいは先ほど若干の経費があるということなのですけれども、差引額が現時点でどうな

ってるか。町のホームページでは、９月期までの内容が詳しく載っているのですが、それ

から大分金額も大きくふえてるなというふうに思っておりますが、現在差し引きでどの程

度になってるか伺いたいというふうに思います。 

 それから、町のホームページで紹介されている中間期分ということで、先ほど言ったよ

うに９月までの分なのですが、この中に６項目、寄付項目の分野というか、こういうふう

に使いますよということがホームページで紹介されてるのですけども、いろいろあります

けど、一番目は福祉でまちづくり推進事業というのがあって、全体の１５.７パーセントを

使いますよっていうような趣旨だというふうに理解しております。６項目に、町長が必要

と認める事業ということで、この時点での報告の数字では４２.６パーセントが、その町長

が必要と認める事業ということで使うというような趣旨だというように理解していますけ

ども、この内容について、もう少し詳しく、例えばこんなことですよということを伺いた

いということになります。 

 それから１７ページになりますが、先ほど説明があった臨時福祉給付金ですが、今年度

と来年度に繰越分ということで今回補正があるのですが、対象者に対する給付の到達点、

あるいは取りに来てない人というか、受けてない人がいるとすれば、その周知方法等につ

いてどういうふうに対応しているのか伺いたいと思います。 

 それから２５ページになります。土木費の関係で、これも説明ありました１８節の備品

購入費ですが、車両小型除雪車、三角の３６６万４,０００円、そして除雪機５６６,００

０円ということで、この内容は除雪車じゃなくて除雪機を購入するという趣旨なのかどう

なのか、その辺確認の意味で伺いたいと思います。以上、３点について伺います。 
○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 
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○総務課長（大和田収君） まず１点目のふるさと納税の関係について御答弁させていた

だきます。ことしの６月から予算化をいたしまして拡大を進めてきておりました。６月か

ら順次、専用のポータルサイトからの直接申込、それからクレジット決済の導入、それか

ら総合支援業務によります返礼品の拡大という形で、今回、見込みで３千万円というふう

な予算を組んだところであります。２８年度、導入にあたりまして、寄付額３千万円に対

しまして、寄付額が１万円が大体９割を占めております。それで返礼品が当然半分の１,５

００万円になりますので、それから先ほど言いました支援業務の手数料等ありますと大体

５００万円くらいかかります。２８年度では返礼品を含めた経費の支出が２千万円という

形を見込んでおりますので、大体６６.７パーセントくらいが経費になっているのかなとい

うふうに思っております。 

 それから、２点目の中間期における部分で、町長が必要と認める事業で４２.６パーセン

ト、これについては私ども、この寄付が、やはり寄付をされた方が何に寄付されたかがわ

かりやすいというのが特徴な部分であります。この６つのメニューを提示した中で、寄付

額が事業化に必要な目標額に達する、あるいは一般財源を補てんする事業として考えてお

ります。新年度の当初予算におきまして、必要、適材に応じた予算を組むということで、

町長が必要と認める事業については、その年度当初に本町が進める事業の中で使っていき

たいというふうに考えております。以上です。 

○議長（方川一郎君） 村本保健福祉課長。 
○保健福祉課長（村本信幸君） 阿保議員から御質問のありました臨時福祉給付金の関係

ですけども、今現在予定をしておりますのは、申請を３月１日からスタートさせまして、

支給を４月１日からということで、今準備を進めております。それで、周知の方法に関し

ましては、今現在予定をしておりますのが、まず広報紙のほうにちらしの折り込み、これ

を行いまして、そして広報の暮らしの情報紙かけはしですね、そちらのほうにも案内を随

時載せていきたいというふうに考えております。かけはしについては４回ほど載せる予定

でおります。 
 それで、今回の給付金の支給要件ですけども、ことしの８月から実施をいたしました臨

時福祉給付金と同じ支給要件の方が対象になります。それで今回、ことしの８月の給付金

を受けられた方につきましては、また新たな給付金の御案内と、申請書等を送付をしてい

きたいというふうに考えております。ただ、支給について辞退をされた方ですとか、ある

いは支給の申請をされていない方もいらっしゃると思いますので、先ほど申しましたとお

り、ちらしですとか広報、そういったものを通じて繰り返し周知のほうを計っていきたい

というふうに考えております。以上です。 
○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 
○建設水道課長（大槻康有君） １８節の備品購入費の車両の関係ですけども、備品購入

ということで、小型除雪車につきましては社会資本整備総合交付金事業によります雪寒車

両の購入事業で買っております。これは小型ロータリー車でございまして、走る車、運転
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して乗る車ということで、普段は歩道の除雪、幅の広い歩道の除雪とか、夏場の草刈り、

アタッチメントをつけまして、やっていくというものでございます。これは今回事業化し

たということは、購入が平成１３年でございます。ほぼ１５年が経過しましたので、補助

事業の購入の対象になったということで、今回更新をしているものでございます。お金に

つきましては、３６６万４,０００円は執行残でございます。 
 続きまして、除雪機のほうでございますけども、これにつきましては歩道の手押しの除

雪機械でございます。現在ある機械が、やはり古い機械でございまして、平成１１年に購

入しておりまして、もう１７年がたっておりまして、修繕が相当かかっております。もう

部品等もございませんので、今回購入ということに。原因としましてはエンジンが不動に

なったということでございます。これは手押しの除雪機械の購入でございます。 
○議長（方川一郎君） 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） １７ページの臨時福祉給付金の関係で、年配の方が当然対象に

なると思うのですけども、対象者が窓口に来ることが支給の前提ということになるのかど

うなのか。周知の方法は先ほどのような方法をとられると、ちらしや広報紙ということな

んですけれども、対象になる方でも、そのことがなかなかこう、わからないというか、あ

ともう１つは物理的に来れない、肉体的に来れないというような方の対応というのは、い

つもこの手のものは話題になるのですけども、どういうふうに対応する考えか伺いたいと

思います。 
○議長（方川一郎君） 村本保健福祉課長。 
○保健福祉課長（村本信幸君） 今御質問にあった件ですけども、これまでの給付金を実

施する際、申請受付につきましては総合ケアセンター、それと役場庁舎の子ども未来課の

窓口、それと仙美里、勇足出張所、それぞれで申請を受け付けてもらいました。申請の勧

奨につきましては、例えば高齢者の方のお宅訪問しておりますケアマネさんですとか、あ

るいは民生委員さん、そういった方を通じて周知を計っておりますけども、申請につきま

しては代理の方で窓口に来ていただいて申請書を出していただくことも可能ですので、そ

ういったことも含めて周知を計っていきたいというふうに考えております。以上です。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
 高橋利勝君。 
○９番（高橋利勝君） ２点について聞きたいのですが、最初にふるさと納税の関係です

けども、一応参考のために聞きたいのですけども、例えば本別町民が逆に町外のふるさと

に寄付をした場合は減税措置になるわけですよね。その点ですね、そういった事例がある

のかどうかということと、もし２７年度、そういった積み重ねでどのくらい減税の措置を

しているのか、おわかりになれば、まず１点お伺いしたいと思います。 
 それと、３１ページの保健体育総務委託料、アスベストの含有量分析ということですが、

きのうの一般質問でも質問させていただきましたけども、今回、町体育館の調査というこ

とが出てますが、この町体育館を調査するに至った経過とですね、今後の考え方、きのう
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の答弁では、それは補助メニューが見つかればその他施設も実施するということでしたが、

その辺も含めてお伺いしたいと思います。 
○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 
○総務課長（大和田収君） 高橋利勝議員のふるさと納税にかかわる町民税の、本別町の

方が町外のほうに寄付された場合ですけども、平成２７年度は１５件で１７４万円の寄付

をされております。町民税所得割、差し引きますと３０万３,０００円というふうになって

おります。以上です。 
○議長（方川一郎君） 阿部社会教育課長。 
○社会教育課長（阿部秀幸君） はい、高橋議員の御質問にお答えしたいと思います。町

体育館のアスベストに関する部分の、至った経過ということでございますが、きのうの答

弁の中でもございましたが、設計図書上アスベストを含む建材を使用していないがという

ところで、念のための分析サンプルの採取及び劣化調査を行いたいという御説明をしたと

思いますが、学校施設等における含有、保有にかかわる通達等ございましたが、途中で追

加等、設計図書を確認した際、現状としては対象外のものでございました。それで、再度

１１月の通達のときにですね、目視のもう一度確認というところが来まして、それに伴い

ましてこちらのほうで目視確認をさせていただいております。そうしたときにですね、中

身的にちょっと怪しいのではないかなという所が見受けられました。石綿でいうモサモサ

の状態というかですね、ちょっと見受けられたので、念のために再度調査をさせていただ

きたいというところで、今回上げたところでございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 
○９番（高橋利勝君） 今、調査経過についてはわかりましたけども、今後の対応という

のか、それは調査をしてみなければわからないということにはなるのかもしれませんが、

こういう調査をしてですね、結果として不十分な結果が出た場合には、それはやっぱり当

然のことかもしれないですけど、それは対処するということになると思うのですが、あえ

て今回そういうような調査を踏み切ったというのは今お話あったとおりですけれども、今

後の分は、言えば調査をした結果異常がなければ、それは引き続き目視か何かで継続して

やっていくという、そういう意味なのでしょうか。 
○議長（方川一郎君） 阿部社会教育課長。 
○社会教育課長（阿部秀幸君） はい、お答えしたいと思います。今回、この予算が通り

ましたら、一応現地の、当然同じように設計図書の確認なり目視を当然行います。そして

なおかつですね、中身としては当然サンプルも取らせていただいて、正式な分析調査を行

います。その結果を見て、現状として含有量の飛散に影響を受ける範囲という規定があり

ますので、その範囲の中を見ながら対処をしていく形にはなりますが、もしまずいよとい

うような結果が出た場合については、当然方法について講じなければいけませんので、経

過を見ながら対応させていただくという形になります。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
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 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） ３点ほど、お聞きしたいと思います。 

 まず１点目でございますが、１３ページの中ほど下段のほうになりますか、これは修繕

費の光ケーブルの支障移転、１５０万円の関係でございますけれども、これの中身、いき

さつをお聞かせいただきたいのが１点目。 

 ２点目でございますけれども、２７ページ、土木費の一番上段になりますけれども、公

営・町営・職員住宅の修繕料、１０５万５,０００円ということでございますが、修繕料を

積算していると思いますので、対象戸数は何戸なのかお知らせいただきたい。 

 次、２９ページでございます。これの中ほどの教育費の学校管理費の中の需用費、修繕

料でございます、４２万６,０００円、これは車両ということになってございますが、どこ

の部分で、どこと言うのは学校の関係になるのか、教育委員会の事務局で使っているのか、

車両ということになっていますので、その辺ちょっとかいつまんでお知らせいただきたい。

以上３点でございます。 
○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 
○企画振興課長（高橋哲也君） 光ケーブルの支障移転に関しまして、お答えいたします。

光ケーブルの支障移転、これ電柱移設の内容となってございますけども、これにつきまし

ては、前にもお話しさせていただいたことございますが、基本的には北電柱、あるいはＮ

ＴＴ柱に光ケーブルを共架させていただいているという関係もございまして、北電柱さん、

それからＮＴＴ柱が移設の際にはこれに伴ってですね、どうしても移設、布設がえをしな

ければならないというような内容になってございます。 
 今回、補正させていただいたのはですね、これまで当初予算約４１０万円ほど組まさせ

ていただいておりますが、以前にも指摘を受けておりますが、なるべく年間通して、どれ

ぐらいの見通しの中でどうなのかということは言われておりますけども、なかなかその、

それぞれ事業者さんの都合によりまして、なかなか掴み切れていない状況もございます。

当初予算を組まさせていただくときには、実績数値よりも見込みが見えないというような

こともありまして、約１００万円ほど減額した当初予算を組まさせていただいた経過がご

ざいます。この度、ことしのですね、執行状況が、約４００万円近くまで執行していると

いう状況とですね、それから昨年の実績、大体１月からですね、３月にかけましての工事

実績を鑑みまして、今回要望させていただいたところでございます。最終的に、中身とい

うところでいきますと、それぞれ北電柱さん、ＮＴＴ柱さんというところの新設、撤去と

いうところに今後もなってこようかと思いますが、いずれにいたしましても、１２月から

含めましての、昨年との見合いを見込んだ中での補正予算の要求というふうになってござ

います。以上です。 
○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 
○建設水道課長（大槻康有君） 公営住宅の修繕費の関係でございますが、退去修繕が５

件、維持修繕が１０件となっております。全部で１５件。 
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○議長（方川一郎君） 佐々木教育次長。 
○教育次長（佐々木基裕君） 小学校費の需用費でございます。修繕料４２万６,０００円

につきましては、平成７年と平成８年に購入したスクールバス２台の修繕料でございます。

修繕内容といたしましては、フロントエアスプリング一式、それから車体腐食による板金、

それからフロアー加工を一式を修繕するものでございます。 
○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） 細かく説明いただきました。スクールバスの件は理解いたしまし

た。残り２点について確認いたします。 

 順番逆になりますけど、公営住宅の５件、１０件でございますけれども、これから直す

という想定を含めての、今年度分ということで１５件分を計上したという解釈でよろしい

のか、その確認。 

 それと、光ケーブルの支障移転の関係でございます。これ前もお話ししたことあるかと

思うのですが、北電柱とＮＴＴ柱を利用しているということになれば、これは事前に契約

している段階の話しになると思うのですが、当然道路の側溝付近に建てるということにな

ると、当然道路の用地処理をしていれば、町有地に建てているという電柱になろうかと思

うのですが、その辺を北電なりが会社の都合等々で、お客様の都合で移転し、なおかつ光

ケーブルも乗っかっているので、その部分についての移設費はそちらからある程度ＮＴＴ

なり北電からお金をもらっているのか、今回は純然たる単独費で１５０万円でしたか、計

上しているということになるのか。先ほど説明の中で予算云々ということもございました

のですが、まいとし同じようなことであれば、大事な税金ですから、どうしてもというこ

とであれば仕方ないのですけれども、町の土地に入っている電柱に対しての契約内容とい

うことになりますけれども、この辺の考え方として、どのように考えておられるのか、そ

の辺も含めて。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 
○建設水道課長（大槻康有君） 大住議員の質問ですけども、これにつきましては、この

１５件に対しての１０５万５,０００円ということでございます。通常、１２月から３月の

修繕、大体１３０万円位かかっておりまして、ことしの予算の残額を引いた分という形の

補正予算となっております。 
○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 
○企画振興課長（高橋哲也君） 大住議員の御質問にお答えいたします。電柱の布設がえ

の全てがいろいろな事業があるわけですけども、当然老朽化による更新というのも含まれ

てることになってございます。御心配されていました財源の関係でございますけども、当

然私どもこの電柱移設の部分で、設置者としてこういった予算計上させていただいており

ますけども、一方でですね、雑入のほうで光ケーブルのサービス事業者の負担金としてで

すね、いろいろな維持に係る部分、当然向こうは営業しておりますので、そういった部分

での負担金をいただいております。ちなみに平成２８年度の当初予算では、９７７万７,０
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００円というのを財源として事業しているということになっております。以上です。 
○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） 公営住宅の分については、理解いたしました。最後、課長のほう

で歳入の分も説明いただいて、九百何がしという話だったのですが、その辺突然言われて

も、なかなか皆さんも理解できないと思いますので、お金をいただいているから１５０万

円は云々ということに、そちらの尺度ではなろうと思いますけれども、私どもはやっぱり

皆さんの付託を得て出て来ているものですから、税金を１５０万円使うという考え方ね、

その辺が、いただいているからいいんだでなくて、先ほど当初予算から云々ということも

お話しになったのでね、その辺であれば、どうしても負担いただいた９００万円の中があ

るから１５０万円でいいのだという解釈も通るかもしれませんけれども、補正予算ですか

ら、この時期に１５０万円という話が出て来た経緯をということもお聞きしているのでね、

それを踏まえて、どうしても今やらないと町民の皆さんに光ケーブルで支障をきたすとい

うこと、これは私ども理解しているのですが、今回はこういうことなので１５０万円を計

上したと。新年度に向けては、先ほど課長もるる説明ありましたように、いろいろなＮＴ

Ｔなり北電との協議をしている中で、町との専用物件等々もあるということなのだろうと

思いますし、受益者の負担等々もありますから、その辺をどういうふうに捉えて、どうい

うふうに考えておるのか、そこをお尋ねしてるのであって、歳入が入ってるからいいのだ

というふうに聞こえたものですから、そうではないと思いますけれども、その辺再度。 

○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 
○企画振興課長（高橋哲也君） 決して歳入があるからいいのだということではございま

せんので、ちょっと私の説明不足であれば御容赦いただきたいと思います。 
 御質問いただいたとおりですね、これも本当に以前から、なるべくその数字に近い所で

予算組みできないのかということも言われておりまして、私どももそれぞれまた同じ答弁

になってしまいますけども、事業者とはですね、そういった部分、情報を教えていただき

たいということは継続して言っているところでございます。 
 最初にお答えさせていただきましたとおり、大住議員おっしゃるとおりでございまして、

当然サービスを途中、中断させることはできませんので、今回の補正につきましては、こ

としの当初予算の計上、それから現在までの執行状況、そして昨年から同時期を見たとき

の実績に鑑みまして、不足が予想される部分について補正させていただくというような趣

旨でございますので、どうぞ御理解いただきたいと思います。以上です。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第８６号平成２８年度本別町一般会計補正予算（第１５回）についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８６号平成２８年度本別町一般会計補正予算（第１５回）について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第２ 議案第８７号 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 議案第８７号平成２８年度本別町国民健康保険特別会

計補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第８７号平成２８年度本別町国民健康保険特別会計補正

予算（第４回）について提案内容の御説明をさせていただきます。 

 今回の補正は、額の確定及び執行残によるものとなっております。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８４２万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１４億３,３５４万８,０００円とするものでございます。 

 それでは事項別明細書により歳出から御説明いたします。５ページ、６ページをお開き

ください。 

 ２款保険給付費１項療養諸費２目退職被保険者等療養給付費１９節負担金補助及び交付

金１００万円の増額は、退職被保険者の療養費請求の増によるものでございます。 

 その下の２款保険給付費２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費１,３００万円及

び２目退職被保険者等高額療養費６５万円の増額は、高額対象医療費が増額したためのも

のでございます。 

 ３款１項後期高齢者支援金等１目後期高齢者支援金３９万２,０００円及び２目後期高

齢者関係事務費拠出金４,０００円の減額は、納付額確定によるものでございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ６款１項１目介護納付金５９４万２,０００円の減額は、第２号被保険者分の納付額確定

による減でございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。３ページ、４ページをお開きください。 
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 ４款１項１目療養給付費等交付金１６５万円の増額は、現年度分の退職者療養給付費が

増額したことにより、被用者保険制度からの交付金について増額したものでございます。 

 ８款１項共同事業交付金２目保険財政共同安定化事業交付金６６７万円の増額は、先ほ

ど歳出で申し上げました高額療養費が増額していることに伴いまして、国保連合会からの

交付金を計上したものでございます。 

 以上、議案８７号平成２８年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）の提案

説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第８７号平成２８年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８７号平成２８年度本別町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第３ 議案第８８号 

○議長（方川一郎君） 日程第３ 議案第８８号平成２８年度本別町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第８８号平成２８年度本別町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２回）について提案内容の御説明をさせていただきます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３万７,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,５２２万３,０００円とするものでございます。 
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 事項別明細書により歳出から御説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、２３万７,０００円の増額は、北海道広域

連合への負担金の額が確定したことによるものです。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節保険基盤安定繰入金２３万７,０

００円の増額は、歳入歳出調整分を一般会計から繰り入れるものでございます。 

 以上、議案８８号平成２８年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）の提

案説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第８８号平成２８年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８８号平成２８年度本別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第４ 議案第８９号 

○議長（方川一郎君） 日程第４ 議案第８９号平成２８年度本別町介護保険事業特別会

計補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村本信幸君） 議案第８９号平成２８年度本別町介護保険事業特別会計

補正予算（第４回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、特定入所者介護サービス給付費の増額に伴う調整が主なものであります。 
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 予算書の１ページをお開き下さい。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９８７万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７,９５１万９,０００円とする内容であります。 

 それでは、歳出から事項別明細書により、主なものについて御説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 ２、歳出ですが、２款保険給付費１項介護サービス諸費４目特定入所者介護サービス費

１９節負担金補助及び交付金１,２０８万７,０００円の補正は、低所得者の負担軽減措置

である特定入所者介護サービス費について、国で定める基準費用額が改定されたことに伴

う増額分を補正するものであります。 

 次の５款１項１目基金積立金の補正は、特定入所者介護サービス費等の増額に伴う財源

調整のため、減額するものです。 

 ３ページ、４ページをお開き下さい。 

 １、歳入ですが、３款国庫支出金１項国庫負担金から、４段目の５款道支出金１項道負

担金までの介護給付費負担金及び調整交付金の増額補正につきましては、歳出で説明いた

しました特定入所者介護サービス費の増額による調整であります。 

 下段の７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節介護給付費繰入金１５１万

１,０００円の補正は、特定入所者介護サービス費の増額による調整であります。 

 次の２節地域支援事業繰入金１３万４,０００円の減額、及び、下段の２目介護サービス

事業特別会計繰入金１節包括的支援事業繰入金１３万４,０００円の増額補正は、前年度繰

越金の確定伴う調整であります。  

 以上、平成２８年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）の提案説明にかえ

させていただきます。 

 よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第８９号平成２８年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 
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 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８９号平成２８年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第４回）

については、原案のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩します。 

午前１１時００分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第９０号 
○議長（方川一郎君） 日程第５ 議案第９０号平成２８年度本別町介護サービス事業特

別会計補正予算（第６回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美君） 議案第９０号平成２８年度本別町介護サービス事業

特別会計補正予算（第６回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、前年度繰越金確定による調整並びに執行残の係数整理等が主な内容でご

ざいます。 

 それでは、予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２万６,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７,６５２万２,０００円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から御説明をさせていただきます。 

 ３ページ、４ページをお開き願います。 

 中段の２、歳出。 

 １款介護サービス事業費１項１目施設介護サービス事業費１２節役務費、１３節委託料、

１８節備品購入費の減額は、見積り合せ執行残による係数整理であります。 

 １９節負担金補助及び交付金の増額は各種会議負担金の単価増によるものであります。 

 続きまして、２項居宅介護サービス事業費２目介護予防支援事業費２８節繰出金１３万

４,０００円の増額は、前年度繰越金の確定による地域支援事業費繰出額を調整するもので

あります。 

 次に、上段の歳入でありますが、１、歳入。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目１節一般会計繰入金５５９万２,０００円の減額は、歳

出で説明しました事業執行見込み並びに歳入前年度繰越金の増額により調整するものであ

ります。 
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 ５款１項１目繰越金１節前年度繰越金５７１万８,０００円の増額は、平成２７年度決算

の確定によるものであります。 

 以上で、平成２８年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第６回）の提案説明

とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９０号平成２８年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第６

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９０号平成２８年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

６回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第６ 議案第９１号 

○議長（方川一郎君） 日程第６ 議案第９１号平成２８年度本別町簡易水道特別会計補

正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 議案第９１号平成２８年度本別町簡易水道特別会計補正

予算（第４回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６６３万７,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,８９３万円とするものであります。 

 事項別明細書により歳出から説明いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳出の１款１項簡易水道費２目維持修繕費１１節需用費修繕料の２１万６,０００円の
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増は、美里別配水池の非常用発電機起動用バッテリーの老朽化による交換に伴う補正であ

り、１５節工事請負費中の勇足簡易水道、配水管工事３６２万５,０００円の減額は道路改

良工事の変更に伴うものです。また、下段の美里別簡易水道、配水管工事２７９万５,００

０円の減額は道路改良工事の改良延長減に伴うものです。その他は執行残による減額にな

ります。 

 ４ページをお願いします。 

 歳入の５款１項繰越金１目１節前年度繰越金の１３６万５,０００円の増は前年度の繰

越金の確定による増額であり、７款１項町債１目１節簡易水道事業債の６００万円の減は

執行残及び道路改良工事に伴う移設工事の減によるものです。 

 次に３ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正、１、変更。 

 起債の目的、簡易水道事業、限度額３,５３０万円を２,９３０万円に変更するものです。

起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。 

 以上、平成２８年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）の説明とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は、歳入歳出、地方債補正一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９１号平成２８年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）につ

いてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９１号平成２８年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第４回）に

ついては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第７ 議案第９２号 

○議長（方川一郎君） 日程第７ 議案第９２号平成２８年度本別町公共下水道特別会計

補正予算（第３回）についてを議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 議案第９２号平成２８年度本別町公共下水道特別会計補

正予算（第３回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,１０８万５,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億５,６５０万９,０００円とする内容でありま

す。 

 事項別明細書により歳出から説明いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳出の２款土木費１項下水道費１目下水道新設費１３節委託料、処理場調査設計２８７

万円の増額補正は、当初、長寿命化計画の策定を予定しておりましたが、下水道法の改正

に伴い、今年度より新たにストックマネジメント計画に変更して策定するものであります。 

 ストックマネジメントにつきましては、下水道施設全体の維持管理計画と改築、修繕計

画を中長期的な視点を踏まえた一体的な計画で、施設ごとの老朽化の状況に応じて改築を

計画する長寿命化計画の上位の計画となります。 

 １５節工事請負費８２３万１,０００円の減額は、国費の交付決定額の減による事業調整

及び執行残による減額になります。 

 ２目個別排水処理施設新設費１５節工事請負費４２６万４,０００円の減額は、申込者の

減による設置基数減によるものです。 

 ４ページをお願いします。 

 歳入の３款１項国庫補助金１目土木費国庫補助金１節下水道費補助金４１０万円の減は

補助交付金の減額及び執行残によるものでございます。 

 ５款１項１目繰越金１節前年度繰越金の２５３万円の増は前年度の繰越金の確定による

増額であります。 

 ７款１項町債１目土木債１節下水道債７００万円の減は事業量減によるものです。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第２条、第２表、地方債補正。 

 起債の目的。公共下水道整備事業の限度額６,１３０万円を５,７９０万円に改めるもの

であります。起債の方法、利率、償還の方法は変更ありません。 

下段、個別排水処理施設整備事業の限度額１,４３０万円を１,０７０万円に改めるもの

であります。起債の方法、利率、償還の方法は変更ありません。 

 以上、平成２８年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第３回）の説明とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
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 質疑は、歳入歳出、地方債補正一括とします。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９２号平成２８年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第３回）に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９２号平成２８年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第３回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第８ 議案第９３号 

○議長（方川一郎君） 日程第８ 議案第９３号平成２８年度本別町水道事業会計補正予

算（第３回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 議案第９３号平成２８年度本別町水道事業会計補正予算

（第３回）について提案内容を説明申し上げます。 

 それでは、補正予算書の１ページをお願いします。 

 収益的収入及び支出。 

 第２条、平成２８年度本別町水道事業会計予算、以下、予算と言う、第３条に定めた収

益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものであります。 

 収入の１款水道事業収益１項営業外収益は１５０万８,０００円を増額補正して、収入の

総額を１億６,３３２万１,０００円とするものであります。 

 支出の１款水道事業費１項営業費用は１５０万８,０００円を増額補正し、支出の総額を

１億６,３３２万１,０００円とするものです。 

 資本的収入及び支出。 

 第３条、予算第４条本文括弧書中「８,１８１万４千円」を「７,９２９万９千円」に、「７,

２７９万９千円」を「６,８４６万３千円」に、「９０１万５千円」を「１,０８３万６千円」

にそれぞれ改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものであります。 
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 収入の１款資本的収入１項企業債は１,２６０万円を増額補正し、２項国庫支出金を１,

４５０万円増額補正して、収入の総額を１億４６０万円とするものです。 

 支出の１款資本的支出１項建設改良費は２,４５８万５,０００円を増額補正し、支出の

総額を１億８,３８９万９,０００円とするものです。 

 企業債。 

 第４条、予算第７条に定めた起債の限度額を次のように改めるものであります。 

 起債の目的。原水及び浄水施設整備事業の限度額３,０８０万円を２,８８０万円に改め、

下段、配水施設整備改良事業の限度額４,６７０万円を４,３００万円に改めるものです。 

２ページをお願いいたします。 

 起債の目的。現年度発生地方公営企業災害復旧事業、１,８３０万円を追加するものであ

ります。なお、起債の方法、利率、償還の方法は変更ありません。 

 他会計からの補助金。 

 第５条、予算第１１条に定めた補助金の金額を１５０万８,０００円増額補正し２,３０

５万１,０００円に改めるものです。 

 予算説明書により主なものについて説明いたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 支出の１款水道事業費１項営業費用１目原水及び浄水費薬品費１０１万１,０００円の

増額は、８月の大雨により河川の濁度が高い日が続いたため、薬品の使用量が増加したこ

とによるものです。 

 収入の１款水道事業収益２項営業外収益２目他会計補助金一般会計補助金１５０万８,

０００円の増額は収支の調整によるものです。 

 ７ページをお願いいたします。 

 支出の１款資本的支出１項建設改良費１目原水及び浄水施設整備費工事請負費２,８８

８万円の増額は災害により被災した取水施設を復旧するためのものです。 

 収入の１款資本的収入１項１目企業債１,２６０万円及び２項国庫支出金１目国庫補助

金１,４５０万円の増額は、災害復旧工事施行に伴う収入として国庫補助金と企業債を増額

するものです。 

 以上、平成２８年度本別町水道事業会計補正予算（第３回）の説明とさせていただきま

す。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は収益的収入及び支出、企業債など一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９３号平成２８年度本別町水道事業会計補正予算（第３回）について

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９３号平成２８年度本別町水道事業会計補正予算（第３回）につい

ては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第９ 議案第９４号 

○議長（方川一郎君） 日程第９ 議案第９４号平成２８年度本別町国民健康保険病院事

業会計補正予算（第４回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 議案第９４号平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会

計補正予算（第４回）について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、収益収支では、上期実績に基づく入院及び外来収益の決算

見込み、並びに経費の調整が主な内容となっております。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 第２条の収益的収入及び支出でありますが、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正するもので、収入の第１款病院事業収益、第１項医業収益を４,５

１８万円減額、第２項医業外収益を８４４万１,０００円増額し、収益の合計を１１億７,

４７６万２,０００円とするものであります。 

 支出では、第１款病院事業費用、第１項医業費用を８８０万７,０００円減額し、費用の

合計を１２億１,９６３万６,０００円とするものであります。 

 今回の補正によって、収益から費用を差し引いた純損失は、４,４８７万４,０００円と

なりますが、現金を伴わない減価償却費等を差し引きますと、単年度不良債務は発生しな

い見込みであります。 

 第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありますが、職員給与

費を３４２万６,０００円減額し、７億３,５９５万８,０００円とするものであります。 

 第４条、他会計からの補助金ですが、太陽の丘温泉水維持管理経費として、９４万１,０

００円を追加するものでございます。 

 第５条、たな卸資産の購入限度額ですが、１億７,９９３万５,０００円を、１億７,７９
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３万５,０００円に改めるものでございます。 

 次に３ページ、４ページをお願いいたします。 

 補正予算説明書でありますが、収益的収入及び支出の収入では、１款病院事業収益１項

医業収益１目入院収益６,６３９万円の減額、及び２目外来収益２３万１,０００円の増額

につきましては、上期の実績を勘案し補正するもので、当初予算と比較しますと、入院は

１日平均患者数で約１３人減の３９.９人で、現行予算を下回る状況と見込まれる事から今

回減額補正するものであります。また外来では、１日平均患者数は約２２人減の１９５人

ですが、一人当たり単価が３５０円ほど上回る見込みのため、現行予算を上回る状況が見

込まれる事から、今回増額補正するものであります。 

 今回の補正後数値を、前年度決算と比較いたしますと、入院では１,７５７万５,０００

円の増、外来では１７１万１,０００円の減で、入院、外来収益の決算見込み額は、１,５

８６万４,０００円増の７億６,９３５万９,０００円となる見込みでございます。 

 ３目その他医業収益３節一般会計負担金２,６８０万３,０００円の増額及び一番下段の

２項医業外収益３目負担金交付金１節一般会計負担金７５０万円の増は、入院、外来収益

の決算見込みの状況を踏まえ、一般会計から繰入基準に基づき、繰入れを行うものであり

ます。また、１段戻りまして、２目他会計補助金１節一般会計補助金９４万１,０００円の

増は、落雷により故障しました、太陽の丘温泉ポンプの修繕に要する経費を一般会計から

繰り入れるものでございます。 

 収益収支における繰入基準額は３億２,７００万４,０００円でありますが、今回の補正

により実質繰入額は３億２,３６７万９,０００円となり、前年度と比較すると３６７万９,

０００円増の繰入額となります。 

 次に５ページ、６ページをお願いいたします。 

 収益的支出、１款病院事業費用１項医業費用１目給与費３節賃金は、３４２万６,０００

円の減額ですが、嘱託、臨時、パート職員賃金の決算見込みによるものです。 

 ２目材料費１節薬品費２００万円の減額につきましては決算見込みによるものでござい

ます。 

 ３目経費２節報償費４４万７,０００円の減額は、外来診療や休日の日直、当直依頼件数

の減少による１４３万５,０００円の減及び行政報告でも申し上げましたが、本別町地域包

括ケア推進プロジェクトチームを立ち上げ、医療と介護の連携の検討を進めるにあたり、

研修会等を４回予定しておりまして、講師謝礼として９８万８,０００円を増額するもので

す。 

 ７節光熱水費、３０７万円の減額は決算見込みによるものでございます。 

 １１節修繕費、１５４万２,０００円の増額は、医療機器備品は調剤支援システムサーバ

ー交換修理、院内外補修では医師住宅暖房ボイラーの交換、そして温泉ポンプ自動制御装

置の修繕を行うものでございます。 

 １４節賃借料、２４０万円の増額は、寝具等の賃借料は決算見込みで減ですが、ハイヤ
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ー借上料や在宅酸素濃縮装置借上料が増となる見込みのためでございます。 

 １５節委託料３８０万６,０００円の減は、決算見込みによる調整を図ったものでござい

ます。 

 以上、平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４回）の説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は収益的収入及び支出など一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９４号平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９４号平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

４回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１０ 議案第９５号 

○議長（方川一郎君） 日程第１０ 議案第９５号本別町税条例等の一部改正についてを

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第９５号本別町税条例等の一部改正につきまして、提案

内容の御説明をさせていただきます。 

 本改正案は、社会保障の安定財源の確保を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税

法の一部を改正する等の法律の中で、自動車取得税及び自動車重量税等については、地方

財政に配慮しつつ簡素化、負担の軽減及びグリーン化の観点から、見直しを行うことが規

定されており、平成２９年４月１日から消費税率１０パーセントへの引き上げを前提に、

軽自動車種別割、これは今まで軽自動車税と呼ばれていたものでございます、と自動車取

得税を廃止して環境性能割を導入する改正案について平成２７年１２月２４日に閣議決定
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がされたところであります。 

 しかしその後、消費税率１０パーセントへの引き上げ時期が、平成３１年１０月１日に

延期となりましたことから、先ほど申し上げました軽自動車税の改正につきましても消費

税率引き上げ施行日まで延期となったところでございます。 

 本改正案は、地方税法の改正を受けまして３条建てで構成されております。 

 第１条は消費税が絡まない部分の改正、第２条、第３条は消費税率引き上げに伴い、軽

自動車税の中に種別割と、自動車取得税を廃止して環境性能割の導入を平成３２年度課税

分から施行するということが主な改正内容となっております。 

 それでは、その概要につきまして御説明させていただきます。 

 まず、第１条では、１点目として平成２９年１月１日から施行となる町税に係る延滞金

の改正規定についての整備。 

 ２点目といたしまして、特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例

の規定の整備でございます。これは平成３０年度以後の年度分の個人の町民税に適用され

るもので、自分の健康に責任を持ち、軽度な不調の場合は自分の手で手当をするセルフメ

ディケーション税制というものが来年１月から施行されます。特定健診や予防接種、定期

健康診断、健康診断、がん検診のいずれかを受けている人が対象で、従来医師の処方で使

用できた医薬品が、その効果や安全性を踏まえて薬局でも購入可能となり、個人で購入し

た医薬品が対象となります。ただし、その医薬品の中には厚生労働省が定める有効成分を

含む医薬品が対象で、年間購入費から１万２,０００円を差し引いた額が所得控除額の対象

となります。ただし、従来の医療費控除と併用することは出来ません。 

 ３点目といたしまして、個人の町民税から住宅借入金等特別税額控除の税制措置を２年

間延長するための規定の整備。 

 ４点目といたしまして、電気自動車、２０２０年度燃費基準プラス２０パーセント達成

車等に対して税率を２５パーセントから７５パーセント軽減するグリーン化特例について、

平成２７年度中に登録された軽自動車の平成２８年度分の税率に限り適用とされておりま

したが、これを１年間延長するための規定の整備。 

 それから５点目といたしまして、これは本町では該当ございませんけども、日本と台湾

との間で二重課税を回避するなどの措置を講ずるため、日台間租税取り決めが締結された

ことを受け、外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法

律が一部改正されたことによりまして必要な改正を行ったものでございます。 

 続きまして第２条、第３条では、１点目といたしまして、法人町民税の税率が現行の１

２.１パーセントから８.４パーセントに引き下げられることによる改正のための規定の整

備でございます。これは２９年４月１日施行となっております。 

 ２点目といたしましては、軽自動車税に種別割と自動車取得税を廃止して、環境性能割

を導入する規定の整備となっております。 

 改正後の軽自動車税につきましては、三輪以上の軽自動車の取得者に環境性能割を、所
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有者には種別割を課税することとなります。 

 環境性能割は、現在道税である自動車取得税を廃止いたしまして、新たに創設されるも

ので、環境に良い軽自動車の普及を促進することを目的としております。 

 税額につきましては、環境性能に応じて通常の取得価格に３段階の税率がございまして、

１つは非課税、それから１パーセント、２パーセント、これをそれぞれ乗じた額で課税さ

れます。課税される軽自動車は新車、中古を問いません。また、環境性能割は市町村民税

となりますが、納税の便宜を考慮いたしまして、軽自動車の取得の際に販売店等を通じて

当分の間、都道府県に納めていただくことが予定されておりまして、納税手段といたしま

しては、現在の自動車取得税と同様の流れとなる予定となっております。 

 種別割の税率につきましては改正はなく、いずれも平成３２年度課税から適用されるこ

ととなります。 

 それでは、改正条文の朗読により提案説明とさせていただきます。 

（「説明省略」と呼ぶ者あり） 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） ただいま大住啓一君から説明を省略することの動議が提出されま

した。この動議は賛成者がありますので、成立いたしました。 

 説明を省略することの動議を採決します。 

 この動議のとおり、説明省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９５号本別町税条例等の一部改正について、説明を省略することの

動議は可決されました。 

 これから質疑を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９５号本別町税条例等の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９５号本別町税条例等の一部改正については、原案のとおり可決さ
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れました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１１ 議案第９６号 

○議長（方川一郎君） 日程第１１ 議案第９６号本別町国民健康保険税条例の一部改正

についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第９６号本別町国民健康保険税条例の一部改正につきま

して、提案内容の説明をさせていただきます。 

 本改正案は、地方税法の一部改正に伴い改正を行うものです。 

 内容は、先ほどの税条例の改正でもありました、日本と台湾の間で日台間租税取り決め

が締結されたことを受け法整備がされたことに伴うものであり、国内居住者が支払われる

事業所得のうち、外国において設立された団体の所得として取り扱われる特定対象事業所

得に係る利子所得、配当所得、譲渡所得、一時所得、雑所得を国民健康保険税の所得割の

算定及び軽減判定に用いる総所得金額に含めるため規定の整備を行うもので、平成２９年

１月１日から施行となります。なお、本町では該当者はおりません。 

 それでは、改正文の朗読により説明とさせていただきます。 

（「説明省略」と呼ぶ者あり） 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） ただいま山西二三夫君から説明を省略することの動議が提出され

ました。この動議は賛成者がありますので、成立いたしました。 

 説明を省略することの動議を採決します。 

 この動議のとおり、説明省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９６号本別町国民健康保険税条例の一部改正について、説明を省略

することの動議は可決されました。 

 これから質疑を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９６号本別町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９６号本別町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のと

おり可決されました。 

 ここで、暫時休憩します。 

午前１１時５６分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第９７号 
○議長（方川一郎君） 日程第１２ 議案第９７号本別町指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村本信幸君） 議案第９７号本別町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について提案理由の説明を申し上

げます。 

 今回の改正は、平成２８年４月１日に介護保険法が一部改正され、利用定員１８人以下

の小規模な通所介護が地域密着型サービスに移行することに伴い、条例の一部改正が必要

となりましたので、提案するものであります。 

 改正の内容としましては、地域密着型通所介護が創設されることに伴い、条例に指定地

域密着型通所介護の基本方針を追加するものです。 

 それでは、改正条文の朗読をもって提案にかえさせていただきます。 

 なお、括弧書きの朗読は省略させていただきます。 

 本別町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例。 

 本別町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例、

平成２５年条例第５号の一部を次のように改正する。 

 第５条の次に次の１条を加える。 

 地域密着型通所介護の基本方針。 

 第５条の２、指定地域密着型サービスに該当する地域密着型通所介護の事業は、要介護

状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上を目指し、必

要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び
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心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものでなけれ

ばならない。 

 附則。 

 １、この条例は公布の日から施行する。 

 以上で、議案第９７号本別町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について、提案説明とさせていただきます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９７号本別町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９７号本別町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１３ 議案第９８号 

○議長（方川一郎君） 日程第１３ 議案第９８号本別町農業委員会の委員の定数を定め

る条例の制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 郡農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（郡弘幸君） 議案第９８号本別町農業委員会の委員の定数を定め

る条例の制定につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 農業委員会等に関する法律、昭和２６年法律第８８号が一部改正され、農業委員の選出

方法について、選挙及び農業団体、議会からの推薦から公募をして議会の同意を得てから

町長の任命にかわります。それに伴い、公募による農業委員の定数を新たに定める必要が

生じたため、本条例を提案するものであります。 

 それでは、制定条文に沿って説明をし、提案にかえさせていただきます。 
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 本別町農業委員会の委員の定数を定める条例。 

 農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第８条第２項の規定に基づき、

本別町農業委員会の委員の定数は、１５人とする。 

 農業委員会法第８条第２項に、委員の定数は、農業委員会の区域内の農業者数、農地面

積その他の事情を考慮して政令で定める基準に従い、条例で定めると規定されております。

政令に定められている基準に照らしあわせますと、本別町の農業委員の定数の上限は２７

人となっております。定数１５人とした理由につきましては、現行の選挙による委員定数

１２人に現行の農業団体からの推薦２人と議会推薦１人、合計１５人と同数にしたことに

よるものです。 

 なお、１期３年間は変更がございません。 

 附則。 

 施行期日。 

 第１項、この条例は、平成２９年７月２０日から施行する。 

 施行日は、現農業委員の任期が平成２９年７月１９日までとなっておりますので、新し

い任期の始まりの日としております。 

 農業委員会委員定数条例の廃止。 

 第２項、農業委員会委員定数条例（昭和２９年条例第１８号）は、廃止する。 

 新しい定数条例の制定に伴い、選挙による委員定数を定めている現定数条例を廃止する

ものであります。 

 以上、議案第９８号本別町農業委員会の委員の定数を定める条例についての提案説明と

させていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第９８号本別町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９８号本別町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定について
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は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１４ 議案第９９号 

○議長（方川一郎君） 日程第１４ 議案第９９号本別町職員の公務員倫理に関する条例

の制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） 議案第９９号本別町職員の公務員倫理に関する条例の制定に

ついて、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の条例制定は、収納業務不適切処理への反省と再発防止対策として、職員の公正、

公平な職務の執行を確保するため、職員一人一人を含めた組織全体の意識改革や公正な職

務の執行を確保する仕組みづくりが必要なことから提案するものであります。 

 それでは、制定条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略を

させていただきます。 

 本別町職員の公務員倫理に関する条例。 

 目的。 

 第１条、この条例は、職員が職務を遂行するに当たって、常に自覚しなければならない

公務員倫理の確立及び保持に関し必要な事項を定めることにより、町民の不信を招くよう

な行為を防止し、もって公務に対する信頼の確保を図ることを目的とする。 

 この条は、今回の不適切処理への反省と再発防止対策の一環として、職員のモラルを改

めて明記することにより、より一層、公平、公正な行政運営の執行を目指すことを目的と

しております。 

 用語の意義。 

 第２条、この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。 

 第１号、職員、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」という。）第３条

第２項に規定する一般職の職員及び同条第３項に規定する特別職の職員のうち町長、副町

長、教育長をいう。 

 第２号、職員等、次に掲げる者をいう。 

 ア、職員。 

 イ、町から事務又は事業を受託した者並びにその役員及び従事者。 

 ウ、指定管理者（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定

するものをいう。）並びにその役員及び従事者。 

 第３号、任命権者、法第６条第１項に規定する任命権者をいう。 

 第４号、コンプライアンス、職員が、法令等（条例、規則及び規程等を含む。以下同じ。）

を遵守することを基本に、次条に規定する職員が遵守すべき倫理原則に基づき、公平かつ
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公正に職務を遂行することをいう。 

 第５号、公益通報、公共の利益を守るために、職員等が知り得た町政運営に関する次に

掲げる行為又は事実について通報することをいう。 

 ア、法令等に違反する行為又は職員としての倫理に著しく反する行為。 

 イ、町民の生命、身体、財産その他の利益若しくは生活環境を著しく害し、又はこれら

に重大な影響を与える事実。 

 ウ、ア及びイに該当するおそれのある行為又は事実。 

 第６号、公益通報者、公益通報を行った職員等をいう。 

 第７号、不当要求行為等、公正な職務の遂行を損なうおそれのある行為又は暴力行為等

社会常識を逸脱した手段により要求の実現を図る行為をいう。 

 本条は、本条例に記載する用語の範囲等を定めております。 

 第１号では、職員。本条例の対象とする範囲について、一般職員のみならず、特別職で

ある町長、副町長、教育長もその対象範囲とすることにより、本別町役場全体としての倫

理の確立に取り組むことを目的としております。 

 第２号では、職員等。公益を阻害する行為が行われた場合、公益通報等が円滑に遂行さ

れるよう公務執行の補助となる委託機関や指定管理者においても同様にこの条例の適用者

とするもの。 

 第３号では、任命権者をうたっております。地方公務員法第６条第１項に定める任命権

者とは、地方公共団体の長、議会の議長、教育委員会、農業委員会等、休職、免職及び懲

戒等を行う権限を有するものを言います。 

 第４号から第７号については、本条例に記載される用語を説明しております。 

 職員が遵守すべき倫理原則。 

 第３条、職員は、職員の服務の宣誓に関する条例（昭和２６年条例第３号）に規定する

宣誓を常日頃から念頭に置き、民主的かつ能率的に職務に当らなければならない。 

 第２項、職員は、自らの行動が常に公務の信用に影響を及ぼすことを深く認識し、自ら

を厳しく律するとともに、法令等を遵守し、町民から信頼される職員となるよう不断に公

務員としての倫理の高揚に努めなければならない。 

 第３項、職員は、町民全体の奉仕者であることを自覚し、正当な理由なく一部のものに

対して有利な又は不利な取扱いをする等不公正な扱いをしてはならず、常に公正な職務の

執行に当たらなければならない。 

 第４項、職員は、常に公私の別を明らかにし、いやしくもその職務や地位を自ら又は自

らの属する組織のための私的利益のために用いてはならない。 

 第５項、職員は、法令等により与えられた権限の行使に当たっては、当該権限の行使の

対象となる者からの贈与等を受けることや接触について町民の疑惑又は不信を招くような

行為をしてはならない。 

 １項では、職員の服務の宣誓に関する条例を定めております。 
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 私ども、職員となった場合については、辞令をもらうときには町長の前でこの宣誓書を

読み上げ、全体の奉仕者として、誠実かつ公平に職務を執行することを誓うというような

文言が入っております。この宣誓書については、常に頭に置きながら職務にあたっていく

という部分でございます。 

 第２項、第３項では、倫理原則は、職員の職務に係る倫理の保持を図るために、職員が

認識すべき基本的な行動、心構えの原則について、改めて明示しております。 

 第４項、第５項では、禁止行為を定めております。職員として、町民から疑惑、不信を

招く行為を禁止するものであります。具体的には、国家公務員倫理規程第３条に掲げる行

為を禁止しております。 

 職員の責務。 

 第４条、職員は、前条に規定する倫理原則に従い公益通報を行う等不正な行為の防止及

び早期発見に努め、不正な行為を認識していながら放置してはならない。 

 第２項、職員は、違法又は公正な職務の遂行を損なうおそれがある行為を求める要求が

あったときは、これを拒否しなければならない。 

 第１項では、公益通報について定めております。第９条に定める公益通報制度等により、

職場における不正行為等を発見した場合に、その事案を放置等しないよう職員の責務を定

めております。 

 第２項では、第１４条に定める行為により職務に対する要求、不当要求などですが、あ

った場合、これを拒否するよう職員の責務を定めております。 

 管理監督職員の責務。 

 第５条、管理又は監督の地位にある職員（以下「管理監督職員」という。）は、その職責

の重要性を自覚し、常に率先垂範して服務規律の確保及び公正な職務の執行に当たるとと

もに、職員の職務に係る倫理の保持を図るため、部下の職員の行動について適切に指導監

督しなければならない。 

 第２項、管理監督職員は、職員の職務に係る非行を発生させることのないよう、職務の

執行の方法を常に検討し、その改善を図らなければならない。 

 第１項では、管理監督職員を定めております。ここにつきましては、管理職員等の範囲

を定める規則に規定する職員であります。具体的には、課長補佐以上の管理職になります。 

 任命権者の責務。 

 第６条、任命権者は、職員の倫理の保持及び職員の資質向上を図るため、次に掲げる必

要な措置を講じなければならない。 

 第１号、法令遵守、倫理保持及び能力向上のための研修の実施。 

 第２号、内部けん制を機能させるための内部監査等の実施。 

 第３号、その他コンプライアンス体制の確立のための必要な施策の実施です。 

 ここは、目的といたしましては、職員の倫理観、正義感など、個人の起因する資質の向

上を図るために、任命権者として行わなければならない事項について定めております。第
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１号では、研修の実施ということで、コンプライアンスに関する研修について、本別町職

員研修計画に位置付け、職員に対して啓蒙を行うことを定めております。 

 不当要求行為等の禁止。 

 第７条、何人も、職員に対し、公正な職務の遂行を損なうおそれのある不当要求行為等

をしてはならない。 

 ここでは、職員の公正な職務遂行を担保することを目的として、利害関係者すべてにお

いて第２条第７号に該当する行為を禁止しております。利害関係者とは、職員が職務とし

てかかわる者を言います。 

 続きまして、本別町職員倫理委員会の設置。 

 第８条、本町における法令遵守体制の確立を図り、公平かつ公正な職務の遂行を確保す

ることを目的に、公益通報及び不当要求行為等に関する調査等を行うため、本別町職員倫

理委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 第２項、委員会は、委員５人以内をもって組織する。 

 第３項、委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 第４項、委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様

とする。 

 ここでは、公務に対する町民の信頼の確保という目的の下、職員の職務に係る倫理の保

持に関する様々な事務を所掌することを目的に設置をしております。所掌事務では、倫理

違反等の疑いがある場合の調査及び懲戒の手続、処分の検討。各課部局への指導、助言、

必要な措置の要求などです。委員としては、委員長を副町長とし、町長の指名する職員４

人をもって構成をする。ただし、倫理違反の内容等、職員だけでの調査が困難な場合は、

弁護士などの有識者に意見を求めることができるものとしております。 

 公益通報。 

 第９条、職員等は、公益通報の必要があると認めたときは、規則で定める公益通報相談

員（以下「相談員」という。）にその内容を通報することができる。 

 第２項、相談員は、前項に規定する通報を受け付けたときは、委員会へ報告しなければ

ならない。 

 第３項、職員等は、公益通報を行う場合は、可能な限り確実な資料に基づき、実名で書

面をもって行わなければならない。ただし、公益通報の根拠を委員会に示すことができる

場合は、匿名で通報することができる。 

 公益通報者の保護。 

 第１０条、任命権者及び職員等は、公益通報者に対して公益通報をしたことを理由とし

て、不利益な取扱いをしてはならない。 

 第２項、公益通報者は、公益通報をしたことによって不利益な取扱いを受けたと思料す

るときには、委員会にその是正の申立てをすることができる。 

 第３項、任命権者は、公益通報者を保護するため、公益通報者が特定されるおそれがあ
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る情報を公開してはならない。 

 第４項、任命権者は、公益通報者（職員を除く。）が通報等をしたことを理由として、そ

の労務提供先の事業者から不利益な取扱いを受けたと認められるときは、当該不利益な取

扱いについて是正を求めることができる。 

 ここでは、法令等に違反する行為を発見した職員が、その内容を通報する場所を定めて

おります。規則で定める相談員は総務課長及び総務課庶務担当主査に想定をしております。 

 第１項では、相談員の義務です。通報を受けた相談員が、自己処理することなく、倫理

委員会への報告を義務付けております。 

 第２項では、通報の方法です。通報の信憑性を担保することを目的として、実名による

通報とするもの。ただし、明らかな証拠等を附して通報する場合には、容易な通報環境を

担保するため、匿名による通報を認めるものとする。 

 第１０条では、公益通報者の保護に定めております。公益通報を行った職員が、その行

為に係ることで職場等において不利益な取扱い等を受けないようにするため、任命権者や

職員に対してその取扱いを定めております。 

 第１０条第４項では、不当な取扱いの是正です。公益通報を行った職員の不利益な取り

扱いが認められた場合には、任命権者はその取扱いの是正を行うことを定めております。 

 公益通報に係る委員会の職務です。 

 第１１条、委員会は、公益通報を受けたときは、速やかにその内容について調査を行う

ものとする。 

 第２項、委員会は、調査の結果、当該公益通報の内容が事実であると認めるときは、是

正措置等についての意見を付して、又は該当する事実がないと認めるとき若しくは調査を

尽くしても違法行為等の事実の存否が明らかにならないときは、その旨を町長及び任命権

者に報告するものとする。 

 第３項、委員会は、調査の結果を公益通報者に通知しなければならない。ただし、匿名

による通報の場合は、この限りでない。 

 ここでは、公益通報を受けた場合による倫理委員会の職務を定めております。調査の結

果については、事案の有無にかかわらず町長及び公益通報者に対して報告することを定め

ております。 

 公益通報に係る措置等。 

 第１２条、任命権者は、公益通報の内容が事実であるとの報告を委員会から受けたとき

は、委員会の意見を尊重し、事実の確認を行い、公益通報の内容が事実であると認めると

きは、当該公益通報に係る行為を是正するとともに再発を防止するために必要な措置を講

じなければならない。 

 第２項、任命権者は、公益通報者が公益通報を行ったことにより不利益な取扱いを受け、

又は受けるおそれがあると認めるときは、直ちに改善又は防止のための措置を講じなけれ

ばならない。 
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 第３項、任命権者は、前２項の措置を講じたときは、町長に報告するものとする。 

 ここでは、公益通報の報告を受けた任命権者がなすべき事項について定めております。

第１項では、通報が事実であった場合における再発防止策等の措置。第２項では、公益通

報者を守るための措置となっております。 

 不当要求行為等。 

 第１３条、職員は、不当要求行為等があったときは、その行為の内容を記録して所管す

る課長（相当職を含む。以下「所属長」という。）に報告しなければならない。 

 第２項、所属長は、前項の規定による報告を受けたときは、その記録を委員会に提出し

なければならない。ただし、不当要求行為等に該当しないことが明らかな場合は、この限

りでない。 

 不当要求行為等に係る委員会の職務。 

 第１４条、委員会は、前条第２項の規定により提出された記録又は報告の内容について

不当要求行為等に該当するかどうかの調査を行うものとする。 

 第２項、委員会は、調査の結果、不当要求行為等に該当すると認めるときは意見を付し

て、該当しないと認めるときはその旨を町長及び任命権者に報告するものとする。 

 不当要求行為等に係る措置等。 

 第１５条、任命権者は、前条第２項の規定により不当要求行為等に該当するものがある

との報告を委員会から受けたときは、委員会の意見を尊重し、事実の確認を行い、内容が

事実であると認めるときは、不当要求行為等を行った者に対し警告をする等必要な措置を

講ずるものとする。 

 第２項、任命権者は、前項の必要な措置を講じた場合には、町長に報告するものとする。 

 第３項、町長は、前項の報告を受け、必要があると認めるときは、不当要求行為等を行

った者の氏名、警告の内容その他の必要な事項を公表することができる。 

 １３条では、不当要求行為が行われた場合における職員及び所属長の執るべき行為につ

いて定めております。 

 １４条では、倫理委員会の責務について定めております。 

 第１５条では、不当要求行為が認められた場合における、任命権者及び町長の執るべき

措置について定めております。 

 委任。 

 第１６条、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、議案第９９号本別町職員の公務員倫理に関する条例の制定についての提案説明と

させていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 矢部隆之君。 
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○１番（矢部隆之君） 何点かちょっとお聞きしたいところがありますので、よろしくお

願いします。 
 まず、本条例につきましては、今回６月から半年近くなりますけれども、たまたま元職

員の不適切な業務処理によって、こういう条例をつくらざるを得ないと言う形になったの

ではないかと思うのですけども、今回の案件についてですね、この条例の中で言う職員が

遵守すべき倫理原則の第３条、この中のどこに該当するのか、ちょっとお聞かせいただき

たいと思います。 
○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） 今回の事案に関しましての職員が遵守すべき倫理原則の部分

ということで、第２項でうたっております後段の部分、法令等を遵守し、町民から信頼さ

れる職員となるよう不断に公務員としての倫理の高揚に努めなければならない、ここの部

分が今回の部分に該当してくるかというふうに思っております。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） そういったことで、この倫理原則の中に今回の案件についても盛

り込まれているという解釈でよろしいかと思います。非常に、今回の件につきましても、

町民の方々も関心を持っておられるということで、そういった面からもこの条例について

はですね、町民にわかりやすくというのが私の思っているところでございまして、そうい

った観点から何点か質問させていただきますけれども、先ほど第２条の（３）の任命権者

について、総務課長のほうから誰それというようなことで説明ありましたけれども、法第

６条の第１項に掲げる者だよということなのですけれども、本別町役場でいえば一般職員

もいらっしゃいますし、議会もありますし、農業委員会もあるし、消防もありますけれど

も、それぞれ本別町役場職員という立場で出ていますけれども、ここでいう任命権者とい

うのは、本来的には職員の任命だとか休職だとか免職だとか、いわゆる懲戒処分を科すこ

とができる者じゃないかなということでの任命権者だと思うのですけれども、そこら辺は

いかがですか。 

○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） ここの部分につきましては、議員おっしゃるとおりです。地

方公務員法第６条に定めております、町長、それから議会の議長、教育委員会、農業委員

会など、そしてあわせて休職、免職、及び懲戒等を行う権限を有する者というふうになっ

ております。同じように、処分についてもこのような形で進めておりますので、この部分

で任命権者を定めています。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） ですから先ほども言ったように、町民にわかりやすくといいます

かね、なかなか法第６条第１項に掲げる者と書かれてもですね、町民が見たときに、誰の

ことを言っているのだろうなというようなこともありますので。例えば本別町長なら本別

町長と明記させていただいたほうが、町民にも理解いただけるのかなと。後ろのほうにそ
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れぞれ、この任命権者という言葉が出てきますので、後ほどそれについても質問させてい

ただきますけれども。 

 次に、ちょっと順番に言っていきますけれども、第４条、職員の責務ということで、公

益通報なり不当要求行為の禁止ということで２つ書いてありますけれども、この部分です

ね、第４条の１項についてはね、それぞれ第９条にも公益通報、９条以降１２条まで長々

と書いてはありますけれども、この公益通報、いわゆる内部通告ですよね、こういったも

のが必要かどうかという部分もあろうかと思うのです。先ほど言ったように、職員が遵守

すべき倫理原則がしっかりしていて、ここで言う第５条の管理監督者の責務であるとかね、

任命権者の責務がしっかりしていれば、こういったもの公益通報なんていらないのじゃな

いかと私は思うのですね。 

 こういったことで、あまりがんじがらめなものをつくってしまうというか、こういった

ことをやってしまいますと、なかなか職員も疑心暗鬼といいますかね、そういったマイナ

スの面が若干生じてくるのではないかという部分も感じられるので。本来的には、こうい

ったものはなければないほうが、職場もいいのではないかなと思うのです。 

 そういった面から、この第４条についてはですね、第１項についてはそういうことで。 

 第２項については、これを拒否しなければならないということで、これは第７条に何人

も云々かんぬんという文言ありますけれども、これは残しておいてもいいと思うのですけ

ど、ただこれにつきましてもね、非常に長く、１３条から１５条まで長々と書いています

けど、要はこういったことを、職員以外の方からですから町民からだと思うのですけど、

そういった要求があった場合には、ただ文言では報告するということで書いてありますけ

れども、報告書なりをつくりましてね、言われた方が。それを職場の長なりに言って、倫

理委員会なりがいいのかどうかという問題は後で言いますけれども、そういったことでも

うちょっとシンプルにね、そういった流れでつくったほうがいいのではないかと思うので

すけど。長々と、後半のほうは公益通報なり、この不当要求行為について書いてあります

ので、ここまでの部分必要ないのではないかと思うのですね。 

 先ほど言った任命権者の件なのですけれども、これが町長だとすればですね、何カ所か

任命権者が町長に報告するという文言を使っていますよね。ですから、そこら辺を町民に

ね、わかりやすくもうちょっとシンプルに、条例や何かつくったらどうかなと思うのです

けども。長々と言いましたけども、その辺についての考え方をちょっとお聞かせいただき

たいのですけど。 

○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 
○総務課長（大和田収君） まず、１点目の任命権者についてです。ホームページ、町広

報のときには、町民の方がわかりにくいという部分がありますけども、これにつきまして

は注釈等を入れながら、わかりやすくＰＲしていきたいというふうに考えております。 

 それから、職員の責務の公益通報、職員がしっかりしていれば、こんな制度いらないの

ではないかということです。私もそのように思いますし、この条例自体もいらないのかな
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というふうに思いますけども、ただ、やはり多くの方が働いている職場です。その中で、

やはり個人の資質、それから公務員としての心構えがしっかりしていれば、こういう問題

は起こらないと思いますけども、起きてしまったという部分、それが大きくなった部分が

あれば、やはり一緒に仕事をしている仲間たち、担当者、それから補佐、課長がやはり朝、

打ち合わせ等でも行っておりますので、その中でもいち早く、早いときに芽を摘むとか、

そういう部分で処理ができるという部分もありますので、やはりこの公益通報というのは

大切な部分かなというふうに考えております。 

 それから、公益通報と不当要求行為等に関する部分をもう少し簡略化という部分なので

すけども、一応最低限度の部分を今回定めさせていただいております。通報があったとき

の部分、それから保護をする部分、それからやはり最終的には本別町倫理委員会のほうで

意見をもらうというような部分がありますので、それはやはり条例できちんと述べなくて

はいけないと思っておりますので、このような形で書かせていただいております。以上で

す。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） １点だけ。これは、倫理委員会ですから８条の部分になろうかと

思います。最後に、全部は規約で細かいことを決めるということでうたってございますけ

れども、この部分でいう、委員会は委員５人以内をもって組織するということで、副町長

が委員長であと４人ということで、町長が決めるということでございます。これは何回か

やりとりさせていただいていますけれども、法律に詳しい方、わかりやすく言うと弁護士

さんになろうかと思うのですが、なぜ冒頭この案件が出たときからの説明でいいますと、

反省に基づいてとかという言葉が出ておりますけれども、なぜこれだけの案件が出て、町

民の皆さんに御心配をかけている状況の中で、反省すべくこういう再発防止のための条例

を制定するということになっているにもかかわらず、そういうことが出たということは非

常に残念なことですが、これからはないということも期待を込めて言いますけれども、そ

の中で、なぜ法律家の方なり民間の方なりを入れないで、わかりやすく砕けた言い方しま

すと身内だけでやろうという部分にしか見えないのですけれども。この辺は、担当課長の

答弁の域を脱するのであれば、執行者側のほうからも答弁していただかなければなりませ

んが、その辺の考え方をお伺いしたい。 

○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） この倫理委員会の委員についてです。議員おっしゃるとおり、

職員のほうで構成をまずしようということになっております。まず、内部調査等も必要に

なりますし、個人のプライバシーの関係もありますので、まずは職員の中の倫理委員会と。

今回そういう元になったのは、やはりことしの３月に制定させていただきました懲戒処分

の基準、それから交通違反等にする基準ということが明確にうたわれました。まずは職員

の中で、その範囲の中で、いろいろと調査をしながら処分の意見をまとめていくというよ
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うな部分になるかと思います。 

 懲戒処分の中にも、いろいろと難しい部分がいま出ております。コンピュータを使った

り、パワハラだとか、いろいろな部分があります。そういう事犯になってくれば、やはり

弁護士等の有識者の意見も必要かなと思います。そういう部分では、委員のほかにも参考

人としてお願いをして意見を求めることができるようにしておりますので、そういう形で

進めていきたいなというふうに考えております。 

○議長（方川一郎君） 砂原副町長。 

○副町長（砂原勝君） 私からもちょっと説明をさせていただきます。基本的には今回の

この委員会はですね、公益通報が一つ入っています。それから、もう一つは不当要求行為

の訴え、職員から。それから懲戒処分が入るようになります。この３つが中心であります

けども、公益通報とかそういう部分では、初めから弁護士を入れて議論するということに

はなかなかならないだろう、状況を見てお願いするとか、そういうことになるだろうと。 
 それから懲戒処分については、ちょっと複雑になるようなケースについては積極的に専

門家の意見も当然聞かなければならないと考えておりますから、今回の案件のような状況

が出たとすればですね、積極的に弁護士の御意見なども踏まえながら進めていくようにな

ると考えております。ただ、最初から全部ですね、何でも全部そこに弁護士も入れてやら

なければならないとなると、公益通報は職員が、どこかで何か不正が行われているのでは

ないかという程度でも公益通報できるようになっていますから、その辺はもう少し、弁護

士や何かの意見を聞く前にですね、内部的に少し議論を整理しないと、最初から弁護士、

弁護士と、弁護士も忙しい方ですから、その辺はもうちょっと整理してから対応したい、

その辺も含めて、最初から構成の中には貼りつけはしていないということでございます。 
○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） おっしゃりたい意味はわからないわけではないのですが、再三い

ろいろな委員会だとかで申し上げていることは、これだけの案件が起きて、私どもの議会

に示されたのが二つ前の６月定例会でございました。私が先ほど来から申しているのは、

出てしまうことを想定して話するのは非常に不謹慎かもしれませんけれども、出る前にこ

ういう策を講じるのであれば、第何条の第何項の条例の中で、副町長がトップはトップで

いいですけども、あと職員が何人で、民間の方何人、法律の詳しい方何人というようなで

すね、置き方をしなければならないのではないかと、それを申し上げているのです。これ

をこのままの条例でいきますとですね、町民の方々には当然見えないということと、また

内部で過ごすのかということが懸念されるから私が言っているのであって、規則でうたう

のだからいいというようなレベルの話ではないと思います。 

 それと、もう１点でございますけれども、先月末に特別委員会の中で、私ども初めて公

式に聞かされましたけれども、１０月の上旬に警察に書類を協力して持って行っていただ

いているということで、町長からお話ありました。その中で、なぜ今この定例会に、この

重要な案件をですね、出してこなければならないのか。これは町民の人たちも相当な関心
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を持って注視していると思いますけれども、要するに捜査しているという部分があるとす

れば、それがどのような形になるにせよ、それがきちっと落ち着いてからでも私は遅くな

いのではないかと。 

 それと、まだ先ほど来からお話しさせていただいているように、倫理委員会等々につい

ても、まだまだ町民の皆さんなり我々の話も聞いていただいて、吟味することがあれば、

それらを総合的な判断をしてですね、今回でなく、きちっと方向が出てからでも、こんな

ことは二度とあっては困るような案件なのでございますから、それは我々議会も含めて町

民の方々も含めて一体となって、これからの本別町の信頼を回復していかなければならな

いというときにですね、警察に書類が行っている段階で、ここで出てくるということ自体

も、私にしてはおかしな考え方だなと思います。こういう善後策についてはなるべく早く

というのは、これはわからないわけではないですけども。時期が、この時期にということ

も含めて、再度お伺いしたい。 

○議長（方川一郎君） 砂原副町長。 

○副町長（砂原勝君） まず第１点はですね、そういう捜査機関が調査に入られていると、

だから何もしないということにはならない。やはり早急に町民に対して、きちっとした我々

の考え方を示す必要があるだろうと考えております。そういうことで、捜査の結果いかん

に問わずですね、やることはきちっとやっておく必要があるだろうと。 

 それから２点目はですね、このいろんな再発防止策の、議会に対する説明等含めてです

ね、この辺はちょっと議会のほうとも調整させていただきながらですね、提案説明をして

きておりますので、その辺も御理解をいただきたいなと思います。以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） こういう案件については、こちらで言うことと、そちらから返っ

てくる答弁はなかなか噛み合わないことは、これはもう当たり前のことかもしれませんけ

れどもですね、現実的に、町民の皆さんに早く善後策をお示しするという部分は理解をい

たしました。ただ、先ほど来からお話しさせていただいているように、身内の中で倫理委

員会も設置はするんだ、今副町長からもありましたように、捜査当局に書類を預けてある

段階で、一応捜査という言葉も出ましたのですが、その段階で善後策と言ってもですね、

職員の皆さん、先ほど来から言っているように二百数十名の方々おられますけれども、な

かなか大変な思いで、これから年末を迎えているのではないかと思います。なぜこの時期

になったのかということは、普通に考えればですね、早く善後策を講じるというのは理解

いたしますけれども、今の時期というのはですね、いかがなものかなと。私どもの委員会

もありますけれども、それとは別な考え方でいきますと、やはり町民の皆さんに、議会で

のやりとりですから、これだけの条例を提案するということになれば、いつのときが一番

いいのか、ましてや倫理委員会という高度なことを議論する委員会に、法律の専門家なり

民間の方が入っていないで、身内の方だけでやるというように見受けられてもしょうがな

いと思いますけれども、本当に身内の方だけでやるということが、私にしてはちょっとい
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かがなものかなと思っていますので、３回ですからこれで終わりだと思いますけれども、

その辺を再度求めるものでございます。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 
○町長（髙橋正夫君） それぞれこの不祥事ということでですね、大変御迷惑をかけなが

ら、議会も特別委員会の中で審議をいただいていました。なぜこの時期かということです

けども、しっかりとその辺のですね、事実関係も含めて、また今御質問にありますように、

住民の皆さんに少しでも早くですね、こういう姿勢で、信頼回復も含めてですね、この再

発防止の対策含めて、それを示すということの中でですね、改めてこの反省を受けながら、

そしてこの倫理委員会、この条例をつくりながらですね、その中でしっかりと倫理委員会

というものを設けながら、さらに制度の高い調査も含めて、それには公益通報だとか、ま

たコンプライアンスだとかですね、それぞれ必要な条例をしっかりと定めながら、この再

発防止、そして二度とあってはならないこういう行為についてはですね、先ほども答弁あ

りましたけども、万が一このようなことが起きようとするときはですね、早目に、本当に

小さいうちに芽を摘むと、こういうことも含めて、条例を細かく制定させていただきまし

た。 

 今までの御質問ありましたように、ここまで細かい部分はという御意見もありましたけ

ども、条例ですからね、しっかりと細部に渡りながら、そしてまた大所高所でしっかりと

対応ができるようにですね、この条例を定めさせていただいて、ちょうどこの時期という

ことでありますけども、私どもは少しでも早くこのような条例をつくらせていただいて、

町民の皆さんに、そしてまた議会の皆さん方にもお示しをして、しっかりと気持ちも新た

に再出発をすると、こういう条件の中でしっかりと話をしてきました。 

 今、御質問いただいているこの倫理委員会の部分でありますけども、必ずしも、それぞ

れ手続条項あるかもしれませんが、これはまだ明確にこの人この人ということに、職務も

含めてまだそれは入っていませんので、それはしっかりとですね、今の御意見も含めなが

ら十分対応するということでありますけども、基本的には今まで副町長も申し上げていま

したけども、まず内部の中ということでありますけども、しっかりと内部の中でその実態

調査をしながら、そして必要な部分につきましては、必ずそういう法的な判断、またそし

て専門的な見地からしっかりと御意見をいただきながら、最終的な判断に至ると。こうい

うことの中のですね、条例をちゃんと制定させていただいた、こういうつもりであります

ので、最初から入ってないからということではなくてですね、必ずそういう場面も含めて、

しっかりと私どもは認識をしながら、この倫理委員会を設置していきたいなと、こう思っ

ておりますので、御理解いただきたいと思います。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） 先ほど総務課長のほうからあった中身の問いだと思いながら聞

いていますけども、いわゆる本来はこういうものはなくていいはずのものだということな
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のですが、でも実際にこういう問題が起こった以上は必要だという、基本的な考えはその

とおりだというふうに思います。 
 それで、例えば内部告発というか公益通報という表現ですが、これ以外の部分について

言えば、きわめて当たり前のことが書かれているというふうに私は押さえております。公

務員として信頼をね、守ってやるという当たり前のことが書いているということで、それ

はそれで理解するのですが、今回の不適切処理のことで言えば、ずっと私言ってきたのは、

ここの条例の文章に表れていない部分、条例の条文の間に隠れている部分が私はあるよう

に思うのですよね。それは結局今まで言ったとおり、１つの部署に長くいることがいろん

な弊害を生むことがあるのではないかと。それから、俗に言う先輩後輩という中で、後輩

の立場でなかなか言えないというようなことがね、本当の底にあるような気がするのです

よね。そういうことをずっと申し上げてきたのですけども、条例の形にするとなったら、

そこの部分は多分文章にはできない部分だと思うのですが、その辺の踏まえ方をね、踏ま

えた上で出てきているというふうには思っていますけども、そこの考え方だけ伺いたいと

思います。 
○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 
○町長（髙橋正夫君） 前にも御意見いただきました。そういう利害的になるような所と

いうのは、私どもだけでなくてですね、それぞれの機関もある程度年数ということであり

ますけれども、その辺はしっかりと人事の中でですね、そういうことのないようにですね、

対応していかなければならないと思いますが。ただ今、そういうこと含めて先輩後輩だと

かいろいろな、わかりやすく言えば人とのしがらみだとか、いろいろあるかということで

ありますけども、そういうことも含めてですね、なかなか意見が言えない、意思表示がで

きないということなど含めてですね、この条例の中でも、その点は公益通報ということの

中でですね、内部の中からもしっかりとそういうような、疑いだとか事象があった場合は、

そのことをしっかりと通報できると。それを受け止めてですね、その通報した人が不利益

を被らないということで、この条例もつくらせていただいていますから、そういう面では、

もちろんあってはならないことですけども、万が一そのようなことに対処できるように、

また、言いづらいような雰囲気だとかですね、やっぱりこの圧倒的に年齢的の差だとか、

いろいろ御質問にありますように、そういうときに言いづらいとか、言ったらどうするか

ということではなくてですね、やっぱり本当に、だめなことはしっかりとだめだと言って

いただける、そういう公益通報という文言も入れて、しっかりとそれも、通報者の保護も

含めて入れたということでありますから、そういうことの中で御理解をいただければとい

うふうに思います。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 
 まず、原案に反対者の発言を許します。 
 大住啓一君、御登壇ください。 
○４番（大住啓一君）〔登壇〕 本条例提案に対しまして、反対の立場で討論をさせていた

だきます。 
 今も質疑を相当させていただきましたが、なぜこの時期なのか。これは明解な答弁がま

ずなかったということと、何点か質問も出ておりましたけれども、内容についても非常に

不透明な部分がある。町民の皆さんに説明するには、この条例の案文ではなかなか説明が

できないのではないかということでございます。 
 それと今町長のほうから御答弁いただきましたけれども、内部の委員会についてはこれ

から協議を進めていく云々というようなお話しが出ました。行政の、町の条例を決めるに

あたって、これから協議をして決めていくということ自体が私はいかがなものかと思って

おります。これだけの事案が出てきているということでございますから、町民の皆さんに

わかりやすく、なおかつ皆が理解できる条例の中身でなければならないのではないかと。

先ほど私も言わさせていただきましたけれども、今回でなくても、次の定例会なり臨時議

会があったときでも条例の提案はできるということになってございます。それまで今質問

の出た中身を、町民の皆さんも注視している条例ということであれば、それらを再度構築

していただいて、再度提案するのが本来の姿でないかと思う次第でございます。 
 したがいまして、行政の透明化を図る意味でも、今回の条例提案には反対するという明

確な立場を表明させていただきますとともに、議員皆さまの御協力といいますか、御承認

を賜りたく、反対の立場で討論させていただきます。以上でございます。よろしくお願い

いたします。 
○議長（方川一郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 高橋利勝君、御登壇ください。 
○９番（高橋利勝君）〔登壇〕 原案に賛成の立場から、意見を述べさせていただきます。 
 ただいま反対討論がありましたが、今回の倫理の条例制定についてはですね、これまで

特別委員会の中でそれぞれ議論をしてきたこと、あるいは調査をしてきたことの一つの集

大成として、私はこの時期に制定することについては何ら支障はないと思っています。 
 町民の皆さんにはそれぞれ意見がございまして、早く毅然として、きちっとけじめをつ

けるべきだという意見も一方でございます。私はそういう意味で言いますと、今回の条例

制定が一つの大きな柱になっていると思っています。 
 なお、内容についてでありますが、例えば今公益通報の問題がありました。私は今後の

こういった問題についてはですね、ただその公益通報だけでその事実というかそういうこ

とが知ることになって、倫理委員会なり開いてということだけではないと思います。例え

ば業務の遂行の中で、そういったことが発覚する場合もあるわけでありますから、そうい

う意味では公益通報ということについてですね、私は今回うたったのは何ら支障はないと
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思っています。といいますのは、従来、これは本町だけではなくて、今社会のそれぞれの

民間の企業の中でも内部告発という問題がありまして、その保護について、これまたいろ

いろな形で進められているわけですから、今回の公益通報というのは、そういう形があっ

たときに保護をするという立場も含めてあるということで私は受け止めています。 
 もう一つは倫理委員会の問題ですが、今ありましたように、私も例えば犯罪とか法に触

れるとかということになれば、それは弁護士や有識者ということについては、それはその

ように思います。ただ、一つに大事なことは、通報や事件が発覚したときに、事実を確認

するという意味でいうと、それは部内の中で議論されてしかるべきだと思います。それを

事実の調査に基づいて、有識者や施行規則にあるように、弁護士などを活用してというこ

とで、物事を進めるということについては、それはそれで私は一定の理解はできるものと

思っています。 
 以上、申し上げまして、賛成の討論とさせていただきます。議員各位の賛成をよろしく

お願いします。 
○議長（方川一郎君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 次、原案に賛成者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） これで討論を終わります。 
 これから、議案第９９号本別町職員の公務員倫理に関する条例の制定についてを採決し

ます。 
 この採決は起立によって行います。 
 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（方川一郎君） 起立者８人、よって、起立多数です。 
 お座りください。 
 したがって、議案第９９号本別町職員の公務員倫理に関する条例の制定については原案

のとおり可決されました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 同意第４号 
○議長（方川一郎君） 日程第１５ 同意第４号教育委員会委員任命について同意を求め

る件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 同意第４号教育委員会委員の任命について同意を求める件

につきまして、提案理由の説明を申し上げます。  
 平成２９年１月１２日をもちまして任期満了となります教育委員会委員につきまして、
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中川郡本別町○○○○○○○○にお住まいの丑若理恵さんを人格、識見とも適任と判断し、

再任をいたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によっ

て、議会の同意を求めるために提案をさせていただきました。 
御同意をいただきますように、お願い申し上げまして提案理由の説明とさせていただき

ます。 
○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから、同意第４号教育委員会委員任命について同意を求める件を採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（方川一郎君） 起立者１１人、よって起立多数です。お座りください。 
 したがって、同意第４号教育委員会委員任命について同意を求める件は、同意すること

に全会一致で決定されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１６ 収納業務不適切処理に関する調査の件 

○議長（方川一郎君） 日程第１６ 収納業務不適切処理に関する調査の件を議題としま

す。 

 本件について、報告を求めます。 

 収納業務不適切処理に関する調査特別委員会委員長、林武君御登壇ください。 

○収納業務不適切処理に関する調査特別委員会委員長（林 武君）〔登壇〕 お手元に配付

の委員会調査結果報告書に基づいて、報告をさせていただきます。 

 本委員会は、平成２８年６月１６日第２回定例会において設置された収納業務不適切処

理に関する調査の件については、このたび調査を終了いたしましたので、会議規則第７７

条の規定により報告します。 

 報告書は１１ページにわたりますが、１ページ、特別委員会設置経過から１０ページ、

現金領収原符の取り扱いまでを事務局に朗読させます。 

 なお、１１ページ、調査のまとめにつきましては、私が朗読します。 

○議会事務局長（鷲巣 正樹君） 特別委員会設置経過。 

 １、収納業務の不適切処理が明らかに。 

 平成２８年第２回定例会において、６月１４日に行われた一般質問により、元住民課納

税担当職員２人による収納業務における不適切な処理が明らかになりました。 

 ２、議員協議会で経過説明。開催日、６月１５日。 

 各議員から、横領と判断しなかった理由や、速やかに議会に報告がなかったのはなぜか、
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納付書の作成など事務的な不備も問題ではないかなどの質疑が行われました。 

 これに対し、町としては横領と決めつけるのは難しく、議会には早く報告するべきであ

ったと反省している、事務的な改善は直ちに取り組む考えであることなどの答弁がありま

した。 

 ３、町提案により特別職の給料の減額支給条例の制定。開催日、６月１６日。 

 提案理由。 

 町税の不適切な処理に関し、町民の皆様や議員に対し多大な迷惑をかけたこと、また、

町政に不信感を持たせたことにより、町長及び副町長の給料を減額支給する条例の提案が

ありました。 

 条例の内容は、町長の給料を３０パーセント、副町長の給料を１０パーセント、７月か

ら９月までの３カ月間減給するもので全会一致で可決しました。 

 ４、収納業務不適切処理に関する調査特別委員会を設置。条例制定後。設置日、６月１

６日。 

 提案理由。 

 本別町議会は、平成２８年６月１５日に開催された議員協議会及び１６日の行政報告に

おいて経過報告のあった元住民課納税担当職員２人による収納業務不適切処理に関し、今

後も一定期間集中した調査が必要であると全議員一致したことから１６日の本会議におい

て、議長を除く１１人の議員で構成する、収納業務不適切処理に関する調査特別委員会を

設置し、収納処理や再発防止策等について調査を行うものです。 

 委員会構成は省略いたします。 

 調査の概要。 

 本調査特別委員会設置の目的は、収納業務不適切処理に関する会計処理の全容解明と適

正処理、収納業務不適切処理に関する再発防止策とし、設置以降１１回にわたり開催し、

調査しました。 

 全容解明と適正処理については、書類等の確認のため、町側へ収納業務の流れ、５年分

の収納状況、本別町職員の懲戒処分等に関する基準など、１２種の帳票類の提出を求め調

査してきました。 

 また、参考人として意見を聴くため、元職員２人へそれぞれの質問事項を郵送し、出席

を求めましたが、１人から文書での回答はあったものの、両名とも出席叶わず、参考人か

らの意見聴取については、断念せざるを得なかった。 

 議会として、全容解明に向けた調査を行うに当たり、個人情報を含む書類調査には限界

があり、監査委員が行う随時監査結果を待つ考えで進めていました。しかし、事前調査中

の１０月初旬、住民からの訴えによって、北海道警察から役場に対し関係書類などの任意

提出の要請に、町は書類の提出を協力したため、随時監査は中止となりました。 

 議会へ提出された書類については、町から複数回の説明を受け、その説明に対して議員

から質疑、意見など数多くの議論がなされたのち、この調査は終結としました。 
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 再発防止策については、本別町収納・滞納整理等業務マニュアル、本別町職員の公務員

倫理に関する条例、本別町職員の公務員倫理に関する条例施行規則、本別町職員の懲戒処

分の基準を調査し、１２月議会最終日で、本別町職員の公務員倫理に関する条例の可決に

より調査終結の合意に至りました。 

 調査項目。 

 １、課長補佐による不適切処理。 

 平成２６年１２月１２日の納税証明書の発行請求に対し、平成２２年度住民税４期分、

１２万３千円について未納があったことから担当職員が証明書を発行しなかった件につい

て、請求人から納付している旨の申し出があり、更に、請求人が平成２３年３月７日付で

領収印が押印された同期分の領収書を保管していたことから、収納処理がなされていない

ことが発覚。 

 調査及び対処。 

 調査の結果、本税を徴収した職員が課長補佐であったことが判明。同氏に確認するも、

その徴収金および納付書について処理の記憶なし。しかし本不明金については、同氏がそ

の取扱いが不適切なものであったことを認めたことから、全額を弁済した。 

 従って、担当職員が紛失したものと思料される処理によって徴収金に不足額を生じさせ

たことは、徴税担当職員として職務上の義務に違反するものというべく、地方公務員法第

２９条第１項第２号及び職員の懲戒の手続及び効果に関する条例による懲戒処分とし、内

容については、第２、標準例２、公金官物取扱い関係、紛失、公金又は官物を紛失した職

員は、戒告とするを参酌し、戒告処分を行った。 

 ２、主事による不適切処理。 

 徴税を担当していた主事が、平成２７年３月３１日から平成２７年７月までの徴収した

諸税について、１５件３８万７,４８７円を未処理のまま放置し、その１５件について滞納

扱いとなっていた。 

 未処理となった徴収金について主事に確認。犯罪性の疑いはあったが、説明も二転三転

するなど確証には至らなかった。しかし、本不明金については、同氏が処理を怠っている

ことは認めたことから、平成２７年８月３１日に収納処理を終了させ、平成２７年９月３

０日付で退職発令を行った。 

 担当職員の怠慢によって１５件にのぼる不明瞭な徴収金の処理を行ったことについては、

徴税担当職員としての職務を著しく怠った行為であり、かつ、職務上の義務違反相当とし

て、地方公務員法第２９条第１項第２号及び職員の懲戒の手続及び効果に関する条例によ

る懲戒処分とし、内容については、第２、標準例２、公金官物取扱い関係、公金官物処理

不適正、自己保管中の公金の流用等公金又は官物の不適正な処理をした職員は、減給又は

戒告とするを参酌し、減給１カ月１０パーセントとした。 

 ４、調査内容から、１０ページ、現金領収原符の取り扱いについては省略をいたします。 

○収納業務不適切処理に関する調査特別委員会委員長（林 武君） 私のほうから、１１
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ページ、調査のまとめについて報告いたします。 

 今回の収納業務不適切処理については、平成２８年６月１４日に行われた第２回定例会

の一般質問において明らかとなり、翌日１５日の議員協議会において詳細の説明を受ける

結果となりました。 

 徴収した税金が収納処理されていなかった職員２人の不適切処理もさることながら、経

過について公表されなかったことは遺憾であり、議員協議会での厳しい指摘の結果、翌日

１６日の本会議において町長は給料を３０パーセント、３カ月、副町長は給料を１０パー

セント、３カ月の減給処分を自ら科す結果となりました。 

 また、職員２人の税の不適切処理についても、徴収業務は本来２人１組で行われるべき

ものがいずれも１人で行われていたこと、納付書が発行され税が徴収されても収納処理が

確認できなかったこと、特に１人の職員が収納処理していなかった件は、平成２３年３月

７日に納入済でありますが、納付者本人が領収書を保管していなければ明らかになること

がなかったこと、すでに不適切処理として処分されているが犯罪性はなかったのか等看過

できない重大な問題と受け止め、１６日の本会議において全議員一致で収納業務不適切処

理に関する調査特別委員会を設置しました。 

 特別委員会においては、収納業務不適切処理に関する全容解明と不適切処理に係る書類

の提出、収納業務不適切処理に関する再発防止策の提案により調査を行いましたが、特別

委員会での聞き取り及び書類審査は、個人情報保護法によって限界もあり、調査した中で

は犯罪性の確認は取れなかった。また、１０月初旬に住民からの訴えにより、北海道警察

から役場に対し関係書類の任意提出の要請があり、町も協力するため、このことによって、

予定されていた随時監査についても中止となった。このことにより、全容解明と不適切処

理については、以上で終了としました。 

 再発防止にあたっては、再発防止策として、本別町職員の公務員倫理に関する条例の制

定、本別町職員の公務員倫理に関する条例施行規則の作成、本別町収納・滞納整理等業務

マニュアルの整備、さらに本別町職員の懲戒処分等に関する基準の強化などが説明された

ことから概ね了承し、１２月６日の特別委員会の開催をもって終了となりました。 

 町職員は、税の徴収という町民との信頼関係が極めて大切な部署でありながら、今回の

ような不祥事が起きたことは、大きく町民の信頼を損なう結果となったことを深く反省す

るとともに、特別委員会に提出された収納業務不適切処理に係る再発防止策を全職員が一

丸となって取り組むことにより職責を全うするよう望みます。 

 また、本別町議会としても、町による議会への速やかな報告を求めるとともに、各常任

委員会の所管事務調査において再発防止策の着実な実行を求めて行くことを申し上げます。 

 以上、申し上げ、本特別委員会は調査を終了し、解散することといたしましたので、結

果の報告とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（方川一郎君） お諮りします。 
 本件の委員長報告に対する質疑については、議会の運営に関する基準１０３により、質



 
 - 53 -

疑を省略したいと思います。御異議ありませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、委員長報告に対する質疑は、省略することに決定いたしました。 
 これから、収納業務不適切処理に関する調査の件、委員長報告についての討論を行いま

す。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで、討論を終わります。 
 これから、収納業務不適切処理に関する調査の件、委員長報告についてを採決します。 
 この採決は、起立によって行ないます。 
 委員長報告のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（方川一郎君） 起立者１１人、よって起立多数です。お座りください。 
 したがって、収納業務不適切処理に関する調査の件、委員長報告については、委員長報

告のとおり全会一致で承認されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１７ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（方川一郎君） 日程第１７ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とし

ます。 

 総務、産業厚生、広報広聴、各常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の

規定によってお手元に配布しました所管事務の調査事項について、閉会中に継続調査の申

し出があります。 

 お諮りします。 

 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、総務、産業厚生、広報広聴、各常任委員長から申し出のあった所管事務に

ついて、閉会中の継続調査の申し出は、申し出のとおり決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１８ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（方川一郎君） 日程第１８ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題

とします。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配布しました所掌事

務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 
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 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎閉会の議決 

○議長（方川一郎君） これで、本日の日程は、全部終了いたしました。 
 お諮りします。 
 本定例会に付されました事件は、全部終了しました。 
会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。 
 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、本定例会は本日で閉会することに決定いたしました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎町長挨拶 

○議長（方川一郎君） 次に、町長より発言の申し出がありますので、これを許します。 
 髙橋町長、御登壇ください。 
○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 今、議長の宣告のとおり、きょうでこの第４回定例会、終

了ということになりました。この１年間、ただいまの議論も含めて、大変ことしの１年、

職員の不適切処理のですね、この特別委員会設置などですね、議会の皆さん、そして町民

の皆さんに改めて本当に大変な御迷惑、また御心配をかけましたことに改めて深くお詫び

申し上げながら、ことし１年、本当に大変な１年だったなというふうに、今振り返ってみ

ますと、６月からの天候不順ですね、そして追い打ちかけるように、もう何度も言ってい

ますけれども台風がですね、４つも十勝に、そして本別に上陸をしてきたということで、

本当に基幹産業の農業、そしてこの観光施設もしかりですが、本当に本別町にとっては大

変な甚大な被害を被った、そんな大雨、台風等の被害でありました。 

 反面また嬉しかったことはですね、大変子どもたちが元気良くスポーツに文化に、そし

てまた若者たちが、若者のこのネットワークをしっかり広げながら、まちづくりに大きな

大きな成果を出していただいたり、さらにまた世代間交流の中で地域が本当に元気になっ

てきた、そういう取り組みが、少子化と言われる中でもしっかりと、その子どもたちの若

いエネルギー、そして青年層の若い力が本別町を支える大きなうねりとなって現れてきた

ということも事実であります。 

 また、きらめきタウンフェスティバルは２０年という、こういう節目の年でありました

が、本当に多くの皆さん方の、あの台風の中で、実行委員の皆さんはじめ、各自治会の役
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員の皆さん含めて、大変な思いを寄せていただいて、あれだけの素晴らしい実績を残して

くれたということに、本当に多くの感謝を申し上げたいと思います。 

 また、姉妹都市、遠くからはミッチェルから、この２５周年の節目となる訪問団も、そ

してまた、私どもも２５年の節目としてまた子どもたちと一緒に参加をさせていただき、

また式典も滞りなく終わらせていただくことができました。まさに、このオーストラリア

の姉妹都市交流も２５年続いているというのは、本当に数えるだけというか、１カ所、２

カ所しかないということでありまして、非常に私どもとミッチェルの絆がですね、本当に

多くのまた評価をいただいているところでありますが、何よりも、取り組んでいただいて

いるミッチェルの市民の皆さん方には本当に感謝申し上げながら、さらに私どももその思

いを、これからですね、次の時代に続く若者や子どもたちもちろんですが、しっかりと、

今現役の、そしてそれぞれ頑張っていただいた先輩の皆さん方も、さらにこの交流の輪を

広げていければなと、こういうふうにまた決意した１年となりました。 

 また、小松島からは非常に多くの皆さん方が、この２０周年、そして本別町のまちづく

りに、また煙火保存会、そしてまたビアー祭に向けてですね、市長はじめ、それぞれ職員

の皆さん、そして漁協から、まちづくりの大きな大きなグループが本町にお出でいただき

ながら、その交流の証をですね、しっかりとまた足跡を残していただいた、そういう交流

が深く進んだ１年でもあったのかなというふうに思います。 

 地域はそれぞれ、この基幹産業、大変な状況でありますけれども、一刻も早くですね、

来年の営農に間に合うように、そしてまた意欲を持って、希望に向かってしっかりと元気

よく営農ができるように、そんな環境も体制づくりもしっかりと今、関係機関と進めなが

ら、さらに煮詰めて支援していくと、こういう形でさせていただきたいなというふうに思

っています。 

 とにかく、大変な１年でありましたけれども、こうして９９件に上る案件をしっかりと

御審議いただきながら、本当に適切な御指導、そしてまた叱咤激励、さらに町民と皆さん

との絆のあり方含めて、しっかり指導いただいた議会の皆さん方に、そして議長はじめ多

くの議員の皆さん方、そして多くの委員会も重ねていただいて、それぞれ調査、御意見い

ただいたことにも心から感謝申し上げたいなというふうに思っています。 

 来る年もぜひ、酉年ですから、本当に大きく羽ばたけるような、そんな１年になること

を期待しながら、来る年がまさにまた皆さん方にとって清々しく、また輝く新年を迎えて

いただくことを重ねて御祈念申し上げさせていただきながら、ことし１年、心からの感謝

を申し上げて、御礼の挨拶とさせていただきます。大変ことし１年ありがとうございまし

た。 

○議長（方川一郎君） 平成２８年第４回定例会閉会にあたりまして、私からも、皆さま

に御挨拶、並びにお礼を申し上げたいと思います。 
 平成２８年は、定例会４回のほか、臨時会５回、調査特別委員会１１回を開催し、この

間、髙橋町長を初め、担当部局長、課長、職員の皆さんのご出席をいただきながら、また、
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町民の皆さんの傍聴をいただく中、町提出議案や発議、意見書など、全部で１３５件を慎

重に審議をさせていただき、いずれも滞りなく終わらせていただきましたことは、これも

ひとえに、御出席いただきました職員の皆さま方、議員の皆様方のたゆまぬ努力のたまも

のと、思うところであります。 
 ここで、円滑に議事を進行させていただきました皆さまに、改めて心から厚くお礼と感

謝を申し上げるところでございます。 
 ６月には、町民に開かれた議会を目指して議会の活性化の取り組みとともに、議会の指

針となる、議会基本条例を制定いたしました。この取り組みは、二元代表制の一翼を担う

議会として進めてまいりましたが、本町のまちづくり、そして、本別町民の福祉の向上を

めざすものであります。御承知だとは存じますが、憲法第１５条に、すべて公務員は、全

体の奉仕者であってと謳われており、議員も含むものでありますし、福祉の向上とは、福

祉分野に特化したものではなく、全ての本別町民皆さんの幸せの向上を目指し、活動しな

ければならないものでありまして、それは、職員の皆さん、議員の皆さん、共通の認識と

して、緊張感を持ちながらも、共に知恵を出し合い、共にまちづくりを進めていかなけれ

ばならないものと考えております。 
 それは、各議員がそれぞれの分野での取り組みこそが町民の付託に応えることであり、

私達議員に課せられた責務であります。 
 地方自治体を取り巻く環境は依然として厳しいものでありますが、さらなる研鑽を積ん

でいただき、議員自らが政策を立案、提案しながら、町民皆様の声を行政に反映させなけ

ればなりません。今後も、議員一人一人がさらに、町民の皆さんとの対話を大切にし、町

民の皆さんが安心して安全に暮らせること、本別町が、そして本別高等学校が、私も同窓

会の役員をしておりますが、１０年５０年先まで見据えた将来につなぐしっかりとした今

を築くことに向けて、より一層努力し、より一層の御活躍をいただきますようお願いを申

し上げる次第であります。 
 寒さもより一層厳しくなってまいります。健康には十分留意され、御家族ともどもすば

らしい平成２９年の新春を迎えられますよう御祈念を申し上げ、感謝とお礼の言葉とさせ

ていただきます。大変、どうもありがとうございました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（方川一郎君） 会議を閉じます。 
 平成２８年第４回本別町議会定例会を閉会いたします。 
 御苦労様でした。 

閉会宣告（午後 ３時 ５分） 
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